
【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】
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事業内容
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具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

人権啓発物資について、配布数を増
やすことを検討しましたが、木更津
こどもまつりの翌日に富津市で
ヒューマンフェスタが予定されてい
た関係で、雨天順延で配布ができな
くなる可能性を考慮して昨年度と同
じ数を用意し、配布しました。
広報きさらづ12月号には、特設相談
の案内の他、本市の人権擁護委員の
氏名を掲載し、市民への周知を行い
ました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

人権尊重につ
いての広報・
啓発

木更津人権擁護委員協議
会木更津市部会主催によ
り、主に12月の人権週間
中に各種啓発活動を行
い、地元地方紙を通じ広
報を行います。

女性の人権擁護
についての理解
を深めます。

木更津人権擁護
委員協議会木更
津市部会の主催
により、木更津
こどもまつりで
人権啓発物資を
500部配布予定
ですが、来場者
数に対する配布
数が少ないた
め、配布数の増
加を検討しま
す。

木更津人権擁護委員協
議会木更津市部会の主
催により、木更津こど
もまつりで人権啓発物
資の配布を行います。
また、12月の人権週間
及びそれに伴う人権・
行政特設相談について
広報きさらづ等への掲
載を行い、市民への周
知を図ります。

木更津人権擁護委員協議会木
更津市部会の主催により、11
月17日の木更津こどもまつり
で人権啓発物資を500部配布し
ました。
また、12月の人権週間に実施
した人権行政合同特設相談開
催の案内を、広報きさらづ12
月号に掲載し周知をしまし
た。
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年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
広報物等により情報提供を行いまし
た。今後も積極的に広報･啓発に努め
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
計画に基づき、相談窓口の一覧を人
権擁護委員に配布し、情報提供を行
いました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

木更津人権擁護委員協議
会主催により、4市人権
擁護委員を対象に、講演
会・研修会を開催しま
す。

女性の人権も含
めた人権尊重に
ついての理解を
深めます。

各種相談窓口の一覧が
掲載されたパンフレッ
トを研修開催時に人権
擁護委員に配布しま
す。

木更津人権擁護委員協議会主
催の4市人権擁護委員を対象と
した研修会が、7月19日に木更
津市民総合福祉会館にて行わ
れた際に、人権行政相談以外
の各種相談窓口一覧を委員に
配布し、情報提供を行いまし
た。

市民の人権意識
の高揚のための
啓発活動を積極
的に行います。

公民館、小学校、中学
校等に広報及び啓発活
動を行い、人権意識の
高揚を図ります。

公民館、小学校、中学校等に
人権意識の高揚を図るための
広報物等を配布し、情報提供
に努めました。
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人権尊重を
テーマとした
講座・研修会
等の開催
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木更津人権擁護
委員協議会の主
催により、4市
人権擁護委員を
対象に研修会を
実施しました。
人権相談だけで
は対処すること
ができない相談
テーマに関し
て、適切な相談
窓口を紹介でき
るよう情報提供
を行うことを検
討します。

①

人権尊重につ
いての広報・
啓発

人権問題に対する市民の
理解を深め、人権意識の
高揚を高めるため、チラ
シの配布等の各種啓発活
動を行います。

市民の男女共同
参画への意識を
高めることが出
来ます。
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計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点
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(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
昨年度未実施校4校で人権教室が実施
できました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
学校教育･社会教育関係者等を対象と
することから、参加しやすい日時を
検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

4

市
民
活
動
支
援
課

Ⅰ 1 ①

(

1

)

人権尊重を
テーマとした
講座・研修会
等の開催

学校教育・社会教育関係
者等を対象に、講演会・
研修会を開催します。
（年１回）

市民の男女共同
参画への意識を
高めることが出
来ます。

男女を問わず人
権意識を高める
ための研修会を
企画します。

平成31年2月に人権尊
重をテーマにした研修
会を開催します。

平成31年2月26日に「インター
ネットと人権」～ネット被害
から子どもを守れ～をテーマ
に講演会を開催し、34名が参
加しました。
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人権尊重を
テーマとした
講座・研修会
等の開催

求めに応じて幼稚園・保
育園・小学校等へ訪問
し、人権に関する講話等
を行います。

女性の人権も含
めた人権尊重に
ついての理解を
深めます。

人権週間期間中
に市内5つの小
中学校へ訪問
し、人権講話・
人権教室・人権
紙芝居を行いま
した。人権教室
等の開催校が固
定化されている
ため、未実施校
への働きかけを
強化することを
検討します。

7月の校長会にて人権
教室等の開催依頼を行
います。また、人権週
間期間中に人権教室等
を実施します。

7月の校長会にて人権教室等の
開催依頼を行いました。
人権教室等を7校にて実施し、
小学生438名の参加がありまし
た。なお、前年度未実施だっ
た4校（南清小、中郷小、岩根
小、木二小）の参加が実現し
ました。

実施校
9月25日南清小　　176名
10月19日鎌足小　　 8名
10月30日馬来田小　25名
11月14日中郷小　   8名
12月7日岩根小　   54名
12月11日木二小　　84名
12月17日請西小　　83名
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1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

市公式ホームページを活用し、人権
行政合同特設相談の案内を行ったほ
か、女性の人権ホットラインの案内
を広報掲載により実施しました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
幹事市として会議を開催し、各市と
の情報交換を積極的に行うことがで
きました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

県・自治体等
との情報交換

県内任意の市町村で構成
される「千葉県市町村人
権施策連絡会」へ参加し
情報交換を行います。

本市人権施策を
進める上での参
考となります。

「千葉県市町村
人権施策連絡
会」に参加し情
報交換を行いま
した。全ての開
催回に出席でき
なかったため、
可能な限り出席
するよう努めま
す。

平成30年度は、本市が
幹事市となる予定であ
り、準備を行うととも
に、全ての開催回に出
席します。

8月31日に木更津市にて「千葉
県市町村人権施策連絡会」を
開催し、千葉県のほか12市が
参加し、同性パートナーシッ
プ制度の導入に向けた取組み
状況など人権に関する施策に
ついて議論を行いました。
また、ＳＤＧｓと当市独自の
施策「オーガニックなまちづ
くり」についての講演会を企
画しました。
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各種相談窓口
の情報の提供

年間を通じ、窓口及び電
話等による各種相談窓口
等の問い合わせに対し、
情報の提供を行います。

女性も含めた市
民の様々な悩み
や問題の解決に
つながります。

窓口及び電話等
による各種相談
窓口等の問い合
わせに対し、情
報の提供を行い
ました。今後
は、横断的に多
種多様な相談
ニーズに対応す
べく、相談窓口
一覧の紹介がス
ムーズに行える
ような仕組みづ
くりを検討しま
す。

窓口及び電話等による
各種相談窓口等の問い
合わせに対し、情報の
提供を行うほか、各種
相談窓口の一覧を市
ホームページ等へ掲載
します。
また、女性の人権ホッ
トラインの電話相談案
内記事を広報等に掲載
します。

窓口及び電話等による各種相
談窓口等の問い合わせに対
し、情報の提供を行うほか、
各種相談窓口の一覧を市公式
ホームページ等へ掲載しまし
た。
また、女性の人権ホットライ
ンの電話相談案内記事を広報
きさらづ11月号に掲載しまし
た。6
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事業実施上の課題・問題点
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(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

4回開催された木更津人権擁護委員協
議会常務委員会に全て出席し、積極
的な情報交換ができました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

来年度以降の男女共同参画情報紙へ
掲載できるように努め、引き続き情
報提供等による啓発に取り組みま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

今後も女性への人権侵害を防ぐた
め、性の商品化を防ぐための啓発に
取り組むこと。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

紙面の都合によ
り、啓発記事を
掲載できなかっ
たため、紙面の
構成を工夫し、
記事の掲載に努
めるとともに、
情報紙以外の方
法による情報提
供も検討しま
す。

男女共同参画情報紙へ
の掲載に努め、情報紙
以外の方法による情報
提供も実施します。

男女共同参画情報紙には、限
られた紙面で「性の商品化を
防ぐための啓発」に焦点を当
てた記事は掲載できませんで
したが、女性への人権侵害を
防ぐための記事の掲載はでき
ました。
また、資料掲示等の方法によ
り情報の提供に努めました。(

1

)

1 ②

性の商品化を
防ぐための啓
発

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）に
啓発記事を掲載します。

女性への人権侵
害を防ぎます。

県・自治体等
との情報交換

木更津人権擁護委員協議
会主催による、4市の人
権擁護委員(常務委員)及
び市職の会議へ参加し情
報交換を行います。

本市人権施策を
進める上での参
考となります。

木更津人権擁護
委員協議会主催
による、4市の
人権擁護委員
（常務委員）及
び市職の会議へ
参加し情報交換
を行いました。
今後はより積極
的に情報提供等
を行うことを検
討します。

木更津人権擁護委員協
議会主催による、4市
の人権擁護委員(常務
委員)及び市職の会議
へ参加し情報交換を行
い、他市との協力体制
を強化します。

木更津人権擁護委員協議会主
催による、4市の人権擁護委員
(常務委員)及び市職の会議へ
参加し情報交換を行いまし
た。

第1回:6月15日　17名
第2回:9月 5日　17名
第3回:11月29日 25名
第4回:4月24日　21名
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年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
研修会で情報提供を行いました。
今後もわかりやすい内容のもので情
報提供をしていきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

定期的なパトロール等に取り組みま
した。
今後も引き続き、取り組みを続けま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

10
企
画
課

性の商品化を
防ぐための啓
発

研修会・講習会等で情報
提供します。

女性への人権侵
害を防ぎます。

研修会での情報
提供にとどまっ
たため、そのほ
かの講習会等に
おいても情報提
供を検討しま
す。情報につい
てわかりやすい
内容のものを検
討します。

研修会・講習会で情報
提供します。
また、啓発にあたって
使用するチラシ等につ
いては、わかりやすい
内容のものを配布しま
す。

職員及び青少年補導員によ
り、定期的にパトロール等を
実施しました。

パトロール回数:271回

②

性の商品化を
防ぐための啓
発と促進

職員及び青少年補導員に
より、青少年の健全育成
と環境浄化活動の一環と
して、電柱等に張られた
性風俗のビラ・看板等を
定期的に撤去します。

有害広告物の撤
去活動を通し
て、人権として
の性の尊厳に関
する市民レベル
で啓発につなが
ります。

職員及び青少年
補導員が実施す
るパトロール時
において継続的
に監視できるよ
う周知します。

職員及び青少年補導員
によるパトロール時に
は、有害広告物を常に
監視し、確認した際に
は即座に撤去できるよ
う取り組みます。

研修会等で情報提供を行いま
した。今後もさまざまな機会
を捉えて情報提供に努めま
す。

Ⅰ 1

(

1

)

②

11

ま
な
び
支
援
セ
ン
タ
ー

Ⅰ 1

(

1

)
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

出生通知書の回収率向上により、ス
ムーズな新生児訪問につなげること
ができました。
また、里帰り先での新生児訪問実施
者に対する主任児童員の訪問につい
ては、市民から好評な意見もいただ
きました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

12

子
育
て
支
援
課

Ⅰ 1

(

1

)

②

母性に対する
正しい認識の
啓発

産婦訪問指導・新生児訪
問指導を実施します。

親になるための
自覚を高め、母
性を深めます。

引き続き、新生
児訪問の全数把
握に努めます。
さらなる活動と
して、主任児童
委員による赤
ちゃん訪問も充
実させ、他市で
の里帰り訪問実
施者へのフォ
ローを強化しま
す。

子育て支援課の出生時
の諸手続の一連の流れ
に、出生通知書の提出
を位置づけることで回
収率の向上を図りま
す。また、里帰り先で
の新生児訪問実施者に
対しても、主任児童委
員の訪問を実施するこ
とで子育て情報の周知
をしていきます。
訪問指導員へは研修
会、事例検討会を開催
します。

子育て支援課の出生時の諸手
続の一連の流れに、出生通知
書の提出を位置づけること
で、今まで半数近くが郵便で
あったものが、75%は窓口回収
となり、回収率の向上を図る
ことができました。
また、里帰り先での新生児訪
問実施者に対しても、主任児
童委員の訪問を計64件実施す
ることで、子育て情報の周知
を実施しました。
訪問指導員の研修会は、年3回
の実施に加えて、地域の産科
医療機関の助産師等も対象と
したメンタルヘルス支援につ
いての講演会を1回開催しまし
た。

7



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

健康診査の未受診者への対応とし
て、平成30年度の未受診理由を基
に、未受診者対策を検討し、受診率
向上に努めます。
乳幼児の就寝・起床時刻が遅くなっ
ており、教育の強化が一層必要で
す。
引き続き、家庭における基本的生活
習慣の確立に向け、保護者の役割を
具体的に提示し、自覚を高め実践に
繋がるよう支援に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
引き続き情報収集に努め、必要に応
じて表現の見直しを申し入れます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共同参画
の視点からの
メディア・看
板・印刷物に
おける表現の
見直しの促進

市が作成する看板や市民
向けの印刷物などの表現
について、情報収集に努
めます。

固定的な男女の
役割分担意識の
是正につながり
ます。

市が作成する看
板や市民向けの
印刷物などにつ
いて、引き続き
随時情報収集に
努めます。

市が作成する看板や市
民向けの印刷物などの
表現について、情報収
集に努めます。

市が作成する看板や、市民向
けの印刷物などの表現につい
て、情報の収集に努めまし
た。

乳幼児健康診査を実施し
ます。

親になるための
自覚を高め、母
性を深めます。

未受診者対策を
引き続き行うと
共に、健診を通
じて保護者の育
児力が高められ
るよう支援を行
います。また、
継続支援が必要
なケースには、
関係機関と連携
し丁寧な関わり
を持つよう努め
ます。

乳児健康診査、1歳6か
月児健康診査、3歳児
健康診査を、それぞれ
年36回実施します。
案内文の改善や、時間
帯を考慮して電話や訪
問等を行い、受診勧奨
に努め、未受診者対策
を行います。
健診を通じて、保護者
が子どもの発達段階を
理解し、発達に応じた
関わりが出来るよう支
援します。
子育て支援課をはじめ
関係機関と連携し、継
続した支援を行いま
す。

各健康診査をそれぞれ36回実
施しました。
手紙、電話、訪問等での受診
勧奨に努め、受診率は昨年度
同様で96％以上でした。
親としての役割を学び、自覚
を高めることをねらいのひと
つに、全ての健診時に保護者
に対し、生活リズムに関する
健康教育を実施しました
（3,185件）。また、子ども一
人ひとりの発育・発達にあっ
た関わりに応じた保健指導の
実施や、必要時、関係機関に
繋げるなど親への支援を丁寧
に実施しました。

14
企
画
課

Ⅰ 1

(

1

)

13

健
康
推
進
課

Ⅰ 1

(

1

)

②

母性に対する
正しい認識の
啓発

③

8



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
幅広く情報収集に努め、検証し、必
要に応じて是正を申し入れます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共同参画
の視点からの
メディア・看
板・印刷物に
おける表現の
見直しの促進

男女共同参画の視点から
みて、ふさわしくない表
現については、是正を申
し入れます。

固定的な男女の
役割分担意識の
是正につながり
ます。

男女共同参画の
視点からみて、
ふさわしくない
表現について、
随時幅広く情報
収集に努め、検
証します。

男女共同参画の視点か
らみて、ふさわしくな
い表現について情報収
集に努め、検証すると
ともに、ふさわしくな
い表現については、是
正を申し入れます。

男女共同参画の視点からみ
て、ふさわしくない表現につ
いての検証に努めました。
特に是正を申し入れる必要の
ある表現は見受けられません
でした。

15
企
画
課

Ⅰ 1

(

1

)

③

9



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

男女共同参画情報紙に掲載しまし
た。
今後もセクハラ・ＤＶ等の暴力の根
絶を目指して、啓発に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
今後も情報提供に努め、啓発を続け
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

セクシュア
ル・ハラスメ
ントやドメス
ティック・バ
イオレンスの
防止に関する
啓発

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）に
啓発記事を掲載します。

セクシュアル・
ハラスメントや
ドメスティッ
ク・バイオレン
スの防止になり
ます。

男女共同参画情
報紙に内容を精
査してわかりや
すい記事の掲載
に努めます。

男女共同参画情報紙に
状況を数字で示すな
ど、わかりやすい啓発
記事を掲載します。

男女共同参画情報紙にドメス
ティック・バイオレンスに関
する記事を掲載しました。
また、併せて市民が気軽に相
談できるよう、身近な相談窓
口について情報提供を行いま
した。

16
企
画
課

Ⅰ 1

(

2

)

①

セクシュア
ル・ハラスメ
ントやドメス
ティック・バ
イオレンスの
防止に関する
啓発

研修会・講習会等で情報
提供します。

セクシュアル・
ハラスメントや
ドメスティッ
ク・バイオレン
スの防止になり
ます。

男女共同参画
フォーラムでの
情報提供にとど
まったため、そ
のほかの研修
会・講習会等に
おいても情報提
供を検討しま
す。

各種研修会で情報提供
します。
また、啓発にあたって
使用するチラシ等につ
いては、わかりやすい
内容のものを配布しま
す。

男女共同参画フォーラムで、
情報提供をしました。
また、研修会で、資料掲示に
よる情報提供を行いました。

17
企
画
課

Ⅰ 1

(

2

)

①
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

引き続き窓口の周知に取り組むとと
もに、被害防止に向けて啓発活動を
行います。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
講座の中で、講師に内容に触れても
らうなど講座に盛り込むことを検討
します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

セクハラ・ＤＶなど、特に女性に対
する暴力の根絶に向けて、研修会や
フォーラム等で盛り込むように努め
ること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

セクシュア
ル・ハラスメ
ントやドメス
ティック・バ
イオレンスを
理解するため
の学習機会の
充実

男女共同参画フォーラム
で女性に対する暴力に関
する講座を設けます。

セクシュアル・
ハラスメントや
ドメスティッ
ク・バイオレン
スの防止になり
ます。

フォーラムの講
座にセクシュア
ル・ハラスメン
トやドメス
ティック・バイ
オレンスの内容
を盛り込むこと
を検討します。
より参加者に理
解してもらえる
よう内容の工夫
をします。

男女共同参画フォーラ
ムで女性に対する暴力
に関する講座を盛り込
みます。

限られた回数での開催の中
で、セクシャル・ハラスメン
トやドメスティック・バイオ
レンスに絞った内容の講座を
設けることはできませんでし
たが、男女共同参画情報紙へ
の記事掲載による啓発を行い
ました。

19
企
画
課

Ⅰ 1

(

2

)

①

セクシュア
ル・ハラスメ
ントやドメス
ティック・バ
イオレンスの
防止に関する
啓発

11月の「女性に対する暴
力をなくす運動期間」を
中心に啓発活動を行いま
す。

ドメスティッ
ク・バイオレン
スの防止になり
ます。

広報掲載他、
カードやステッ
カーの設置等啓
発活動を行いま
した。今後も継
続して実施して
いきます。

啓発活動を通じ、更な
る相談窓口の周知、ド
メスティック・バイオ
レンス被害の防止に努
めます。

平成29年度と同様に広報きさ
らづ6月号へ相談窓口の掲載を
行った他、カードやステッ
カーの設置等により啓発活動
を行いました。
啓発により、ドメスティッ
ク・バイオレンス防止及び被
害者への相談先の周知し、特
に立場の弱い女性の権利擁護
を図りました。

18

子
育
て
支
援
課

Ⅰ 1 ①

(

2

)
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

チェックリストの作成や、個別支援
などに取り組みました。
児童虐待対応は関係機関との連携が
重要ですが、人事異動等で所属長や
担当が代わるため、常に各機関の役
割等について周知依頼を行います。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
引き続き専門性の強化を図り、相談
対応を実施していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

こどもへの虐
待・性的被害
を防止するた
めの啓発

子どもへの虐待・性的被
害を防止するため、学校
教諭、地区民生・児童委
員、家庭相談員等との連
携を強め、情報を共有し
ます。

連携を図り、情
報を共有するこ
とで迅速な対応
に繋がります。

情報の共有化が
図れるよう個別
支援会議を開催
し、役割分担を
明確にした上で
連携していきま
す。

適切なタイミングで通
告できるよう、具体的
な指標を関係機関に示
します。また、引き続
き必要に応じて個別支
援会議を開催し、情報
の共有を図った上で、
より具体的な対応方法
を見出します。

児童虐待の早期発見のための
チェックリストを作成し、小
中学校長会、保育園園長会
議、主任児童委員会等の機関
に説明を加えて配布しまし
た。
また、個別支援会議は32事例
（52人）に対して68回開催
し、事例に応じた関係機関を
召集し、情報共有や課題を明
確にし、具体的な支援方針・
役割分担を決定しました。
適宜、情報共有を行い、支援
方針の見直しを行いました。

20

子
育
て
支
援
課

Ⅰ 1

(

2

)

①

ドメスティッ
ク・バイオレ
ンスと児童虐
待被害者に対
する相談・支
援

配偶者やパートナーから
の暴力や子どもに対する
暴力等に対応するため、
相談に対して適切な助言
をして、問題の解決を図
ります。

配偶者やパート
ナーからの暴力
や子どもに対す
る暴力を根絶
し、精神的不安
の解消を図りま
す。

相談に対し適切
な助言をし、問
題解決できるよ
う努めてきまし
た。継続して対
応していきま
す。

相談時に必要な社会資
源を提示し、相談者自
身が支援方法を選択し
て問題を解決できるよ
うにしていきます。

児童虐待被害児童の年齢や理
解力など、児童個人に応じた
方法で、暴力等を受ける必要
がないことや、暴力からの避
難方法やＳＯＳの出し方を助
言しました。

21

子
育
て
支
援
課

Ⅰ 1

(

2

)

②
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
条例等に基づき、支援を行うことが
できました。
今後も適切に支援を行います。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
引き続き関係機関と連携を図りなが
ら、相談に対応していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

ドメスティッ
ク・バイオレ
ンス、ストー
カー行為や高
齢者虐待の被
害者保護のた
めの住民票の
写し等の交付
制限

被害者等からの申出によ
り、被害者と被害者の同
一の世帯員を加害者の暴
力等から保護するため、
住民票の写し等の交付を
制限します。

加害者からの暴
力を等根絶し、
被害者を守りま
す。

条例等に基づき
支援を行いま
す。

被害者等からの申出に
より、被害者と被害者
の同一の世帯員を加害
者からの暴力等から保
護するため、住民票等
の交付を制限します。

平成30年度末時点における支
援措置申出者数は256人、併せ
て支援を受ける者は298人であ
り、合計554人に対して、住民
票の写し等の交付制限による
支援を行いました。

22
市
民
課

Ⅰ 1

(

2

)

②

個人情報の取扱いに留意しな
がら、必要に応じて関係機関
と連携を図り、支援を実施す
ることで、相談者の権利擁護
を図りました。

関係機関との
連携の強化

関係機関との連携を強化
します。

関係機関との連
携を強化するこ
とにより、配偶
者やパートナー
からの暴力や子
どもに対する暴
力の根絶が期待
できます。

必要時に家庭に
関わり相談に応
じていきました
が、再燃する場
合もみられたた
め、関係機関と
更なる連携強化
を図ります。

家庭からの相談時には
関係機関と連携するこ
とを伝え、更なる連携
強化に努めます。

23

子
育
て
支
援
課

Ⅰ 1

(

2

)

③
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

学習指導要領においても、男女共修
を踏まえて行うこととされているた
め、教育課程上も男女共修のもと、
実践的、体験的に行うことができま
した。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

24

学
校
教
育
課

Ⅰ 2

(

1

)

①

男女共修を踏まえ、基
礎的・基本的な知識及
び技術の習得等を通
じ、男女の相互理解、
協力の重要性等を学ぶ
機会の充実を図りま
す。
今年度は、環境教育事
業の一環として、エコ
クッキングを小学校6
校において行う予定と
し、実践的な活動を行
います。

男女共修を踏まえ、基礎的・
基本的な知識及び技術の習得
等を通じ、男女の相互理解、
協力の重要性等を学ぶ機会を
持ちました。
平成30年度は、環境教育事業
の一環として、エコクッキン
グを小学校7校において行い、
環境に配慮した調理実習を体
験する機会を設けることがで
きました。

技術・家庭科
の男女共修の
徹底

各学校での技術家庭科の
共修を徹底します。

男女共に、基礎
的・基本的な知
識及び技術の習
得を通して、生
活と技術のかか
わりについて理
解を深め、進ん
で生活を工夫し
創造する能力と
実践的な態度を
育てます。

学習指導要領に
おいても、男女
共修を踏まえて
行うこととされ
ているめ、実践
的・体験的な学
習について、男
女共修を実施す
るよう、技術・
家庭科担当教員
に対し、働きか
けを行ないま
す。
技術・家庭科分
野に限らず、児
童、生徒名簿を
はじめ、日常的
に男女混合の配
置を考慮してい
きます。

14



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

可能な領域での男女共修の機会を持
つことができました。
学校間の共修の機会の情報を共有
し、更なる機会の増大を図ることを
検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

保健体育の男
女共修の促進

保健体育科担当教員に対
し、各学校において可能
な領域や種目で共修を実
践することを働きかけま
す。

運動における競
争や協同の経験
を通し、公正な
態度や進んで規
則を守り互いに
協力して、責任
を果たす態度を
育てます。

各学校におい
て、可能な領域
や種目で、男女
共修の機会を設
け、男女の相違
等を認識し、相
互理解を深めま
す。
運動会、体育祭
での学校行事に
おいて、共修の
機会を設けてい
きます。

可能な領域や種目での
男女共修の機会を設け
るよう、各学校に対し
て働きかけを行ないま
す。
体育祭でのダンス活動
や武道の授業におい
て、男女共修の時間を
設け、共修の機会を
図っていきます。

可能な領域や種目での男女共
修の機会を設けるよう、各学
校に対して働きかけを行いま
した。
また、ダンスや武道のうちの
一部で男女共修の機会を設け
ることができました。

25

学
校
教
育
課

Ⅰ 2

(

1

)

①
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

学校評議員で3:1、学校支援ボラン
ティアで1:2の男女比の構成です。学
校支援ボランティア活動での女性の
活動は、各校において重要な役割を
持ち、欠かせない存在となっており
ます。
今後も、男女共同参画の機会を広く
呼びかけるとともに、更なる機会の
促進を図ります。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

ＰＴＡや保護
者に対する男
女共同参画教
育理解への働
きかけ

全教育活動を通した男女
共同参画に関する教育の
実施について、ＰＴＡ・
保護者に理解を得ると共
に、男女共同参画を図り
ます。

父親の保護者会
参加を呼びか
け、父母が協力
して子育てをす
るという意識を
高めます。

ＰＴＡ役員、学
校評議委員、学
校支援ボラン
ティア等の活動
を通じて、男女
共同参画の機会
を得ておりま
す。ＰＴＡ役員
等の募集におい
ては、男女の差
なく、広く呼び
かけを行ってお
り、男女参画の
機会を図ってい
きます。

全教育活動において、
ＰＴＡ役員、学校評議
委員、学校支援ボラン
ティア等の活動を得、
男女参画の機会の促進
を図っていきます。各
学校でのＰＴＡ活動等
を広報紙等を利用し、
保護者に呼びかけを行
い、今後の更なる活動
へとつなげていきま
す。

全教育活動において、ＰＴＡ
役員、学校評議委員、学校支
援ボランティア等の活動な
ど、男女の差なく活動を行い
ました。
また、ＰＴＡ役員等の活動
は、各学校のＰＴＡ広報紙な
どを通じ報告するとともに、
活動への参加についても広く
呼びかけました。

26

学
校
教
育
課

Ⅰ 2

(

1

)

①
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

教職員の限られた時間を有効に活用
し、必要度の高い研修会を設けるこ
とができました。
今後も必要度の高い研修会の機会を
設けるよう努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

依頼が無かったため、教職員の研修
会への講師派遣の実施はしませんで
した。
今後、関係部署や関係機関と連携し
情報共有を図ることにより、講師派
遣の活用につなげていきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

今後も求めに応じて講師派遣に応じ
るとともに、機会を捉えて教職員へ
の男女共同参画の促進を図ること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

①

千葉県男女共同参画地域推進
員事業として、寸劇セミナー
を実施することにより、教職
員に対し男女共同参画の必要
性・重要性について周知を図
りました。教職員の研修会へ
の講師派遣については依頼が
無かったため、実施しません
でした。

実施場所：南房総市立富山学
園
実施日　：11月20日(火)
参加者数：149名

①

教職員への男
女共同参画学
習の促進

求めに応じて教職員の研
修会へ講師を派遣しま
す。

教職員へ男女共
同参画の必要
性、重要性につ
いての理解が得
られます。

千葉県男女共同
参画地域推進員
事業で寸劇セミ
ナーを実施する
ことにより、教
職員への男女共
同参画の重要性
について周知を
図ってきまし
た。
今後は関係部署
と連携し講師派
遣について検討
していきます。

教職員の研修会へ講師
を派遣します。

教職員が人権に関する正
しい理解と認識を深め、
指導力と資質の向上を図
るため、計画的な研修を
推進します。

全教育活動の中
で、児童生徒一
人一人を大切に
する教育を推進
できるよう、教
育課程を編成し
ます。

夏季休業期間を
利用し、特別支
援教育、道徳、
教育相談等の研
修会を開催し、
教職員の人権に
関する正しい理
解と認識を深
め、今後の指導
力と資質の向上
を図り、教育課
程への反映を
行っていきま
す。

夏季休業期間を利用し
た、特別支援教育、道
徳、教育相談等の研修
会を開催します。研修
会を通じて得た人権に
関する正しい理解と認
識を今後の指導力と資
質の向上へとつなげて
いけるよう、講座内容
を検討します。

夏季休業期間を利用し、学校
経営教育相談、特別支援教
育、道徳等に関する講座を開
催しました。
研修会を通じて得た人権に関
する正しい理解と認識を、今
後の指導力と資質の向上へと
つなげていけるよう、今後の
講座内容を検討します。

教職員に対する研修
開催回数:10回
参加者数:395人

28
企
画
課

Ⅰ 2

(

1

)

27

学
校
教
育
課
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(

1

)

教職員に対す
る研修の実施

17



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

寸劇セミナーの実施により、男女共
同参画の必要性・重要性について、
理解を得られるように、他市町村の
職員・地域推進員と協力し、寸劇セ
ミナーを実施しました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

教育委員会及び各学校に対して、今
後も必要に応じて資料や情報の提供
に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

今後、教職員に対する男女共同参画
学習の促進について、関係各部等と
連携を図りながら、情報提供等に取
り組むこと。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

29
企
画
課

Ⅰ 2

(

1

)

①

教職員への男
女共同参画学
習の促進

千葉県男女共同参画地域
推進員事業として、中学
校全校生徒を対象とし
て、教職員と共同して寸
劇を実施します。

教職員及び中学
生へ男女共同参
画の必要性、重
要性についての
理解が得られま
す。

教職員へ男女共同参画に
関する資料を提供しま
す。

教職員へ男女共
同参画の必要
性、重要性につ
いての理解が得
られます。

各学校へ男女共
同参画に関する
資料を引き続き
提供していきま
す。

教職員へ男女共同参画
に関する資料を提供し
ます。

教職員だけを対象とした啓発
活動はできませんでしたが、
男女共同参画フォーラムや広
報紙などで広く男女共同参画
に関して情報提供を提供しま
した。

関係機関・関係
部署と連携し事
業実施について
検討していきま
す。

千葉県男女共同参画セ
ンター・南房総地域各
市町担当職員・地域推
進員・学校と協力し
て、中学校での寸劇セ
ミナーを実施します。

千葉県男女共同参画地域推進
員事業として、教職員を含む
中学生を対象に寸劇セミナー
を実施しました。
　
実施場所：南房総市立富山学
園
実施日　：11月20日(火)
参加者数：149名

30
企
画
課

Ⅰ 2

(

1

)

①

教職員への男
女共同参画学
習の促進
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

園児自身が男女平等の意識を持つこ
とができるように、男女を区別する
ことなく平等に活動に参加し、様々
な経験を通して成長を促すことがで
きました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

依頼が無かったため、保育士の研修
会への講師派遣の実施はありません
でした。今後、関係部署や関係機関
と連携し情報共有を図ることによ
り、講師派遣の活用につなげていき
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

保育士に対する男女共同参画の学習
を促進するため、今後も関係部署や
関係機関と連携し、講師派遣の機会
を図ること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

31

こ
ど
も
保
育
課

Ⅰ 2

(

1

)

関係部署と連携
し講師派遣につ
いて検討してい
きます。

保育士の研修会へ講師
を派遣します。

関係部署や関係機関と連携
し、情報共有を図りました
が、保育士の研修会への講師
派遣については、依頼が無
かったため実施しませんでし
た。

保育園生活において、男女の
区別無く保育を行っており、
園児が平等に活動に参加する
ことで、様々な経験を通した
成長を促しました。

32
企
画
課

Ⅰ 2

(

1

)

②

保育士への男
女共同参画学
習の促進

求めに応じて保育士の研
修会へ講師を派遣しま
す。

保育士へ男女共
同参画の必要
性、重要性につ
いての理解が得
られます。

②

保育園におけ
る男女共同参
画教育の推進

保育園の日常生活の中
で、並び順・当番活動な
ど、男女を区別すること
なく保育します。

保育園での日常
生活を通して、
幼少時から園児
自身が男女平等
の意識を持つよ
うになります。

保育園生活にお
いて引き続き男
女を区別するこ
となく保育を実
施していきま
す。

保育園生活においては
男女の区別無く保育を
行い、園児が誰しも平
等に活動に参加し、
様々な経験を通し成長
を促していきます。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
関係部署や各保育園に対して、今後
も必要に応じて資料や情報の提供に
努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

今後、保育士に対する男女共同参画
学習の促進について、関係各部等と
連携を図りながら、情報提供等に取
り組むこと。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
各公民館の家庭教育学級で、さらに
広く男女共同参画の視点をプログラ
ムに取り入れるよう働きかけます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

33
企
画
課

Ⅰ 2

(

1

)

②

保育士への男
女共同参画学
習の促進

家庭教育学級担当者会議や研
修会等を通して、学習プログ
ラムの内容について意見交換
をしました。

家庭教育学級担当者会議
5月31日　出席者15人
家庭教育学級研究集会
1月31日　出席者41名
各学級活動の発表

①

男女共同参画
の視点にたっ
た多様な学習
メニューの設
定

公民館と連携し、公民館
で開催されている学習プ
ログラムを開発するとと
もに、既存の学級講座を
見直し、男女共同参画に
関するテーマを積極的に
取り入れます。

「男女共同」
「男女共同参
画」に関する
テーマを学級講
座に設定し、女
性問題に関する
啓発に努めま
す。

男女共同参画に
関するテーマを
学級講座に取り
入れるための啓
発に努めます。

公民館の家庭教育学級
の担当者会議等を通じ
て学級の内容充実に努
めます。

保育士へ男女共同参画に
関する資料を提供しま
す。

保育士へ男女共
同参画の必要
性、重要性につ
いての理解が得
られます。

各園へ男女共同
参画に関する資
料を引き続き提
供していきま
す。

保育士へ男女共同参画
に関する資料を提供し
ます。

保育士だけを対象とした啓発
活動はできませんでしたが、
男女共同参画フォーラムや広
報紙などで広く男女共同参画
に関して情報提供を提供しま
した。

34

生
涯
学
習
課

Ⅰ 2

(

2

)
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
家庭教育という視点から、男女共同
参画について意識を高めることがで
きました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

35

中
央
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

中央子育て学
級の開催

幼児をもった親を対象に
した保育つきの子育て学
級を開催し、家庭教育の
充実を図ります。

様々な角度から
家庭教育に関す
る学習を行う中
で男女共同参画
の意識を高めま
す。

公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

男女共同参画
の視点にたっ
た家庭教育学
級・講座の開
催

各公民館で男女共同参画
の視点にたった家庭教育
学級・講座等を開催しま
す。

子育て学習を通
して男女共同参
画の重要性を啓
発することが出
来ます。

家庭教育学級の
活動を通して、
男女共同参画の
啓発に努めま
す。

各公民館で、地区対象
の家庭教育学級・講座
を開催します。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。

新たに学級生が
加わるので、更
なる充実に向け
て、学級生の子
育てに関する学
びを話し合いな
がら共に学び合
う工夫に努めて
いきます。

さまざまな体験や親子
活動を通して、学級生
同士の交流や情報交換
の機会を設け子育てを
中心に男女共同参画の
意識を高めます。
月1回(年間11回)
開催
対象：木一中学区の就
園前の乳幼児を持つ母
親約20組

少人数だったことから、学級
生の実態が把握しやすく、子
どもに応じた対応を行いなが
ら開催することができまし
た。
季節の行事関連の工作や体験
などの親子活動を通して、親
子のスキンシップを大切に
し、実施できました。
また、親だけの活動を取り入
れこあらの会の方が保育して
いる間、親同士の交流や情報
交換をする機会では、仲間意
識を高め、子育てに父親の参
加、役割についての話題も多
くなり、男女共同参画の意識
をより深めることができまし
た。

中央ぽんぽこ学級
開催回数：11回（5月～3月）
参加者数：4組8人（延べ28
人）
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
家庭教育という視点から、男女共同
参画について意識を高めることがで
きました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

乳幼児を持つ家庭の参加が増加する
ように、地域に眠る潜在的な対象者
を引き出せるような手段等について
検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

参加者の増加を図るとともに、父母
ともに参加しやすい学級となるよ
う、工夫に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ

２次評価を踏まえて取り組むこと。

37

富
来
田
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

家庭でも簡単にできる歳時に
合わせた折紙装飾づくり、お
菓子づくりのほか手づくり
シャボン玉遊び・水遊び等を
計画し、気軽に来館できる広
場を目指しました。
富来田公民館だよりによる広
報（継続4回）や、掲示板にて
周知を図りましたが、参加人
数が増えず、少人数のため、
男性（父親）の参加がしずら
い状況となってしまったの
で、今後も引き続き参加者の
増加に努めます。

富来田乳幼児家庭教育学級
開催回数:23回
参加者数:3組

36

中
央
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

中央家庭教育
学級の開催

小・中学生をもった親を
対象にした家庭教育学級
を開催し、家庭教育の充
実を図ります。

様々な角度から
家庭教育に関す
る学習を行う中
で男女共同参画
の意識を高めま
す。

更に学習が深ま
るよう、学級生
の子育てに関す
る学びを話し合
いながら共に学
び合う工夫をさ
らに進め、自主
的な運営に努め
ていきます。

学級生と話し合いなが
ら学習計画をたててい
きますが、男女共同参
画の視点を持ち、家庭
教育に役立てられるよ
う意識を高めて行きま
す。木一中学区の小中
学生を持つ母親約20人
を対象に、月1回(年間
11回)の
開催を予定します。

学習内容を参加型の子育て講
座、心身のリフレッシュや生
活を楽しむ講座を設けるとと
もに、多様な班編成にしたこ
とで、学級生同士の交流を深
めることができました。
和やかな雰囲気の中で、保護
者としての父親・母親の子育
ての関わりについての学習
や、意見交換を通して、男女
共同参画の意識を高めること
ができました。

中央おしゃべりたぬき学級
開催回数：10回（6月～3月）
参加者数：20人(延べ119人)

①

富来田幼児家
庭教育学級の
開催

就学時前の児童を対象
に、子育てに対して悩む
ことなく親同士が気軽に
相談できる支援体制作り
に役立てます。

子育てに関し
て、さまざまな
ことを学ぶこと
により、子育て
に対しての悩み
を解決されるこ
とが期待できま
す。

地元の保育園
等、関係機関と
の連携を模索し
ながら、ＰＲ方
法の工夫とプロ
グラムの充実を
図ります。

親子のコミュニケー
ションや子どもの心の
理解など、主に親とし
て必要な知識や心構え
等に関する学習会を開
催していきます。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｃ

学級生が集まらなかったことから、
次年度は学級生の増加を目指すとと
もに、内容の充実を目指します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

学級生が少ないながらも、家庭教育
学級として10回の計画のうち9回を開
催し、地域の子育て支援を図ったこ
とからＢ評価とする。
今後も学級生の増加を目指しなが
ら、内容の充実を図ること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

38

富
来
田
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

富来田子育て
セミナーの開
催

小・中学生の親として、
子どもにどのように接し
たらよいかを学ぶととも
に、地域全体で子育ての
支援に役立てます。

地元、小・中学
校との連携を図
りながら、地域
全体で子育てを
支援することに
より子育てに対
する悩みを解決
されることが期
待できます。

小学校低学年を
中心に新規学級
生の開拓が必要
です。学級生の
主体的な運営を
目指し、ＰＴＡ
との連携も視野
に入れながら学
習内容の充実を
図ります。

富来田家庭教育学級と
して、小・中学生の親
を対象に年10回程度の
学習会を開催していき
ます。

学級生４人での実施となり、
参加者が集まらず、学級運営
を行っていく上での役員選出
までに至りませんでした。
防災コーディネーターからブ
ルーシートでつくるテントづ
くりを学ぶなど、家庭ででき
る防災について学んだり、料
理教室は小物づくりに取り組
みました。

富来田子育てセミナー
開催回数:9回
学級生:4人
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

子育てに関して学習する機会を設けると
ともに、学区ＰＴＡとの共同事業を行いま
した。
また、地域の行事に積極的に参加する
ことができました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

39

岩
根
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学級
の開催

家庭教育学級における学
習を通じて、子どもの人
権や男女平等に関する学
習を行います。

子育ての男女
（夫婦）共同と
いう意識改革を
促進できます。

子育てに関して
学習する機会を
設けるととも
に、学区ＰＴＡ
との共同事業を
行い、また地域
の行事に積極的
に参加すること
で自主的な活動
の促進を図りま
す。

岩根つくし学級（家庭
教育学級）と岩根すぎ
な学級（思春期家庭教
育学級）を開催しま
す。

さまざまな学習会を通して、
親子のコミュニケーションに
ついて学んだり、学級生同士
の交流を深めることができま
した。
また、学習内容に即した講師
の選定をすることができまし
た。

○つくし学級
「子育てについて」講師：高
柳小　校長先生
「親子のコミュニケーション
法」講師：親業インストラク
ター
開催回数：10回
在籍人数　24名
のべ参加者数：216人

○すぎな学級
「災害時の心構えと非常食の
作り方」講師：有識者
開催回数：15回
在籍人数　19名
のべ参加者数：129人
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｃ

平日開催のため、平日に勤務してい
る家庭は参加しにくいことから、土
日に開催しても参加者は少ないの
が、現状です。
今後も母親だけではなく、父親・母
親の双方で参加できるような企画を
検討する必要があります。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

父親を学級のなかに取り込んでいく
ことは今後の課題のひとつではある
が、主に母親に対して22回にわた
り、親のあり方について学級を開催
したことからＢ評価とする。
今後、父親も参加しやすい日程や内
容で、父母共同での参加を目指して
取り組むこと。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

40

鎌
足
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学
級・幼児家庭
教育学級の開
催

子育てに関する様々な問
題・課題・親のあり方に
ついて学習を行う学級を
開催します。

家庭教育を学習
することによっ
て、男女相互の
理解を深め、そ
れぞれの役割を
認識し合うこと
により男女共同
参画の促進に繋
がることが期待
できます。

子育てに関する
様々な問題課題
について、話し
合い、学習する
機会を設けま
す。

「どんぐり山の親子く
らぶ」を開催します。
父親が参加しやすい内
容とします。

「どんぐり山の親子くらぶ」
を第2･第4金曜日の午前中に実
施しました。
子育てに関する学習や、子ど
もと一緒に様々なことを体験
したり、子どものおやつを
作ったりと内容は多岐にわた
りました。

どんぐり山の親子くらぶ
開催回数：22回
参加人数：12人
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｃ

岩根西公民館の事業に参加したた
め、地域を越えて親同士の交流・情
報交換ができました。
また、新年度に入学する児童の保護
者に講演会を実施し、多くの方に家
庭教育の必要性について啓発するこ
とができました。しかし地域全体に
浸透するまでには至りませんでし
た。　　　　　　　　　　　なお、
学級生の増加を目指して働きかけを
行ってきましたが、在籍していた学
級生が、金田公民館廃館を機に辞め
ることから、金田地域交流センター
では本事業は継続いたしません。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

学級生が少なく、単独での事業開催
が困難であったことから、岩根西公
民館の事業に参加し、29年度は1回の
みだった参加が、今年度は4回参加で
きたことを勘案し、Ｂ評価とする。
金田公民館が廃館を機に、本事業の
継続はしないということだが、今後
も金田地区の小中学生の増加等の状
況を見ながら、機会を見て家庭教育
学級の開催を検討するなど、今後の
動向を見極めること。
なお、本事業の廃止に伴い、今年度
をもって計画の対象外とする。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

41

金
田
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

金田浜っ子な
かよしクラブ
の開催

幼・小学生期の母親に対
し、子どもの養育に関す
る情報交換・学習の機会
を設けます。

男女共同参画に
よる活動が促進
されることが期
待できます。

隣接する岩根西
公民館の家庭教
育学級と一緒に
活動したため、
参加学級生につ
いては、地域を
越えた交流・情
報交換が出来ま
したが、学級生
が2名で単独事
業が行えない状
況にあることか
ら、地域住民に
家庭教育の必要
性を啓発し、参
加者が増えるよ
う努めます。

岩根西公民館の活動に
参加しつつ、参加者を
増やすための活動を行
います。
学校と連携して家庭教
育講演会を実施しま
す。
（なお、平成30年度で
金田公民館は廃館とな
りますので事業の見直
しについて検討しま
す。）

隣接する岩根西公民館の事業
に4回（開級式、防災食・味噌
づくり、DNA研究所見学、歴史
を学ぼう。）参加しました。
また、金田小学校と連携し
て、家庭教育講演会を実施
し、家庭教育の必要性につい
ての啓発を行いました。

金田浜っ子なかよしクラブ
開催回数：4回
参加者数：延べ10人
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

「中郷どれみふぁキッズ」の参加が1
組となり、自主活動グループとしま
した。地域に乳幼児を持つ家庭が少
ないことから、改めて子育て支援に
ついて考え直す時期だと捉えていま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

地域の実情等を勘案しながら、今後
も男女共同参画の促進に繋がる学級
の開催に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ

２次評価を踏まえて取り組むこと。

42

中
郷
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学
級、幼児家庭
教育学級の開
催

子育てに関する様々な問
題・課題・親のあり方に
ついて学習を行う学級を
開催します。

男女相互の理解
を深め、それぞ
れの役割を認識
し合うことによ
り男女共同参画
の促進に繋がる
ことが期待でき
ます。

子育てに関する
様々な課題につ
いて、父親の積
極的なかかわり
や役割を考える
機会を増やしま
す。

「中郷どれみふぁキッ
ズ」「親おやcafe」
「中郷けやき思春期学
級」を開催します。

乳幼児親子対象の「中郷どれ
みふぁキッズ」では、季節行
事を楽しむプログラムを実施
しましたが、参加者が１組
だったので７月以降は自主活
動となりました。
「親おやcafé」では、困った
事象をする時の子どもの裏側
にあるＳＯＳを読み解き、親
からどんな声掛けが子どもの
気持ちに寄り添うときに有効
か、など参加者の相談事を基
に話し合っています。
父親の子育て参加の重要性は
毎回確認しています。思春期
の保護者対象の「けやき学
級」では、大学・就職等将来
へ向けての不安について考え
る時に、仕事をしている大人
の見本となる父親の存在を考
えるきっかけとしました。

中郷どれみふぁキッズ
年間開催回数:3回(4月～7月)
参加者数:親子1組

親おやＣａｆｅ
年間開催回数:7回(4月～3月)
参加者数　延べ36人

中郷けやき学級
年間開催回数:7回(5月～3月)
参加者数:12人

27



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

-

これまで家庭学級として取り組んで
きたが、サークル化したことから、
公民館事業としての役割は終えたも
のと考えています。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

-

これまで家庭学級として活動してき
たことを活かし、サークルへと移行
したことから、学級としての役目は
終えたため、今年度をもって本事業
については計画の対象外とする。

総合
評価

改善策等の提言

-
２次評価を踏まえて、今年度をもっ
て計画の対象外とする。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

予定していた父親参加の回が、台風
接近のため開催できなかったので、
参加者の主体性を重んじた事業や異
年齢交流、父親が参加しやすい内容
などを取り入れて、さらに内容の充
実を目指します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
今後も父母ともに参加しやすい学級
の開催に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

43

文
京
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

第二家庭教育
学級の開催

家庭教育について(保護
者男女問わず)の学習を
深めます。

子育てについ
て、また家庭教
育について、男
女の別なく保護
者としての共通
の理解を深めま
す。

本年度より「み
のりの会」とし
てサークル化を
図ります。

サークル活動がスムー
ズに運営できるよう
に、参加者の相談、要
望等に可能な限り応
じ、自立して充実した
活動ができるように支
援します。

「みのりの会」として家庭教
育学級に取り組んできました
が、活動場所を桜井公民館に
移し、これまでの学びや仲間
づくりを活かして、サークル
化しました。

44

文
京
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学
級、幼児家庭
教育学級の開
催

家庭教育について(保護
者男女問わず)の学習を
深めます。

子育てについ
て、また家庭教
育について、男
女の別なく保護
者としての共通
の理解を深めま
す。

子育てに関する
問題解決につい
て学習する機会
を設けるととも
に、参加者自身
が企画運営する
よう努めます。
日常では体験で
きない学習や交
流の場を提供し
ます。

「にこにこルーム」
「子育て広場カモミー
ル」を開催します。

「にこにこルーム」では、高
齢者学級と共催して異年齢交
流による地域の子育て環境の
充実を図りました。

開催回数:18回
参加学級生:15組

「子育て広場カモミール」で
は、参加者主体で事業計画を
立て、各回を当番制にして全
員が運営に関わるようにしま
した。　内容：防災学習・子
どもの健康・親子レク等

開催回数:10回
参加学級生:10名
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名
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目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

改修工事のため八幡台公民館が使用
できなかったので、地区外の会場を
使用せざるを得ませんでしたが、多
くの参加を得ることができました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

45

八
幡
台
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学
級、幼児家庭
教育学級の開
催

子育てに関する様々な問
題・課題、親のあり方に
ついて学習を行う学級を
開催します。

男女共同参画の
視点に立った学
習をすることに
よって、意識向
上を促進できま
す。

子育てに関する
様々な問題課題
について、学習
する機会を設け
ます。

「めばえ家庭学級」
「ひばりキッズ」「ひ
ばり家庭教育学級」
「思春期家庭教育学
級」を開催し、子育て
の学習をする機会を設
けます。

平成30年度は八幡台公民館が
耐震補強改修工事を行ったた
め、以下のとおり実施しまし
た。

めばえ家庭教育学級及びひば
りキッズ（鎌足公民館にて合
同開催）
１～３歳のお子さんとその保
護者を対象に親子遊びや子育
てに関する情報交換、公共交
通機関を使ってのお出かけな
どを行いました。
年間開催回数:12回
参加者：:12組登録

ひばり家庭教育学級
（鎌足公民館にて開催）
幼稚園から小学生くらいのお
子さんを持つ保護者を対象
に、子育てに関する話や防災
についての学習、食育に関す
る学習を行いました。
年間開催回数:10回
参加者:21名登録

思春期家庭教育学級
（波岡公民館にて開催）
小学校高学年から思春期くら
いのお子さんを持つ保護者を
対象に、子どもの消費者トラ
ブルを防ぐための学習や受験
についてなどの学習会を行い
ました。
年間開催回数:10回
参加者:31人登録
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名
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標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

小中学生のママ講座については、働
き始める母親が多くなる年齢層なの
で、各回講座の内容によって、出席
率にばらつきがあります。
また、乳幼児向けの講座について
も、受講生の入れ替わる時期がある
ので、参加に向けての広報活動に力
を入れていきます。
今後、男女共同参画に関するテーマ
についても取り入れるように努めま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

今後も各講座や学級の開催を通じ
て、男女共同参画の意識が醸成され
るように、各学級等での取組に盛り
込むこと。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

46

東
清
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学
級・幼児家庭
教育学級の開
催

子育てに関する様々な問
題・課題について学習
し、お互いに交流できる
学級を開催します。

家庭教育を学習
することによっ
て、男女相互の
理解を深め、そ
れぞれの役割を
認識し合うこと
により男女共同
参画の促進に繋
がることが期待
できます。

小中学生のママ
講座について
は、いま一度、
家庭教育の原点
から見つめ直す
ことに重点を置
き、従来からの
講座内容に加え
て、「子育てを
考える」プログ
ラムを充実させ
ていきます。
乳幼児の家庭教
育学級について
は、引き続き野
菜作りを通して
食育を考え、少
人数を手厚く見
守る方針で開催
していきます。

小中学生のママ講座
（年8回開催予定）

乳幼児家庭教育学級
（野菜作りであそぼ）
（年8回開催予定）

小中学生のママ講座は、参加
者（母親）同士で話し合いな
がら、太巻き寿司やパン作り
や味噌作り、ガーデニングや
クラフト、子育て講義等を計
画・実施しました。
開催回数:全10回
受講者数:9人

乳幼児向けの家庭教育学級に
ついては、講師である元保育
園の園長から一年間、野菜の
苗を育てることを通じて、食
育や、作業をきっかけに子育
ての悩みについて掘り下げ、
参加者（母親）同士の意見交
換を行いました。
開催回数:9回
参加者数:5組9人
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】
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課
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基
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目
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主
要
課
題
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策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

当初のテーマに沿った内容で実施す
ることができました。父親の参加が
更に増えるよう、今後も親子活動を
継続し、男女共同の意識促進を図り
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

今後も学級の開催のなかで、父親も
参加しやすい活動を計画するなど、
父母双方が子育てに関わる意識の醸
成に向けて、活動に取り組むこと。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ

２次評価を踏まえて取り組むこと。

47

清
見
台
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

たんぽぽ家庭
教育学級の開
催

たんぽぽ家庭教育学級を
開催し、親睦交流活動な
どのイベントで、父親の
参加を求めていきます。

子育ての男女
（夫婦）共同と
いう意識の促進
が期待できま
す。

家庭の教育力を
高めるために継
続。子育てにつ
いて学習し、親
子活動は父親も
参加しやすいよ
うに検討しま
す。

家庭教育学級を年間10
回以上開催します。父
親も参加しやすい親子
活動を企画します。

清見台小学校・請西小学校・
太田中学校の保護者を対象に
開催しました。子育てに関す
る講話から男女が共同して子
どもを育てることや、子ども
の個性を伸ばす教育の大切さ
を学ぶことができ、日常生活
を楽しむ講座や食育講座を通
して家庭内の話題を増やし、
学級生同士の交流を深めるこ
とができました。夏休みの親
子活動は父親が参加しやすい
ように土曜日に開催したとこ
ろ、２名の参加がありまし
た。

たんぽぽ家庭教育学級
開催回数:13回
参加者数:20人

31



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
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主
要
課
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具
体
的
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策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

昨年度より学級生及び延べ参加人数
が増加しました。
今後は、今以上に公民館主導から主
体性を持った家庭教育学級活動がで
きるように、検討していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

48

畑
沢
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学
級、幼児家庭
教育学級の開
催

小中学生をもつ親を対象
にした家庭教育学級を開
催し、家庭教育の充実
と、子育て支援を図りま
す。

男女共同参画の
視点に立った子
育てや家庭内で
の男女平等意識
を高めます。

学習内容の見直
しを行います。
男女平等に関す
る視点に立った
学習機会も検討
します。

家庭教育学級を年間10
回以上開催します。

講師をお招きし、料理教室や
健康体操教室を実施した他、
親子で工場見学やものづくり
体験など、の事業を実施しま
した。
昨年度に比べて、参加者が増
加し、3つの班を編成し、担当
班で運営するようにして、主
体的な運営を促すことができ
ました。
一方で、公民館が主導するこ
となく、学級生同士が運営で
きる状態には至らず、難しい
状態は変わらなかったという
面もありますが、参加した母
親同士の交流や学習には継続
的に成果をあげています。

そよかぜ家庭学級
開催回数:10回(5月～3月)
学級生:21名
延べ参加人数:171名
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主
要
課
題
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策
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具
体
的
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

学習の幅は広がりましたが、開催回
数に限りがあるため、希望する学習
全てを行うことができませんでし
た。
今後、男女平等に関する視点に立っ
た学習も含め、学習内容をより精査
していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
今後も学級の開始を通じて、家庭に
おける男女共同参画の実現が図れる
よう努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

49

岩
根
西
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

なのはな家庭
教育学級の開
催

小中学生をもつ親を対象
にした家庭教育学級を開
催し、家庭教育の充実
と、子育て支援を図りま
す。

男女共同参画の
視点に立った子
育てや家庭内で
の男女平等意識
を高めます。

参加人数が大幅
に増え、メン
バー構成も低学
年の親から中学
を卒業した子ど
もの親までと広
がったので、学
習課題の設定、
計画を多方面か
ら検討します。
男女平等に関す
る視点に立った
学習機会も検討
します。

子育てに活用できる学
習を様々なジャンルか
ら設定し、興味関心を
高く持って積極的に学
習できるように内容の
工夫と充実を図りま
す。

幅広い年齢層の母親達が集
まったので、様々なジャンル
の学習を取り入れて意欲的に
学習を進めました。
特に、家庭生活や子育てに活
かすことができる、防災食や
味噌作りは有意義でした。
また、親子で見学したＤＮＡ
研究所ではＤＮＡの抽出実験
を体験し、生命の不思議に感
動していました。
親子や友だちと協力しながら
の体験が充実していました。

なのはな家庭教育学級
開催回数:13回(5月～3月)
参加人数:25人（延べ138人）
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課
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主
要
課
題
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策
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向

具
体
的
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策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
事業計画どおり開催しました。次年
度も開催に務めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
充分に男女平等に関するテーマを設
定できませんでした。次年度はテー
マを意識した開催に務めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

学級における学習のなかで、男女平
等の意識の醸成を図れるようなテー
マの設定や講座のなかで触れるな
ど、取り組んでいくこと。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

51

波
岡
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

系統的な学
習・講座の実
施

年間事業計画に基づく学
級講座において男女平等
に関する学習の視点を取
り入れます。

男性・女性それ
ぞれの権利につ
いての理解を深
めます。

各講座の中で、
男女平等に関す
る学習の視点を
入れたテーマを
設定するよう努
めます。

波岡市民講座を実施し
ます。

計画に沿って学級を開催しま
した。
波岡市民講座では、大人のた
めの英会話講座を開催し、自
己紹介やお礼の仕方などの講
座を実施しました。

波岡市民講座
開催時期：2月～3月
年間開催回数：6回
参加者：9名

50

波
岡
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

波岡家庭教育
学級の開催

子育てや家庭教育の諸問
題を父親・母親の役割の
あり方などの視点から学
習する波岡家庭教育学
級・思春期家庭教育学
級・波岡子育て学級を開
催します。

様々な角度から
家庭教育に関す
る学習を行うこ
とで、家庭内の
子育てや家庭生
活における性別
役割分担意識の
是正に努めま
す。

男女共同参画の
視点を生かした
テーマに取り組
み、男女平等意
識を高めていき
ます。

波岡子育て学級、思春
期家庭教育学級を実施
します。

計画に沿って各学級を開催し
ました。
子育て学級では、季節の行事
を楽しむ体験や工作、料理な
ど親子で一緒に参加できる活
動を行いました。
思春期家庭教育学級では、思
春期の子を持つ保護者を対象
に、家族の考え方などの学習
活動を行いました。

波岡子育て講座
年間開催回数:18回(5月～3月)
参加者:19組（親子）

思春期家庭教育学級
年間開催回数:10回(5月～3月)
参加者:35名
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主
要
課
題
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策
の
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具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
活動を通じて子育てに関する情報交
換や共有を図ることができました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
保育に必要な知識や技術を身に付け
るための学習を支援します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

52

桜
井
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

「桜井親子家
庭教育学級」
の開催

幼児期の子を持つ親を対
象にした家庭教育学級を
開催し、家庭教育の充実
を図ります。

男女共同参画の
視点に立った子
育てや家庭内で
の男女平等意識
を高めます。

男女共同参画の
テーマに取り組
めるよう、内容
について配慮し
ます。

家庭教育学級として親
子家庭教育学級のほか
にも真舟小学校家庭教
育学級、思春期家庭教
育学級を実施します。

月一度のペースで毎月開催
し、延べ親子448名が参加しま
した。芋畑や流しそうめん、
クリスマス会など、季節に応
じた体験を親子の交流を重視
しながら実施しました。
毎年卒業生が出るがほぼ同数
の新入生もおり、学級人数は
定員一杯で推移しています。
子育て仲間との情報交換を通
じて、男性の子育て参画を推
進する場として、順調に機能
しています。
桜井親子家庭教育学級
開催回数:12回(毎月開催）
参加者数:448名

社会教育施設で開催する
各種学級講座の保育活動
を実施し、子育て中の保
護者が安心して学ぶこと
ができる環境を整備しま
す。

社会教育施設に
おいて、保育つ
き学級や講座を
充実させること
により、保育者
に学習機会を提
供することがで
きます。

保育ボランティ
アグループと連
携し人材育成に
努めます。

保育ボランティアグ
ループの活動に協力
し、求めに応じて助言
します。

保育グループこあらの会の活
動について、求めに応じて助
言し、会員の研修活動を支援
しました。

53

生
涯
学
習
課

Ⅰ 2

(

2

)

①

保育つき学
級・講座の充
実

35



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
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主
要
課
題

施
策
の
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向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
今後も必要に応じた支援に努めま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
時代のニーズに合った講座を提供で
きるよう、講座の内容の充実に努め
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

54

生
涯
学
習
課

Ⅰ 2

(

2

)

保育ボランティ
ア講座の内容を
さらに充実する
よう努めます。

保育ボランティア入門
講座に、多様化する子
育ての課題をテーマと
して取り入れます。

保育ボランティア入門講座を
実施しました。
11月26日 あなたもできる保育
ボランティア！～保育グルー
プこあらの会の活動から～
12月10日 子どもと絵本～絵本
の選び方と読み聞かせ～
1月18日 子育て支援で大切に
したいこと～保育現場からの
アドバイス～
1月29日 配慮が必要な子ども
の理解～子育て支援者とし
て、知っておきたいこと～
開催回数:全4回（希望者は保
育ボランティアの実習）
参加者数:42人

こあらの会の定例会に出席
し、公民館等での保育の状況
を把握すると共に、必要に応
じて改善策について助言する
ことで、こあらの会の保育活
動が円滑に行えるよう支援し
ました。

55

生
涯
学
習
課

2Ⅰ

(

2

)

①

保育つき学
級・講座の充
実

保育グループ活動の充実
を支援し、保育ボラン
ティア養成講座の開催に
より保育ボランティアの
担い手づくりを図りま
す。

多様化する子育
て環境の中で、
地域ぐるみで支
える仕組みづく
りをを支援する
ことができま
す。

①

保育つき学
級・講座の充
実

各公民館で開催する各種
学級・講座の保育活動を
実施し、学びやすい学習
環境を整えます。

各公民館の保育
つき学級や講座
を充実させるこ
とにより、子育
て中の女性に学
習機会を提供す
ることができま
す。

保育グループこ
あらの会との連
携を強化しま
す。

保育グループこあらの
会の活動に協力し、求
めに応じて助言しま
す。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
参加者が主体的・自主的に関わる学
級経営を目指して研修内容の充実に
努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

56

生
涯
学
習
課

Ⅰ 2

(

2

)

②

家庭教育学級
のリーダー養
成及び事業の
充実

市内各家庭教育学級にお
いて、運営組織の充実化
をめざし、学級のリー
ダー養成に努めるととも
に、運営スタッフの研修
活動を充実させます。

市民が家庭教育
学級を通して、
家庭･地域･事業
所内に根強く残
る性的役割分担
の弊害を学ぶこ
とができ、男女
が共に参画でき
るような働きか
けができます。

市内家庭教育学
級の担当者等を
対象にした研修
の充実に努めま
す。

家庭教育学級の担当
者、学級生の研修会を
開催します。

各公民館で開催している家庭
教育学級の充実のための会
議・研修を実施しました。

家庭教育学級担当者会議
開催回数:１回　5月31日実施
参加者数:15人
各学級担当者が事業計画、課
題を説明し、意見交換した。

家庭教育学級交流会
開催回数:１回　7月3日実施
参加者数:27人
テーマ：子育て世代の共同学
習～つながることを「チカ
ラ」に変えて～

家庭教育学級軽スポーツ交流
会
開催回数:１回　10月4日実施
参加者数:72人
内容：インディアカ交流試合

家庭教育学級研究集会
開催回数:１回　1月31日実施
参加者数:41人
各学級活動の発表
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
啓発活動の実施についてより効果的
に行えるよう、さらに検討を進めま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

家庭教育支援に
関する情報共有
を推進させると
ともに、さらに
効率的な啓発活
動に努めます。

家庭教育推進協議会を
開催し、家庭教育支援
に係る情報交換、啓発
活動を行います。

家庭教育推進協議会を年３回
実施するとともに、ノーテレ
ビ･ノーゲーム啓発活動を実施
しました。
家庭教育推進協議会
開催回数:3回
委員10人

メディア（テレビ、ビデオ、
テレビゲーム、携帯用ゲー
ム、インターネット、携帯電
話など）接触の低年齢化、長
時間化が子どもたちの心身の
発達に大きな影響を与えるこ
とについて、乳幼児期の子ど
もを育てる保護者が考え、生
活スタイルを見直すきっかけ
になることを目的に啓発活動
を実施しました。
方法：啓発チラシの配布とア
ンケート調査＊日本小児科医
会作成のリーフレットを一緒
に配布する
啓発チラシ・アンケート調査
対象
①木更津市内全保育園児
啓発チラシとアンケート
②木更津市内全幼稚園児
啓発チラシとアンケート
③健康推進課
１歳６ヶ月健診での配布　啓
発チラシ

②

家庭教育推進
協議会の充実

子育て支援の充実を目指
し、子育ての悩みや疑問
の解決を図るため、家庭
教育のあり方について啓
発活動を推進します。

家庭教育に関す
る諸機関が協力
することによ
り、家庭教育に
関する情報が網
羅的に手に入り
ます。

57

生
涯
学
習
課

Ⅰ 2

(

2

)

38



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

保育園から保護者に対し、父母が協
同した子育てについて理解してもら
えるよう啓発しました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
今後も掲載内容を工夫し、わかりや
すい内容で記事を掲載し、啓発に努
めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

Ⅰ 2

(

2

)

②

男女共同参画
教育の家庭へ
の働きかけ

園児の保護者に対して、
「園だより」や行事「運
動会・保育参観等」の機
会に、協働した子育てを
理解してもらえるよう啓
発します。

保護者が子育て
や家庭生活を通
して、自然に男
女平等の必要性
について、意識
するようになり
ます。

58

こ
ど
も
保
育
課

男女共同参画情報紙(広
報きさらづ折り込み）に
掲載します。

男女共同参画の
視点に立った意
識の変革につな
がります。

男女共同参画情
報紙に内容を精
査してわかりや
すい表現で掲載
するよう工夫し
ます。

男女共同参画情報紙に
わかりやすい内容で記
事を掲載します。

男女共同参画情報紙に啓発記
事を掲載しました。
掲載にあたり、わかりやすい
表現となるよう工夫しまし
た。

園だより、行事
等を通じ、引き
続き啓発活動に
努めます。

園児の保護者に対して
「園だより」「クラス
便り」や保護者が参加
する行事（運動会・保
育参観・保育参加・個
人面談等）の中で、協
働した子育てを理解し
てもらえるよう啓発し
ます。

園児の保護者に対して「園だ
より」「クラス便り」の配布
物や保護者が参加する行事
（運動会・保育参観・保育参
加・個人面談等）の中で、協
同した子育てを理解してもら
えるよう啓発しました。

59
企
画
課

Ⅰ 2

(

2

)

②

家庭における
男性の共同参
画の促進
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
今後も掲載内容を工夫し、わかりや
すい内容で記事を掲載し、啓発に努
めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
情報提供をする際の資料はわかりや
すい内容のものを配布します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

60
企
画
課

Ⅰ 2

(

2

)

男女共同参画情報紙に啓発記
事を掲載しました。
掲載にあたり、わかりやすい
表現となるよう工夫しまし
た。

フォーラムや研
修会で引き続き
情報提供しま
す。情報はわか
りやすい内容の
ものを検討しま
す。

各種研修会で相談窓口
の情報提供します。
また、啓発にあたって
使用するチラシ等につ
いては、分かりやすい
内容のものを配布しま
す。

男女共同フォーラムや職員研
修会において、情報提供をし
ました。
周知する際に使用したチラシ
については、わかりやすい内
容のものを配布しました。

②

家庭・地域・
職場における
意識の喚起

男女共同参画情報紙(広
報きさらづ折り込み）に
掲載します。

男女平等の意識
づくりに役立ち
ます。

男女共同参画情
報紙に内容を精
査してわかりや
すい表現で掲載
するよう工夫し
ます。

男女共同参画情報紙に
わかりやすい内容で記
事を掲載します。

家庭・地域・
職場における
意識の喚起

各種研修会で相談窓口を
周知します。

男女平等の意識
づくりに役立ち
ます。

61
企
画
課

Ⅰ 2

(

2

)

②

40



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
フォーラムの内容について更なる充
実を図り、参加者の増加につながる
よう努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
今後も期間中にフォーラム開催でき
るよう努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

早めに準備を進
め男女共同参画
週間に男女共同
参画フォーラム
を開催できるよ
う努めます。

男女共同参画週間期間
中に男女共同参画
フォーラムを開催しま
す。

男女共同参画週間の期間中
に、男女共同参画フォーラム
を開催しました。
　
開催日:6月24日(日)
場所:木更津市総合福祉会館
参加者:45人

内容について更
なる充実と、開
催について周知
方法を工夫する
など参加者数の
増加につなげま
す。開催時期、
開催場所につい
て変更を検討し
ます。

「男女共同参画フォー
ラム」を３回開催し、
男女共同参画の必要
性、重要性についての
理解につなげます。内
容について新たな視点
のテーマを選定しホー
ムページ等を活用する
など周知を図ります。

「男女共同参画フォーラム」
を年３回開催しました。
参加者数計：181人

〔第１回フォーラム〕
講師:田中俊之氏
場所:木更津市民総合福祉会館
開催日:6月24日
参加者数:45人
〔第２回フォーラム〕
講師:木村小絵子氏
場所:木更津市役所朝日庁舎
開催日:10月5日
参加者数:81人
〔第３回フォーラム〕
講師:小野久美子氏ほか
場所:イオンモール木更津
開催日:2月23日
参加者数:55人

「男女共同参画フォーラ
ム」を開催します。

男女共同参画の
必要性、重要性
についての理解
が得られます。

62
企
画
課

Ⅰ 3

(

1

)

①

「男女共同参
画フォーラ
ム」の開催

男女共同参画施
策について、よ
り一層の広報、
啓発となりま
す。

63
企
画
課

Ⅰ 3

(

1

)

①

男女共同参画
週間にあわせ
た広報・啓発

男女共同参画フォーラム
のうち1回を男女共同参
画週間期間中に開催しま
す。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
今後も男女共同参画期間のある6月
に、男女共同参画情報紙を発行する
よう努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
引き続き男女共同参画にかかる事業
についての周知を図ります。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

早めに準備を進
め、男女共同参
画週間の属する
６月に男女共同
参画情報紙の発
行に努めます。

男女共同参画週間の属
する６月に男女共同参
画情報紙を発行しま
す。

男女共同参画週間のある6月に
「広報きさらづ6月号」で男女
共同参画情報紙「デュエッ
ト」を発行しました。
配布数：50,000部

関係部署と連携
を図り、研修
会・講習会等へ
の講師派遣を検
討します。

研修会・講習会等へ職
員を講師として派遣し
ます。

千葉県男女共同参画地域推進
員事業として、出前講座を開
催いたしました。

実施日：12月8日(土)
参加者数：44名
開催場所：館山市コミュニ
ティセンター

64
企
画
課

Ⅰ 3

(

1

)

①

男女共同参画
週間にあわせ
た広報・啓発

男女共同参画週間の属す
る6月に男女共同参画情
報紙（広報きさらづ折り
込み）を発行します。

男女共同参画施
策について、よ
り一層の広報、
啓発となりま
す。

男女共同参画
に関する出前
講座の実施

求めに応じて、研修会・
講習会等へ職員を講師と
して派遣します。

男女共同参画の
必要性、重要性
についての理解
が得られます。

65
企
画
課

Ⅰ 3

(

1

)

①
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

随時、啓発資料の提供を行いまし
た。
今後も資料の積極的な収集に努め、
庁内への情報提供に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

職員研修において男女共同参画に関
する研修を取り入れました。
今後も引き続き実施し、職員の意識
高揚を働きかけます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

職員研修の中に
男女共同参画に
関する内容を取
り入れるよう関
係部署に引き続
き働きかけま
す。

職員研修の１コマに男
女共同参画に関する研
修を取り入れるよう依
頼します。

新規採用職員研修において、
男女共同参画に関する研修を
実施し、職員の意識高揚を図
りました。

対象者:新規採用職員
開催日:5月22日、23日
参加者数:37人

啓発資料の積極
的な収集と庁内
への情報提供に
努めます。

庁内へ啓発資料を提供
します。

随時、市職員へ啓発資料の提
供や男女共同参画フォーラム
の開催などについて周知する
と共に、職員研修などの機会
を通じて男女共同参画につい
て啓発を行いました。

市職員へ男女共
同参画の必要
性、重要性につ
いての理解が得
られます。

庁内へ啓発資料を提供し
ます。

市職員へ男女共
同参画の必要
性、重要性につ
いての理解が得
られます。

67
企
画
課

Ⅰ 3

(

1

)

①

市職員の男女
共同参画施策
に関する意識
高揚を図る働
きかけ

職員研修の1コマに、男
女共同参画に関する研修
を入れるよう依頼しま
す。

66
企
画
課

Ⅰ 3

(

1

)

①

市職員の男女
共同参画施策
に関する意識
高揚を図る働
きかけ
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

全国会議、他自治体の事業開催を周
知しました。参加者増加のため、周
知方法についても検討していきま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
男女共同参画情報紙へ掲載できるよ
う、内容を工夫するとともに、情報
提供等による啓発に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

68
企
画
課

Ⅰ 3

(

1

)

①

国・県・他自
治体の啓発事
業等への参加
促進

男女共同参画社会づくり
に向けての全国会議(内
閣府主催)等の国・県・
他自治体主催事業開催を
周知し、参加を促進しま
す。

男女共同参画の
必要性、重要性
についての理解
が得られます。

69
企
画
課

Ⅰ 3 ②

(

1

)

人権保障に関
する条例・法
令等の広報

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）へ
掲載します。

人権保障につい
ての理解が得ら
れます。

男女共同参画情
報紙の紙面の構
成を工夫し、記
事の掲載に努め
るとともに、情
報紙以外の方法
による情報提供
も検討します。

男女共同参画情報紙へ
掲載します。また、情
報紙以外の方法による
情報提供も実施しま
す。

紙面の都合により、男女共同
参画情報紙には掲載できませ
んでしたが、関連した各種情
報を資料掲示等により提供し
ました。

男女共同参画全
国会議（内閣府
主催）等、国・
県・他自治体主
催の男女共同参
画研修会などの
周知と参加促進
に引き続き努め
ます。

男女共同参画全国会議
（内閣府主催）等、
国・県・他自治体の男
女共同参画啓発事業開
催を周知し、参加を促
進します。

男女共同参画全国会議（内閣
府主催）等、国・県・他自治
体の男女共同参画啓発事業開
催を周知し、参加を促進しま
した。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
法制度についてのみではなく、講師
の実体験を交えたわかりやすい内容
での講義を実施しました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
各種統計資料の収集を行いました。
今後も随時収集に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

(

2

)

①

各種統計資料
の収集

国・県・市の統計資料の
収集を随時行います。

本市の男女共同
参画施策を進め
る上での参考と
なります。

70
企
画
課

Ⅰ 3

(

1

)

②

女性に関わる
法制度につい
ての研修会の
開催

男女共同参画フォーラム
の内容に盛りこみます。

女性に関わる法
制度についての
理解が得られま
す。

71
企
画
課

Ⅰ 3

男女共同参画
フォーラムの内
容に盛り込むよ
う検討します。

男女共同参画フォーラ
ムで女性に関わる法制
度に関する内容を盛り
込みます。

第2回男女共同参画フォーラム
において、「男女雇用機会均
等法成立から33年～この間に
起ったこと　さまざま」とい
うテーマで、女性に関わるこ
れまでの法整備の流れについ
ての内容を盛り込んだ講義を
開催しました。

開催日:10月5日
参加者数:81人

国、県、市の統
計資料の収集に
努め、整理を行
います。

国、県、市の統計資料
の収集を行います。

国・県・市の統計資料の収集
をいたしました。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
担当者会議に出席し情報交換を行い
ました。今後も積極的に会議に参加
します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

地域推進員会議に出席し、情報収集
に努めました。今後も会議やセミ
ナーに出席し、情報収集に努めま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

72
企
画
課

Ⅰ

(

2

)

3

あらゆる機会
を使っての情
報収集

ちば男女共同参画行政担
当者連絡会議に出席しま
す。

各種情報の収
集・連携が図
れ、本市の男女
共同参画施策を
進める上での参
考となります。

①

73
企
画
課

Ⅰ 3

(

2

)

①

あらゆる機会
を使っての情
報収集

国・県主催事業等に出席
し、情報収集します。

各種情報の収
集・連携が図
れ、本市の男女
共同参画施策を
進める上での参
考となります。

可能なかぎり千
葉県男女共同参
画地域推進員会
議に出席し、情
報収集に努めま
す。
その他県主催の
会議やセミナー
へも参加し情報
収集に努めま
す。

千葉県男女共同参画地
域推進員会議に出席す
るとともに、その他県
主催事業へ出席し情報
収集をします。

千葉県男女共同参画地域推進
員会議8回開催のうち7回、及
び活動報告会に出席しまし
た。
また、地域推進員事業として
寸劇セミナーなどにも参加
し、よりいっそうの情報収集
に努めました。

ちば男女共同参
画行政担当者連
絡会議に出席
し、情報収集に
努めます。

ちば男女共同参画行政
担当者連絡会議に出席
し、男女共同参画に関
して、他市および県等
の情報収集をします。

ちば男女共同参画行政担当者
連絡会議に出席し、男女共同
参画に関する情報交換を他市
及び県と行いました。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

主に国及び県等のホームページを参
考に、情報の収集に努めました。
今後も定期的なホームページ閲覧な
どを通じて情報収集に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
男女共同参画情報紙を広報きさらづ
の中に掲載し、発行しました。
更なる内容の工夫に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

74
企
画
課

Ⅰ 3

(

2

)

①

あらゆる機会
を使っての情
報収集

あらゆる機会を使って他
自治体と情報交換をしま
す。

各種情報の収
集・連携が図
れ、本市の男女
共同参画施策を
進める上での参
考となります。

75
企
画
課

Ⅰ 3

(

2

)

②

男女共同参画
情報紙の発行

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）を
発行します。

各戸配布するこ
とにより、広く
市民へ男女共同
参画の必要性、
重要性について
の理解が得られ
ます。

男女共同参画情
報紙を記事の構
成・内容の工夫
に努め発行しま
す。

広報きさらづ６月号で
男女共同参画情報紙
「デュエット」を発行
します。

広報きさらづ6月号で男女共同
参画情報紙「デュエット」を
発行しました。
発行部数：50,000部

ホームページや
情報誌などから
他自治体の情報
収集に努めま
す。

他自治体のホームペー
ジや情報誌等を閲覧
し、情報収集をすると
ともに、電話等による
情報交換も継続しま
す。

国及び県等のホームページや
情報誌について、適宜閲覧す
ることで、情報収集に努めま
した。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
男女共同参画の施策をホームページ
に掲載しました。これからも積極的
なホームページの活用に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
計画どおり、指針を改正しました。
引き続き、女性委員の割合引き上げ
を啓発します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

76
企
画
課

Ⅰ 3

(

2

)

②

「広報きさら
づ」及び市
ホームページ
等の積極的な
活用

ホームページへ男女共同
参画施策を掲載します。

本市の男女共同
参画施策や事業
等を広く市民へ
周知することが
できます。

77

行
政
改
革
推
進
室
（

各
課
）

Ⅱ 1

(

1

)

①

審議会等にお
ける女性委員
の構成比率の
拡大

女性の意見を政策や方針
に反映させる必要がある
ことから、「附属機関等
の委員の選任等指針」に
基づく委員選出の促進を
図り、審議会等における
女性委員の構成比を高め
ます。

男女共同参画の
実現を図るため
には、女性が参
画できる環境づ
くりが重要であ
り、審議会等に
おける女性委員
の構成比を高め
ることにより男
女共同参画実現
への環境づくり
に繋がります。

市ホームページ
の積極的な活用
を図り、男女共
同参画施策等を
掲載するよう努
めます。

ホームページへ男女共
同参画施策や男女共同
参画計画等をわかりや
すく掲載します。

木更津市男女共同参画計画を
ホームページに掲載し、施策
の周知に努めました。

審議会等におけ
る女性委員の割
合の目標値を
40％以上とする
よう「指針」の
改正に取組みま
す。

審議会等における女性
委員の割合を40％以上
にします。

平成31年3月に「附属機関等の
委員の選任等指針」を改正
し、女性委員の割合を4割以上
を目標とすることとしまし
た。
なお、平成30年度の審議会に
おける女性委員の割合は27.7%
です。
男性委員　482人
女性委員　185人
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

各団体への推薦依頼時等に、女性選
出に配慮をお願いしていますが、今
後も引き続き女性委員の比率増加に
努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

会議の専門性等により、公募がなじ
まないものについては、公募の実施
ができませんでした。（昨年度
34.6%）

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

今後委員推薦時に、公募の実施が可
能な会議等については、公募の検討
について引き続き各課にて努めるも
のとする。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

78
各
課

Ⅱ 1

(

1

)

①

女性委員を委
嘱している審
議会の増加

女性委員を委嘱している
審議会の増加を図りま
す。

審議会等におけ
る女性委員の構
成比を高めるこ
とにより男女共
同参画実現への
環境づくりに繋
がります。

79
各
課

Ⅱ 1

(

1

)

①

審議会等委員
の公募の実施

審議会等委員の公募を実
施します。

審議会等におけ
る女性委員の構
成比を高めるこ
とにより男女共
同参画実現への
環境づくりに繋
がります。

実施可能な審議
会等委員の公募
に取組みます。

審議会等委員の公募を
実施します。

審議会委員を公募している割
合は、30.4％です。

・審議会等  46
・うち公募を実施  14

詳細については、別紙様式２
のとおりです。

女性委員を委嘱
している審議会
の更なる増加に
努めます。

女性委員を委嘱してい
る審議会の増加を図り
ます。

女性委員を委嘱している審議
会の割合は、82.6％です。

・審議会等　46
・うち女性委員を委嘱　38

詳細については、別紙様式２
のとおりです。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
情報紙の紙面の構成を工夫し、掲載
に努めるとともに、情報提供等によ
る啓発に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
今後も民間企業・団体等における管
理職・役員への女性登用促進につい
て、啓発等に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
女性の登用促進への働きかけのた
め、研修会等における情報提供の方
法や内容について検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
今後も民間企業・団体等における管
理職・役員への女性登用促進につい
て、啓発等に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

80
企
画
課

Ⅱ 1

(

1

)

②

民間企業・団
体等における
管理職・役員
への女性の登
用促進の働き
かけ

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）へ
登用促進に関する記事を
掲載します。

民間企業・団体
における管理
職・役員への女
性の登用が図ら
れます。

81
企
画
課

Ⅱ 1

(

1

)

②

民間企業・団
体等における
管理職・役員
への女性の登
用促進の働き
かけ

男女共同参画に関する研
修会・講習会等で、求め
に応じて女性の登用につ
いての働きかけをしま
す。

民間企業・団体
における管理
職・役員への女
性の登用が図ら
れます。

研修会・講習会
等で女性の登用
促進への働きか
けについて、情
報提供の方法、
内容を検討しま
す。

研修会・講演会等にお
いて女性の登用促進へ
の働きかけをします。
また、民間企業・団体
に対して女性の登用を
促す働きかけに取組み
ます。

研修会・講演会等において、
資料掲示等による周知を図り
ましたが、民間企業・団体に
対しての働きかけは不十分で
した。

紙面の構成を工
夫し記事の掲載
に努めるととも
に、情報紙以外
の方法による情
報提供も検討し
ます。

男女共同参画情報紙へ
管理職・役員への女性
の登用促進に関する記
事を掲載するとともに
情報紙以外の方法によ
る情報提供に取組みま
す。

紙面の都合により、記事は掲
載できませんでしたが、関連
した各種情報を資料掲示等に
より提供しました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

引き続き商工業における関係団体の
女性の活動の強化及び各種行事イベ
ントへの積極的な女性参加のための
指導・協力を図るよう努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

家族経営協定については、君津農業
事務所と連携して積極的に推進し、
セミナーへの参加を促進していきま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

82

産
業
振
興
課

Ⅱ 1

(

1

)

②

女性の方針決
定の場への参
画促進

商工業における関係団体
の女性の活動の強化及び
各種行事イベントへの積
極的な女性参加のための
指導・協力を図ります。

女性の方針決定
の場への参画促
進が期待されま
す。

83

農
林
水
産
課

Ⅱ 1

(

1

)

②

女性の方針決
定の場への参
画の促進

家族経営協定締結セミ
ナーへの参加を促進し、
調印を推進します。

農林漁業に従事
する女性の技
術、経営管理能
力が向上すると
ともに、家族経
営協定制度の普
及及び促進が図
られます。

商工業における
関係団体の女性
の活動の強化及
び各種行事イベ
ントへの積極的
な女性参加のた
めの指導・協力
を図るよう努め
ます。

商工業における関係団
体の女性の活動の強化
及び各種行事イベント
への積極的な女性参加
のための指導・協力を
図ります。

商工業における関係団体への
支援を通して団体の活性化を
図ることで、女性の事業参加
を促進するとともに、各種行
事イベントへの参加のための
指導・協力に努めました。

君津農業事務所
と連携して、セ
ミナーへの参加
を促進しまし
た。平成３０年
度においては、
農業委員会事務
局や君津農業事
務所と連携し
て、家族経営協
定の締結促進に
努めます。

農業委員会事務局及び
君津農業事務所と連携
して、家族経営協定の
周知を図り、セミナー
への参加を促進し、家
族経営協定の締結を推
進します。

家族経営協定の締結について
は、平成30年度中に新たに3件
を締結し、協定締結数は合計
で29件となりました。
2件の経営体について、新たに
家族が経営に参画したたた
め、就業条件の見直しを行
い、家族経営協定を見直しま
した。
※セミナーは平成30年度実施
なし
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

今後は5級職の中で能力のある者を、
性別・年齢に関わらず、管理職へ登
用するため、制度の整備等を進める
必要があります。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
今後も男女の別に関わらず、能力に
より管理職に登用できるよう、制度
の整備等に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

女性教諭対象に学校経営の講話と教
育現場の課題等の議論を中心とした
研修会を開催し、教育現場での管理
職としての立場、学校経営等を経験
者より学び、今後管理職として活躍
する意識を持ち、積極的な登用へつ
ながっています。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

84
職
員
課

Ⅱ 1

(

1

)

②

市女性職員の
管理・監督者
への人材育
成・積極的登
用

市女性職員の管理・監督
者への人材育成・積極的
登用を図ります。昇格基
準(平均的在級年数)を満
たす職員については、自
己申告や勤務評定による
上司の評価、仕事に対す
る知識・技術、部下の把
握・育成能力、対外的折
衝能力、問題解決能力等
の優れたものは積極的に
登用していきます。

市女性職員の管
理・監督者への
人材育成・積極
的登用を図るこ
とにより、男女
共同意識を醸成
することによる
職場の活性化
や、市民サービ
スの向上等に寄
与します。

85

学
校
教
育
課

Ⅱ 1

(

1

)

②

女性教職員の
管理職への積
極的登用の働
きかけ

女性教職員のための研修
会を開催します。

男女を問わず、
適した教員が管
理職になること
で、学校運営に
反映されます。

木更津市におけ
る女性教諭対象
の研修会を毎年
6月、2月に開催
をしています。
限られた時間の
中で、より多く
の女性教職員が
参加できるよう
学校及び関係機
関に働きかけを
行っていきま
す。

木更津市における女性
教諭対象の研修会を6
月、2月に各１回開催
します。研修を通じ
て、意識の向上を図
り、人材育成に努めて
いきます。また、女性
教職員の活躍の拡大
と、女性管理職の登用
へつなげていきます。

木更津市における女性教諭対
象の研修会を開催しました。
これからの学校経営等の講話
を受け、教育現場についての
課題等を議論しました。

女性教職員のための研修会
開催回数;2回(7月・2月)
参加者数：各回22人

職員数の割合に
男女の偏りがあ
るため、単純に
割合だけでは比
較できません
が、女性職員の
管理・監督者の
割合は高くない
ため、職員個々
の能力を見極
め、積極的に登
用していきま
す。

管理職候補の5級職以
上の女性の割合は増加
傾向にあるため、研修
などを通じ能力開発を
行いながら、能力の優
れた職員の登用を継続
します。

女性職員を4･5級へ管理職候補
として積極的に登用し、人材
育成のための研修を実施しま
した。
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連
番

課
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基
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標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

女性管理職からの学校現場における
実体験を伺い、有効な研修会の機会
となりました。
今後も継続して行っていき、女性管
理職への登用につなげていきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
女性の社会参加を促進するための学
習機会の提供を、さらに検討しま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
今後も女性リーダーの育成のため、
講座等学習機会の提供に努めるこ
と。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

86

学
校
教
育
課

Ⅱ 1

(

1

)

②

女性教職員の
管理職への積
極的登用の働
きかけ

管理職研修会を開催し、
女性の参加を積極的に促
します。

男女を問わず、
適した教員が管
理職になること
で、学校運営に
反映されます。

87

生
涯
学
習
課

Ⅱ 1

(

2

)

①

女性リーダー
育成のための
講座の開設

木更津市主催及び共催事
業として、木更津市女性
生活セミナーや女性の社
会参加活動促進事業を実
施し、女性の社会参加の
あり方についての研修活
動を実施します。

市主催・共催に
より女性の社会
参加促進に関す
ることによっ
て、女性の能力
を高め、女性
リーダーの育成
となります。

女性団体が解散
したことに伴
い、これまで実
施してきた女性
生活セミナーを
廃止しました。
このことに代る
女性リーダー育
成のための事業
について今後検
討します。

新たな女性リーダー育
成のための事業展開に
ついて検討していきま
す。

女性の社会参加の促進につい
ては、保育ボランティア入門
講座の中に位置づけ実施しま
した。
新たな事業展開について検討
していますが、現状では、女
性の社会参加のあり方につい
ての研修として、保育ボラン
ティア入門講座は有効な事業
であると判断し、位置づける
ものとしました。

君津地方におけ
る女性管理職教
諭を対象に研修
会を7月、12月
に各1回、8月に
2回開催し、人
材育成に努めま
した。平成30年
度も開催し、女
性教職員の管理
職への積極的登
用につなげてい
きます。

君津地方における女性
管理職教諭を対象に研
修会を7月、12月に各1
回、8月に2回開催しま
す。女性教職員の参加
を積極的に促します。
また、参加者相互の連
携の強化により、意識
の向上を図るとともに
人材育成につなげてい
きます。

君津地方における女性管理職
教諭を対象に研修会を開催し
ました。
君津地方での女性管理職か
ら、所属している学校運営に
ついての報告を受け、学校現
場の実情、課題等を研修しま
した。

君津地区「等の会」総会
　開催日:5月13日
　出席者数:40人

第1回夏季研修会
  開催日:8月3日
  出席者数:30人
　
第2回夏季研修会
　開催日:8月10日
　出席者数:30名
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
国・県・他自治体主催事業開催を周
知しました。今後も情報提供に努め
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
国・県等が実施する事業について、
積極的に情報提供することに努めま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

88
企
画
課

Ⅱ 1

(

2

)

①

国・県・他自
治体の育成事
業への参加促
進

男女共同参画社会づくり
に向けての全国会議(内
閣府主催)等の国・県・
他自治体主催事業開催を
周知し、参加を促進しま
す。

男女共同参画の
必要性、重要性
についての理解
が得られます。

89

生
涯
学
習
課

Ⅱ 1

(

2

)

①

国・県・他自
治体の育成事
業への参加

国・県及び他市町村が実
施する女性エンパワーメ
ントのための各種事業に
ついて、啓発活動を実施
するとともに、事業への
市民の参加を促します。

国や自治体など
が実施する女性
指導者育成事業
への参加によ
り、助成のエン
パワーメントが
図られます。

男女共同参画全
国会議（内閣府
主催）等、国・
県・他自治体主
催の男女共同参
画事業の周知に
努めます。

男女共同参画社会づく
りに向けての全国会議
(内閣府主催)等の国・
県・他自治体主催事業
開催を周知し参加を促
進します。

男女共同参画社会づくりに向
けての全国会議（内閣府主
催）や国・県・他自治体主催
事業の開催を、ポスター掲示
やパンフレットの配布などで
周知しました。

国・県等が実施
する事業の情報
発信に引き続き
努めます。

国・県等が実施する各
種事業について情報発
信に努め、参加につい
て働きかけます。

国・県等が実施する、家庭教
育、人権教育などに関する研
修会など事業の情報提供を行
いました。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
今後も必要に応じた支援に努めま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

男女共同フォーラムの運営を通じて
情報収集をし、人材の発掘に努めま
した。
今後も情報収集に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

90

生
涯
学
習
課

Ⅱ 1

(

2

)

②

女性団体活動
への支援

社会教育活動の一層の充
実を図り、各種事業を円
滑に執行するため、女性
団体の求めに応じ支援活
動を実施します。

女性団体の活動
を支援すること
によって、女性
一人ひとりの自
立した生き方や
自発的な団体活
動が期待され、
女性の社会参加
が推進されま
す。

91
企
画
課

Ⅱ 1

(

2

)

③

女性の人材発
掘の推進

男女共同参画フォーラム
の運営等を通じて情報収
集し、適切な人材を発掘
します。

広く、女性の人
材発掘ができま
す。

男女共同参画
フォーラムの運
営方法や形式を
検討し人材の発
掘ができるよう
に努めます。

男女共同参画フォーラ
ムの運営等を通じて情
報収集し、人材を発掘
します。

男女共同参画フォーラムの運
営等を通じて、情報収集を行
い、人材の発掘に努めまし
た。

木更津市婦人の
つどいの解散に
伴い、女性生活
セミナーは廃止
しました。今後
女性団体の新た
な形成などにつ
いて検討してい
きます。

女性団体の把握と支援
の形について検討して
いきます。

市内で活動している唯一の婦
人会の活動について、講師の
紹介や移動研修の行き先につ
いて助言をするなど、求めに
応じて支援しました。

55



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

今後も各種啓発について、市の広報
紙・ホームページ等への関係資料の
掲載、パンフレット等の窓口備付な
どにより実施します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

今後も関係機関・団体との連携を図
るとともに、適宜、各広報媒体の利
用、関係資料の掲示等により普及啓
発に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

92

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

①

労働基準法、
男女雇用機会
均等法、育
児・介護休業
法、パートタ
イマー労働法
等についての
普及啓発

市の広報紙・ホームペー
ジの活用及び関係資料の
掲示により、労働基準
法・男女雇用機会均等
法・育児介護法・パート
タイマー労働法等につい
ての普及啓発を行いま
す。

労働基準法・男
女雇用機会均等
法・育児介護
法・パートタイ
マー労働法等に
ついての普及が
図られます。

93

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

①

関係機関・団
体との連携に
よる男女の均
等な雇用機会
等の確保に向
けた啓発の促
進

市の広報市・ホームペー
ジの活用及び関係資料の
掲示により、労働基準
法・男女雇用機会均等
法・育児介護法・パート
タイマー労働法等につい
ての普及啓発を行いま
す。

労働基準法・男
女雇用機会均等
法・育児介護
法・パートタイ
マー労働法等に
ついての普及が
図られます。

市広報紙、ホー
ムページ等を活
用し、普及啓発
に努めます。

市の広報市・ホーム
ページの活用及び関係
資料の掲示により、労
働基準法・男女雇用機
会均等法・育児介護
法・パートタイマー労
働法等についての普及
啓発を行います。

市ホームページへの関係資料
の掲載やパンフレット等の窓
口備付など、普及活動を行い
ました。

関係機関から情
報提供があった
際は、速やかに
広報紙または
ホームページを
使い、更なる普
及啓発に努めま
す。

市の広報紙・ホーム
ページの活用及び関係
資料の掲示により、労
働基準法・男女雇用機
会均等法・育児介護
法・パートタイマー労
働法等についての普及
啓発を行います。

市ホームページへの関係資料
の掲載やパンフレット等の窓
口備付など、普及活動を行い
ました。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

家族経営協定については、君津農業
事務所と連携して積極的に推進し、
セミナーへの参加を促進していきま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

今後も関係機関・団体との連携を図
るとともに、適宜、各広報媒体の利
用、関係資料の掲示等により普及啓
発に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

94

農
林
水
産
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

経営・労働環
境の向上の促
進

家族経営協定締結セミ
ナーへの参加を促進し、
調印を推進します。

農林漁業に従事
する女性の技
術、経営管理能
力が向上すると
ともに、家族経
営協定制度の普
及及び促進が図
られます。

95

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

経営・労働環
境の向上の促
進

市の広報紙・ホームペー
ジの活用及び関係資料の
掲示にを行います。

女性の経営・労
働環境の向上が
図られ、女性の
能力開発及び経
営参画の促進が
図られます。

君津農業事務所
（県）と連携し
て、セミナーへ
の参加を促進し
ました。平成３
０年度において
は、農業委員会
事務局や君津農
業事務所と連携
して、家族経営
協定の締結を促
進します。

農業委員会事務局及び
君津農業事務所と連携
して、家族経営協定の
周知を図り、セミナー
への参加を促進し、家
族経営協定の締結を推
進します。

家族経営協定の締結について
は、平成30年度中に新たに3件
を締結し、協定締結数は合計
で29件となりました。
2件の経営体について、新たに
家族が経営に参画したたた
め、就業条件の見直しを行
い、家族経営協定を見直しま
した。
※セミナーは平成30年度実施
なし

市広報紙、ホー
ムページ等を活
用し、普及啓発
に努めます。

市の広報紙・ホーム
ページの活用及び関係
資料の掲示を行いま
す。

広報きさらづ4月号へ経営革新
に関する奨励金について、9月
号へ生産性向上特別措置法に
かかる支援について、11・1月
号へ千葉県の最低賃金改正に
ついて掲載しました。
また、市ホームページへの関
係資料の掲載、パンフレット
等の窓口備付などの普及活動
も合わせて行いました。
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連
番

課
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基
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標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

君津農業事務所（県）が行う女性向
けセミナーについては、今後も君津
農業事務所と連携して積極的な活用
を推進していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

96

農
林
水
産
課

Ⅱ 2

(

1

)

女性の技術・
経営管理能力
の向上の促進

②

君津農業事務所(県)の行
う女性向けのセミナー等
の活用を推進します。

女性の技術・経
営管理能力の向
上や女性起業家
の育成が図られ
ます。

女性向けセミ
ナー等を市広報
誌、市ホーム
ページ等を活用
して、周知に努
めます。

君津農業事務所が行う
女性向けセミナーの参
加を促すため、市広報
誌、市ホームページ等
を活用して、周知を図
ります。

きみつ農業いきいき交流会の
周知について、広報きさらづ
平成31年1月号にて交流会の概
要を掲載して周知を図りまし
た。

君津地域いきいき交流会
開催回数:1回
参加人数:約300人
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

今後も関係機関・団体との連携を図
るとともに、適宜、各広報媒体の利
用、関係資料の掲示等により普及啓
発に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

97

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

女性の技術・
経営管理能力
の向上の促進

国・県及び木更津商工会
議所等関係団体の研修
会・講習会等の開催情報
を収集し、市の広報紙・
ホームページの活用及び
関係資料の掲示により、
関係情報の提供を行いま
す。

女性の技術・経
営管理能力の向
上が図られ、女
性の能力開発及
び経営参画の促
進が図られま
す。

市広報紙、ホー
ムページ等を活
用し、普及啓発
に努めます。

国・県及び木更津商工
会議所等関係団体の研
修会・講習会等の開催
情報を収集し、市の広
報紙・ホームページの
活用及び関係資料の掲
示により、関係情報の
提供を行います。

国や県を始めとする関係団体
等の研修会・講習会等の開催
情報を収集し、市ホームペー
ジへの関係資料の掲載、パン
フレット等の窓口備付など普
及活動を行いました。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

君津農業事務所（県）が行う女性向
けセミナーについては、今後も君津
農業事務所と連携して積極的な活用
を推進していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

今年度も木更津商工会議所女性部と
の連携が、総会での情報交換のみで
あったため、引き続き連携の強化に
ついて検討し、女性経営参画の促進
に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
今後も女性の経営参画の促進を図る
ため、関係団体と連携を図り促進に
努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

98

農
林
水
産
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

女性の経営参
画の促進

農山漁村男女共同参画
フォーラムの参加を推進
し、経営参画を促進しま
す。

女性起業家の育
成が図られま
す。

99

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

女性の経営参
画の促進

木更津商工会議所女性部
との情報交換を行うこと
により、団体の強化を図
り、女性の経営参画を促
進します。

女性の経営参画
の促進が期待さ
れます。

木更津商工会議
所女性部との連
携が、総会での
情報交換のみで
あったため、更
なる連携につい
て検討します。

木更津商工会議所女性
部と情報交換を行うこ
とで団体の強化を図
り、女性の経営参画を
促進します。

木更津商工会議所女性部と総
会を通して事業報告・計画等
の情報交換を行ったことによ
り、団体のさらなる強化がで
き、女性経営参画を促進する
ことができました。

農山漁村男女共
同参画フォーラ
ムに参加するな
ど、情報交換に
努めます。

農山漁村男女共同参画
フォーラムに参加し
て、情報交換を行うこ
とにより女性起業家の
育成や女性の経営参画
を促進します。

きみつ農業いきいき交流会の
周知について、広報きさらづ
平成31年1月号にて交流会の概
要を掲載して周知を図りまし
た。

君津地域いきいき交流会
開催回数:1回
開催日：平成31年1月23日
参加人数:約300人
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
関係機関と連携し、女性の共同参画
の場を設け、今後も積極的に推進し
ていきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
今後も関係団体と連携し、女性の経
営参画の促進を図ること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
ネットワークの支援については、君
津農業事務所（県）と連携し、今後
も積極的に推進していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
今後も女性組織と協力し、ネット
ワーク化に向けて支援を行うこと。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ

２次評価を踏まえて取り組むこと。

100

農
林
水
産
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

県・関係機
関・団体との
連携の推進

関係機関と連携し、女性
の共同参画の場を設け、
推進を図ります。

女性起業家の育
成、家族経営協
定制度の普及及
び促進が図ら
れ、女性の経営
参画の促進につ
ながります。

101

農
林
水
産
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

県・関係機
関・団体との
連携の推進

女性組織(ＪＡ女性部・
漁協婦人部・君津農業事
務所等)と協力し、ネッ
トワークの準備を支援し
ます。

女性起業家の育
成、家族経営協
定制度の普及及
び促進が図ら
れ、女性の経営
参画の促進につ
ながります。

君津農業事務所
（県）と連携
し、女性の共同
参画の場を設
け、市広報誌、
市ホームページ
等を活用して、
周知に努めま
す。

君津農業事務所が所管
しているきみつ4市起
業家ネット研修会、君
津地域いきいき交流会
等の女性の共同参画の
場を市広報誌、市ホー
ムページ等を活用し
て、周知を図ります。

きみつ４市起業家ネット研修
会、女性農業者スキルアップ
視察研修会及びちば県女性農
業者ネットワークについて
は、県が主催のため開催時期
を把握できず周知をできませ
んでした。
きみつ農業いきいき交流会の
周知について、広報きさらづ
平成31年1月号にて交流会の概
要を掲載して周知を図りまし
た。

君津地域いきいき交流会
開催回数:1回
開催日：平成31年1月23日
参加人数:約300人

ネットワークの
準備を支援しま
す。

女性組織(ＪＡ女性
部・漁協婦人部・君津
農業事務所等)と協力
し、ネットワークの準
備を支援します。

女性の経営参画に繋がる研修
会として、農山漁村男女共同
参画君津地域セミナーを君津
農業事務所が開催し、地域を
動かす女性の社会参画をテー
マとして、女性農業委員を講
師に招き、地域活動について
講演を行いました。講演後に
女性の経営参画に関すること
や女性組織のネットワーク化
に関する情報交換を行いまし
た。

農山漁村男女共同参画君津地
域セミナー
開催回数:1回
開催日：平成30年10月2日
参加人数:約40人
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連
番

課
名

基
本
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標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

女性認定農業者については、今後も
積極的に推進していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

今後も関係機関・団体との連携を図
るとともに、適宜、各広報媒体の利
用、関係資料の掲示等により普及啓
発に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

102

農
林
水
産
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

認定農業者制
度の周知と支
援推進

関係機関と連携し認定農
業者制度を普及し、女性
認定農業者の認定を推進
します。

女性認定農業者
の普及及び推進
が図られ、女性
の経営参画の促
進につながりま
す。

103

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

③

関係機関・団
体との連携に
よる再就職希
望者等の就労
に関する情報
の収集・提供

市の広報紙・ホームペー
ジの活用及び関係資料の
掲示を行います。

男女とも就労環
境の改善が図ら
れます。

市広報紙、ホー
ムページ等を活
用し、普及啓発
に努めます。

市の広報紙・ホーム
ページの活用及び関係
資料の掲示を行いま
す。

広報きさらづ10・2月号へ就職
支援セミナー開催のお知らせ
について掲載しました。
また、市ホームページ等への
関係資料の掲載、パンフレッ
ト等の窓口備付などの普及活
動も合わせて行いました。

農業委員会事務
局、君津農業事
務所（県）及び
ＪＡ木更津市と
の連携を密にし
て情報を交換し
ながら認定農業
者制度の周知を
図ります。

農業委員会事務局、君
津農業事務所及びＪＡ
木更津市との連携を密
にして、情報を交換し
ながら認定農業者制度
の周知を図り、女性認
定農業者の認定を促し
ます。関係機関と連携
し認定農業者制度を普
及し、女性認定農業者
の認定を推進します。

平成30年度においては、女性
の認定農業者を2名、女性の認
定新規就農者を1名、それぞれ
認定しました。
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連
番

課
名

基
本
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標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

今後も中小企業融資対策事業を推進
し、経営の安定化が図られるよう努
めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
今後も同事業を継続実施すること
で、福利厚生環境を整えるよう努め
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

104

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

③

中小企業資金
融資対策事業
の推進

男女とも経営において経
済的に安定的な経営が行
えるように、中小企業資
金融資対策事業を推進し
ます。

男女とも経営に
おいて経済的に
安定的な運営が
図られます。

105

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

③

勤労者退職金
等共催掛金補
助金交付事業
の推進

国の退職金制度の加入促
進のため、市が加入者を
有する事業者に対し、掛
け金の一部を助成するこ
とにより、男女ともに福
利厚生環境の改善を図り
ます。

男女ともに福利
厚生環境の改善
が図られます。

利用件数が近年
より多く、申請
金額が予算額を
超えてしまった
ため、平成30年
度の利用状況を
見て、予算額見
直しについて検
討します。

勤労者退職金等共済掛
金補助金交付事業を推
進します。

勤労者退職金等共済掛金補助
金交付事業について、市ホー
ムページへの関係資料の掲載
や、パンフレット等の窓口備
付などを通して周知を図るこ
とで推進し、福利厚生環境の
改善を図りました。

全体的な融資利
用率は高いが、
創業にかかる融
資利用件数は4
件のみにとど
まっているた
め、創業支援枠
の利用推進策を
検討します。

男女とも経営において
経済的に安定的な経営
が行えるよう、また、
創業に係る負担が少な
くなるよう、中小企業
資金融資対策事業を推
進します。

中小企業資金融資対策事業に
ついて、各金融機関へのパン
フレットの送付や、市ホーム
ページへの掲載を通して周知
を図ることで推進し、経営の
安定化を図りました。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
今後も、関係機関との連携強化に努
めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
引き続き研修会・講習会等で、情報
提供に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

106

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

④

関係機関との
連携の強化

関係機関との連携を強化
します。

労働の場におけ
る男女共同参画
の推進につなが
ります。

107
企
画
課

Ⅱ 2

(

2

)

①

労働基準法の
母性保護規定
に関する啓発

研修会・講習会等で情報
提供します。

母性保護につい
ての理解が得ら
れます。

関係機関に対
し、セミナー等
の協力を促しま
す。

関係機関との連携を強
化します。

千葉県求職者総合支援セン
ターとの共催によるセミナー
開催やハローワークをはじめ
とする関係機関との会議を通
して情報共有化を図ること
で、連携強化を図りました。

就活基礎セミナー
開催回数：1回
参加者数：2人

シニア向け再就職支援セミ
ナー＆個別相談会
開催回数：1回
参加者数：14人

研修会・講習会
等で情報提供で
きるようわかり
やすい資料作成
に努めます。

研修会・講習会等で情
報提供します。

研修会において、資料掲示等
により情報提供に努めまし
た。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

就労妊婦の相談で、千葉県労働局雇
用環境・均等室を紹介することもあ
り、必要時他機関の紹介ができまし
た。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
家事・育児・介護に関する講座を設
けました。今後もわかりやすい内容
で啓発に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

109
企
画
課

Ⅲ 1

(

1

)

①

家事・育児・
介護に関する
男女共同参画
の浸透

男女共同参画フォーラム
の内容に盛りこみます。

男女共同参画
フォーラムに家
事・育児・介護
に関する男女共
同参画をテーマ
とした内容を盛
り込むとともに
参加者にわかり
やすい内容とす
ることを検討し
ます。

(

2

)

①

働きながら出
産・育児を望
む女性への情
報の提供

母子健康手帳の活用につ
いて周知します。(母性
健康管理指導事項連絡
カード)

働きながら育児
をする女性の不
安や悩みの解消
につながること
が期待できま
す。

家庭生活での男
女共同参画を促
進できます。

108

子
育
て
支
援
課

Ⅱ 2

男女共同参画フォーラ
ムで家事・育児・介護
に関する講座を設けま
す。

男女共同参画フォーラムで、
家事・育児・介護に関する講
座を設けました。
テーマそのものではありませ
んでしたが、内容について十
分盛り込んだものとなりまし
た。
特に第３回フォーラムでは、
２部構成とし、第１部ではお
伽噺をアレンジした家事・育
児・介護の担い手について考
えさせる内容の話の朗読に
よって、参加者に自ら考えさ
せる機会となりました。

母性健康管理指
導事項連絡カー
ド等の情報提供
に引き続き努め
ます。

就労妊婦に対し、妊娠
届出時や妊婦訪問指導
時に、母性健康管理指
導事項連絡カードにつ
いてリーフレットを活
用して周知します。
また、就労妊婦が参加
しやすいようにプレマ
マ講座を妊娠7～8ヶ月
頃（産休に入る前後）
に実施します。

就労妊婦に対し、妊娠届出時
や妊婦訪問指導時に、母性健
康管理指導事項連絡カードに
ついてリーフレットを活用し
て周知しました。
また、就労妊婦が参加しやす
いようにプレママ講座を妊娠7
～8ヶ月頃（産休に入る前後）
に実施しました。

プレママ講座
開催回数:41回
参加者数:163人
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
情報紙の構成を工夫し、限られた紙
面の中での情報提供に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

地域包括支援センターにはなくなり
次第、公民館には上半期と下半期に
１度づつパンフレットを配布しまし
た。
今後は、介護事業所の一覧など、配
布する資料を増やすよう努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

パンフレットの
配布や地域にお
ける各種研修会
等で引き続き介
護保険制度の周
知に努めます。

パンフレットの配布や
地域における各種研修
会等で介護保険制度の
周知を行います。

介護保険制度改正に対応した
パンフレットを作成しまし
た。
作成したパンフレットは窓
口、地域包括支援センター、
公民館に設置しました。

111

介
護
保
険
課

Ⅲ 1

(

1

)

①

男女で参加で
きる家事・育
児や在宅介
護・看護のた
めの講座・講
習等の開催

家族が抱えてきた介護の
不安等を解消すべく、介
護保険制度の周知を促進
します。

従来、在宅介護
の主たる介護者
は女性であった
が、介護負担の
大きさや重要性
を鑑み、性別に
よらず介護に参
加することを啓
発することによ
り、地域住民あ
るいは家庭内に
おける理解が得
られます。

110
企
画
課

Ⅲ 1

(

1

)

①

家事・育児・
介護に関する
男女共同参画
の浸透

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）に
記事を掲載します。

家庭生活での男
女共同参画を促
進できます。

男女共同参画情
報紙に家事・育
児・介護に関す
る男女共同参画
をテーマとした
内容を盛り込む
とともに情報紙
の構成を工夫す
るなどわかりや
すい内容とする
ことを検討しま
す。

男女共同参画情報紙に
わかりやすい表現で啓
発記事を掲載します。

紙面に記事を掲載しました。
また、関連した各種情報を資
料掲示等により提供しまし
た。
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連
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課
名

基
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目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

子育て講座・講演会、育児相談の実
施を通して、父親の子育てへの積極
的な参加が見られるようになってき
ました。
一方で、母親一人で子育ての悩みを
抱えているケースも多いので、さら
に子育て支援を担う施設からのアプ
ローチを実施していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

(

1

)

①

男女で参加で
きる家事・育
児や在宅介
護・看護のた
めの講座・講
習等の開催

「子育て支援センター・
ゆりかもめ」において、
相談や講習会等を実施し
ます。

育児不安の解消
や、父親の子育
てへの積極的な
参加を促しま
す。

子育て世代の傾
向としては、父
親の子育てへの
積極的な参加が
見られるように
なってきたと思
われますが、ま
だ母親一人で子
育ての悩みを抱
えているケース
も多いので、さ
らに子育て支援
を担う施設から
のアプローチを
実施していきま
す。

「子育て支援セン
ター・ゆりかもめ」に
おいて、相談や講習会
等を実施します。
また、公立保育園主催
の保育講座、離乳食講
座を実施していきま
す。
(保育講座)3回予定
(離乳食講座)3回予定

保育園保護者を対象に
子育て講演会を開催し
ます。
(子育て講演会)1回予
定
(公民館講座)5箇所予
定

公立保育園主催の保育講座、
離乳食講座を実施しました。

保育講座
開催回数:3回
参加者数:54人(うち父17人）

離乳食講座
開催回数:3回
参加者数:38人(うち父2人）

保育園保護者を対象に子育て
講演会を開催しました。

子育て講演会
開催回数:1回
参加者数:52人

公民館講座
開催箇所:5箇所
(各回15名程度)

健康推進課との共同主催であ
る７ヶ月児教室に開催し、育
児で大切なポイントを周知す
るとともに、育児相談を行い
ました。

112

こ
ど
も
保
育
課

Ⅲ 1
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

参加者が9名でしたが、企画段階から
積極的に学ぶ姿勢を見ることができ
たため、家事の共同について考える
きっかけとなったと考えます。
今後は広報や周知の工夫や、空調改
修工事終了に伴い、次年度の実施回
数を増やすよう努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

113

西
清
川
公
民
館

Ⅲ 1

(

1

)

①

「男の料理教
室」の開催

料理の基礎をまなぶ不慣
れな男性を対象に、料理
教室を開催します。

家事の共同に
よって、家庭内
で相互理解を深
めることができ
ます。

空調設備改修工
事による休館の
ため実施回数を
見直します。

空調設備改修工事によ
る休館のため1回実施
します。

今年度は空調設備改修工事に
よる休館期間があり、1回の実
施となりました。

男の料理教室
開催回数:1回
参加人数:9人

公
民
館

Ⅲ 1

(

1

)

①

男性のための
家事・育児講
習等の開催家
事・育児講習
等の開催

公民館で男性のための家
事・育児講習等を開催し
ます。

男性の生活の自
立を促すととも
に、女性の社会
参画が期待でき
ます。

地域の中での男
性の自主的活動
の広がりを求め
に応じて対応し
ていきます。

地域の実情に応じて市
内公民館で開催しま
す。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。
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主
要
課
題
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

－

工事により事業を実施しませんでし
た。来年度の開催は見送ることと
し、今後は、スクールアドベン
チャーキャンプ事業や、青少年育成
会議主催の 「昔遊びのつどい」等の
既存事業に地域ボランティアとし
て、 参加者の子どもの父親に参加を
してもらうように方向転換を図り、
青少年事業等の体験活動による父親
と子どもが交流の機会を提供しま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

-

空調工事のため、実施ができなかっ
たこと、また今後は他の事業に取り
入れる形で継続するということで、
「お父さんの遊び塾」としての学級
は今年度をもって計画の対象外とす
る。

総合
評価

改善策等の提言

-
２次評価を踏まえて、今年度をもっ
て計画の対象外とする。

114

西
清
川
公
民
館

Ⅲ 1

(

1

)

①

「お父さんの
遊び塾」の開
催

体験学習を通して、父
子、父親同士が関わりあ
う機会を提供します。子
育ての楽しさや地域活動
の面白さを感じながら、
父親同士のネットワーク
づくりを促進します。

父親が子どもと
他の親子と交流
しながら、さま
ざまな活動を経
験することで、
母親への理解も
深めることがで
き父親の存在感
も増すことがで
きます。

空調設備改修工
事による休館の
ため実施を見合
わせます。

空調設備改修工事によ
る休館のため実施を見
合わせます。

空調設備改修工事による休館
のため、実施を見合わせまし
た。
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事業名
事業内容
及び
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男女共同参画
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みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
家庭での実践が度々聞かれるなど、
実践的な活動となっています。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

①

「男の料理教
室」の開催

男性の生活の自立を促す
ため、料理教室を開催し
ます。

家事の共同に
よって、家庭内
で相互理解を深
めることができ
ます。

主催事業から
サークル化した
団体の一つであ
り、現在は自主
的な運営がされ
ていますが、新
規会員の獲得等
に関して公民館
として今後も支
援を行っていき
ます。

サークル一覧への掲
載、問い合わせへの対
応等、会員確保に関す
る支援をします。

月１回のペースで実施し、延
べ109名が参加しました。
会員の高齢化などの課題も出
てきていますが、会員同士の
交流は深まっており、毎年新
規会員の加入もあるなど、安
定した活動を行っています。

男の料理教室
開催回数:9回(6・8・11月は休
み)
会員数:13人
参加者数:延べ109人

115

桜
井
公
民
館

Ⅲ 1

(

1

)
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番

課
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標

主
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課
題

施
策
の
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具
体
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施
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

6地区での防災訓練が実施されたこと
で、より多くの住民に訓練に参加し
ていただき、約3,900人の参加者のう
ち、約1,800人の女性の方に参加いた
だけました。
今後はより多くの地域で防災訓練が
開催され、更に多くの住民の方々が
訓練に参加できるよう支援するとと
もに、引き続き女性講師による講習
会等を開催するなど、女性が防災活
動に参加しやすい環境づくりを行い
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

計画どおり市内複数箇所での防災訓
練の実施や講習会の開催など、平成
30年度中に取組内容としては、8割を
達成していると考えＡ評価とする。
今後も防災訓練の充実に継続して取
り組むとともに、各種講習会等の女
性参加の増加に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ａ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

116

危
機
管
理
課

Ⅲ 1

(

2

)

①

女性の地域に
おける防災活
動等への参加
促進

自主防災組織等の防災訓
練や講習会での女性の積
極的な参加を促します。

防災活動への女
性の参加が促進
できます。

女性が防災訓練
や講習会等に参
加する機会を増
やし、防災意識
の高揚を図りま
す。

9月に木更津市自主防
災実務者講習会（千葉
県災害対策コーディ
ネーター養成講座）を
開催します。
また、10月に市内複数
箇所で住民主体の防災
訓練を開催します。
さらに、自主防災組織
等が主催する防災訓練
や講習会に職員を派遣
する等の支援を行いま
す。

木更津市自主防災実務者講習
会では、女性講師を招き、女
性が受講しやすい環境づくり
を行いました。
また、平成30年度の防災訓練
では、これまで1箇所の防災訓
練から複数個所に拡大するこ
とにより、地域住民が参加し
やすく、有意義な訓練を実施
することができました。
また、引き続き自主的な防災
活動への支援を行いました。

【平成30年度自主防災訓練等
の実績】
・延べ参加者数：3,869人
・女性比：47％
【平成30年度自主防災実務者
講習会の実績】
・千葉県災害対策コーディ
ネーター数（累計）：181人
・女性比：18.2％
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体
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

今後も関係団体、機関の代表者の人
選について、性別にとらわれない人
選を働きかけるよう努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
今後も必要に応じた情報提供、助言
に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

117

生
涯
学
習
課

Ⅲ 1

(

2

)

①

男性の地域活
動への参加機
会の拡大促進

地域で活動する男性(特
に父親)が社会教育施設
や地域行事に積極的に参
加できるような体制づく
りをします。

男性の地域活動
への参加を促進
することによ
り、男性も生活
の場である地域
社会に参画する
ことが期待され
ます。

(

2

)

①

女性の地域や
ボランティア
団体代表への
就任促進

各種団体の代表者とし
て、性別にとらわれず、
有能な人物を代表者とし
て選出できる社会教育施
策を推進します。

地域活動や奉仕
活動を行う団体
に女性が積極的
に参加できる環
境づくりを行う
ことにより女性
の社会参画が促
進されます。

118

生
涯
学
習
課

Ⅲ 1

求めに応じ、適
切な助言・指導
を引き続き行い
ます。

適切な助言・指導がで
きるよう団体の活動把
握に努めます。

審議会等、当課が事務局を務
める団体や、社会教育関係団
体などからの求めに応じて助
言するもので、各種団体の代
表者として、性別にとらわれ
ず、有能な人材が代表者とし
て選出できるよう努めまし
た。

地域活動への参
加、学習機会を
求めている男性
に対して、引き
続き丁寧に助言
することに努め
ます。

社会教育機関で実施さ
れている学習機会の把
握に努め、適切な助言
を行います。

地域活動への参加、学習機会
を求めている住民からの問合
せ（窓口、電話など）に対し
て、男性に拘わらず公民館
サークルを紹介するなど、情
報発信に努めました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

男女の区別なく取り組む中で、男女
共同参画という視点と、それぞれの
性別を活かす活動（男性は論理的な
視点からカフェのスケジュールや講
座の組み立て、女性はカフェの看板
やメニュー、空間のデザイン）も確
認することができました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

119

中
央
公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

公民館ボラン
ティア活動の
促進

市内の全公民館で、地域
課題の一つである健康に
関する事業に取り組み、
継続的学習を行う中で、
男女の区別なく地域活動
に積極的に取り組む人材
を育成していきます。

男女共同参画の
視点に立って、
継続的学習を行
う中で、男女平
等意識を高めま
す。

ボランティア養
成講座は、今ま
で同じような講
座を市内で開催
したことがな
かったため大変
好評でした。今
後も地域の実情
に応じて市内共
通の課題に取り
組む中で、市民
参画による運営
によって市民力
が向上するよう
取り組みます。

中央コミュニティカ
フェボランティア養成
講座を修了した市民を
中心に、今年度は地域
に住む高齢者を対象に
月1回のコミュニティ
カフェを開催するとと
もに、男女共同参画の
視点を持ち、コミュニ
ティカフェと役員会を
実施していきます。

対象：地区住民(成
人）20人以上

講座受講生を中心に、毎月1回
のカフェを実施することがで
きました。
また毎月行う準備会で、ス
タッフには、民生委員・区
長・有識者が多くいるので、
地域の課題について、現場に
近い意見（場作りをするにあ
たっての男女の話し方・趣味
嗜好・空間の好みの違い等）
を男女のそれぞれの視点から
聞き、それを元にカフェの準
備を行うことができ、地域コ
ミュニティ形成の場の確立と
いう点では一定の成果をあげ
ることができました。

準備会11回（4月～12月）
カフェ11回（4月～12月）
参加者人数　延べ398人

公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

公民館ボラン
ティア活動の
促進

各公民館で地域課題の解
決に向けた事業に取り組
む中で、男女の区別なく
地域活動に積極的に取り
組む人材を育成していき
ます。

男女共同参画の
視点に立って、
継続的学習を行
う中で、男女平
等意識を高めま
す。

地域の実情に応
じて市内共通の
課題に取り組む
中で、市民参画
による運営に
よって市民力が
向上するよう取
り組みます。

各地区で地域課題の解
決に向けた事業に取り
組む中で、男女の区別
なく地域活動に積極的
に取り組む人材を育成
していきます。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｃ

参加者の超高齢化に伴い、花壇ボラ
ンティアの継続は難しい状況であ
り、今後は通学合宿、文化祭のボラ
ンティアに絞ることを検討してま
す。
なお、花壇については、文化祭ボラ
ンティアに年１回、文化祭直前に整
備をしていただいています。また、
職員中心に手入れをせざるを得ませ
ん。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

公民館ボランティア活動の促進と言
う観点から捉えると、花壇整備ボラ
ンティアは機能しなくなってきてい
るが、それを文化祭ボランティアが
フォローしているなど、公民館ボラ
ンティアとしての活動が図れている
ことから、Ｂ評価とする。
今後もボランティア活動の促進につ
いて継続して努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

120

岩
根
西
公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

公民館ボラン
ティア活動の
促進

花壇整備を中心とした公
民館支援ボランティアを
募集し、公民館活動の充
実を図ります。

男女共同参画の
視点に立って、
男女平等意識を
高めます。

花壇整備につい
ては、高齢化に
よる影響もあ
り、ごく一部の
熱心なボラン
ティアに支えら
れている状況で
す。今後の対策
を検討します。

花壇整備以外に、通学
合宿ボランティア、文
化祭ボランティア等、
男女の区別なく、比較
的大きな行事において
の支援ボランティアの
充実に努めます。

花壇整備ボランティアは、参
加者の超高齢化に伴い形骸化
してきています。
公民館利用者全体も超高齢化
しており、後進となる若手世
代もなかなか見つからない状
況で、職員と文化祭ボラン
ティアで対応しているのが現
状です。
通学合宿ボランティアについ
ては、各地域団体に呼びかけ
強化し、文化祭ボランティア
については、公民館利用サー
クルに呼びかけ、同じく強化
に取り組んでいます。
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連
番

課
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基
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標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

幅広い年齢層
に応じた各種
学級・講座の
開催

各公民館で幅広い年齢層
に応じた各種学級・講座
を開催します。

男女共同参画の
視点に立って、
男女平等意識や
人権意識を高め
ます。

地域の実情に応
じて、幅広い年
齢層に応じた事
業に取り組みま
す。

男女共同参画の視点を
持ち、地区住民を対象
として、各公民館で幅
広い年齢層に応じた各
種講座を開催します。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
地域の諸団体や公民館利用サークル
が連携して取り組む中で、男女共同
参画に対する意識を高めることが出
来ました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

121

中
央
公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

幅広い年齢層
に応じた各種
学級・講座の
開催

幅広い年齢層に応じた各
種学級・講座を開催しま
す。

各種学級・講座
を開催する中
で、男女共同参
画に対する意識
を高めることが
できます。

地域の課題に応
じて、引き続き
幅広い年齢層に
応じた事業に取
り組みます。

中央公民館は平成30年
7月にスパークルシ
ティ木更津A館6階とア
クア木更津B館3階に仮
移転したので、駅に近
いという条件を活かし
た講座、かつ男女共同
参画の視点を持った公
民館入門事業を開講し
ます。

地域の諸団体や公民館利用
サークルが連携して取り組む
中で、男女共同参画に対する
意識を高めることができまし
た。

公民館入門講座
開催回数:8回
参加者数:延べ181人
登録者数:40人

公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

地域総合型ス
ポーツクラブ
への支援

各公民館で地域総合型ス
ポーツクラブを求めに応
じて支援します。

地域で活動をす
る中で、男女共
同参画に対する
意識を高めるこ
とが出来ます。

男女共同参画の
視点に立ち、地
域の誰もが参加
できる場づくり
に努めます。

地域の実情に応じて各
公民館で開催に取り組
みます。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。
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連
番

課
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基
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目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

―

自立し自主的に活動をはじめたこと
から、「富来田フレンドスポーツ倶
楽部への支援」としては実施しませ
んでした。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

―

自主活動となったことから、「富来
田フレンドスポーツ倶楽部」として
の役割は終わったことから、今年度
をもって事業は終了とする。

総合
評価

改善策等の提言

―
２次評価を踏まえて、今年度をもっ
て計画の対象外とする。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

122

富
来
田
公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

富来田フレン
ドスポーツ倶
楽部への支援

住民誰もが参加できる地
域に開かれた、健康増進
のためのスポーツ活動の
振興を推進します。

男女を問わずに
参加活動される
ことが期待でき
ます。

勤労者・若年層
など新たな参加
者（会員）の開
拓を模索しなが
ら、引き続き支
援に努めます。

心身の健康や生きがい
づくりに繋げる、日常
的なスポーツや年間イ
ベント、各種大会を開
催します。（9種目）

設立時は公民館が関わってい
ましたが、活動が活発にな
り、事務局や委員の選出も自
主的に活動する姿が見られた
ことから、年度途中から自主
活動になりました。

公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

地域コミュニ
ティー活動の
拠点としての
公民館の活用
促進

各公民館で市民の自己啓
発と地域コミュニティー
の形成を支援する幅広い
公民館活動を促進しま
す。

地域活動の拠点
である公民館で
活動をする中
で、男女共同参
画の重要性を認
識し、意識を高
めることが出来
ます。

地域の実情に応
じて地域の各団
体等と連携・協
力し、より改善
するよう努めま
す。

公民館を拠点に、地域
の実情に応じてさまざ
まな事業等を開催しま
す。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

男女の区別なく取り組む中で、男女
共同参画という視点と、それぞれの
性別を活かす活動（男性は論理的な
視点からカフェのスケジュールや講
座の組み立て、女性はカフェの看板
やメニュー、空間のデザイン）も確
認することができました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

123

中
央
公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

仮称「中央コ
ミュニティカ
フェ」

コミュニティカフェを手
法とした交流を通して、
居場所づくり、健康維持
増進、認知症予防等を図
ります。

地域の中の公民
館を拠点に、誰
もが気軽に立ち
寄り、話すこと
の出来る場づく
りを通して交流
を深めることが
出来ます。

ボランティア養
成講座は、今ま
で同じような講
座を市内で開催
したことがな
かったため大変
好評でした。今
後は、コミュニ
ティカフェをボ
ランティアを中
心に開催し、気
軽に立ち寄り、
話すことが出来
る場づくりを目
指します。

中央コミュニティカ
フェボランティア養成
講座を修了した市民を
中心に、今年度は地域
に住む高齢者を対象に
月1回のコミュニティ
カフェを開催するとと
もに、男女共同参画の
視点を持ち、コミュニ
ティカフェと役員会を
実施していきます。

対象：地区住民(成
人）20人以上

講座受講生を中心に、毎月1回
のカフェを実施することがで
きました。
また毎月行う準備会で、ス
タッフには、民生委員・区
長・有識者が多くいるので、
地域の課題について、現場に
近い意見（場作りをするにあ
たっての男女の話し方・趣味
嗜好・空間の好みの違い等）
を男女のそれぞれの視点から
聞き、それを元にカフェの準
備を行うことができ、地域コ
ミュニティ形成の場の確立と
いう点では一定の成果をあげ
ることができました。

準備会11回（4月～12月）
カフェ11回（4月～12月）
参加者人数　延べ398人

78



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

3回開催された市民活動支援センター
運営協議会において、施設の利便性
向上に向けて調査・審議を行うこと
ができました。
また、平成29年度と比較すると、来
館者数が約18,500人増加し、登録団
体も18団体増加しています。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

124

市
民
活
動
支
援
課

Ⅲ 1

(

2

)

①

市民活動支援
事業の推進

市民活動支援センターを
拠点として、男女ともに
地域における市民活動へ
の参加を促進し、地域自
治によるまちづくりを推
進します。

市民活動支援セ
ンターを拠点に
多種多様な団体
が活動をしてお
り、男女ともに
参加しやすく、
来館しやすいセ
ンターとして整
備いたします。

市民活動支援セ
ンター運営協議
会を開催し、更
なる利便性の向
上と市民活動の
活発化を図りま
す。

市民活動支援センター
開設から2年以上が経
過し、施設の利用率も
あがっていることか
ら、登録団体へアン
ケート調査を実施し、
施設の利便性向上及び
市民活動の活発化を図
ります。

市民活動支援センターの更な
る利便性向上を目指し、登録
団体向けに利用状況等につい
てアンケート調査を実施しま
した。
また、市民活動支援センター
運営協議会を3回開催し、施設
の利便性向上及び市民活動の
活発化に向けて調査・審議を
行いました。

市民活動支援センター運営協
議会
開催回数:3回
参加者数:24人
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連
番

課
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本
目
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主
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課
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の
方
向

具
体
的
施
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

木更津市国際交流協会への支援を継
続的に行うことで、市民の国際理解
の推進に寄与することができまし
た。
今後はより広く情報が周知できるよ
う、提供方法等について検討しま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
今後も引き続き、わかりやすい内容
の掲載に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

125
企
画
課

Ⅲ 1

(

3

)

①

市民の国際理
解の促進と情
報の提供

木更津市国際交流協会へ
情報提供等支援を行いま
す。

市民の国際理解
が深まります。

126
企
画
課

Ⅲ 1

(

3

)

①

市民の国際理
解の促進と情
報の提供

市ホームページに記事を
掲載します。

市民の国際理解
が深まります。

木更津市国際交
流協会へ情報提
供等の支援を引
き続き行い、市
民の国際理解が
深まるよう努め
ます。

木更津市国際交流協会
へ情報提供等の支援を
行います。

木更津市国際交流協会の事務
局として年間を通じて情報提
供をし、円滑な運営への支援
及び市民の国際理解の推進に
取り組みました。

市ホームページ
に国際理解に関
する情報を引き
続き掲載しま
す。掲載情報の
充実に努めま
す。

市ホームページに国際
理解に関する情報を掲
載します。

情報を迅速に市ホームページ
に掲載し、市民の国際理解に
努めました。

80



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
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標

主
要
課
題
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策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

中学校へのALT配置率の向上や、児童
の多い小学校へのALTの増加を目指す
など、今後も異文化交流の教育的価
値を広く伝えていきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

今後も、国際理解教育の推進のた
め、さらに加配が必要な小学校に対
するALTの配置、中学校の配置率向上
について推進し、国際理解教育が進
むように努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

次期学習指導要領により、ALTの必要
性が増してきているため、引き続き
小中学校へのALTの増員を働きかけま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

127

ま
な
び
支
援
セ
ン
タ
ー

Ⅲ 1

(

3

)

①

学校における
国際理解教育
の推進

異文化交流体験等の国際
理解教育を支援します。

ＡＬＴや諸外国
の方とのふれあ
いを通して、国
際理解を推進す
ることができま
す。

128

ま
な
び
支
援
セ
ン
タ
ー

Ⅲ 1

(

3

)

①

学校における
国際理解教育
の推進

市立小中学校に外国語指
導助手(ＡＬＴ)を配置し
様々な国の文化にふれる
機会を促進します。

ＡＬＴとのふれ
あいを通して、
国際理解を推進
することができ
ます。

ＡＬＴの配置を
増やしＡＬＴと
の触れ合いの場
を増やします。
より効果的にＡ
ＬＴを活用して
もらえるよう、
学校との連携を
図ります。

教育活動全体を通し
て、ＡＬＴを積極的に
活用し、コミュニケー
ション能力の育成と、
国際理解教育を推進し
ます。

小学校の外国語活動（年間35
時間）において、ALTを100%配
置することができ、ALTとのふ
れあいの場が増加したこと
で、国際理解教育を推進する
ことができました。

異文化交流・体
験の機会を更に
増やしていける
よう各種会議で
交流活動等の紹
介を行っていき
ます。

国際交流集会等を通し
て国際理解教育を推進
します。

交流集会への参加のほか、小
学校等での国際交流行事へ、
ALTを派遣することができまし
た。
また、小学校へのALTの配置率
を100%にすることで、より異
文化交流・体験の機会を増や
し、国際理解教育を推進でき
ました。

国際交流行事へのALT派遣
派遣回数:4回
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事業名
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具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

前年度の交流を基にし、発展的な事
業の実施をすることができました。
今後も構築した友好関係を深めなが
ら、相互交流の推進を図ります。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

写真等を使用して具体的な様子の掲
載を心がけ、広く本市の推進する交
流事業に関して周知を行うことがで
きました。
今後も引き続き、わかりやすい内容
の掲載に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

129
企
画
課

Ⅲ 1

(

3

)

①

姉妹都市をは
じめとする海
外都市との相
互交流の推進

姉妹都市オーシャンサイ
ド市をはじめとする海外
都市と情報交換します。

市民の国際理解
が深まり、相互
交流の推進とな
ります。

姉妹都市をは
じめとする海
外都市との相
互交流の推進

市ホームページで姉妹都
市をはじめとする海外都
市の情報を公開します。

市民の国際理解
が深まり、相互
交流の推進とな
ります。

130
企
画
課

Ⅲ 1

(

3

)

①

市ホームページ
で姉妹都市等の
情報を引き続き
わかりやすく掲
載します。内容
の充実を図りま
す。

姉妹都市や友好都市と
の交流についての情報
を掲載します。

友好都市等からの訪問団受入
等、実施した交流事業に関し
て迅速に市ホームページに掲
載し、市民の国際理解に努め
ました。

友好都市である
インドネシア・
ボゴール市と学
生交流について
引き続き情報交
換をします。海
外都市との相互
交流が深まるよ
う情報交換の充
実に努めます。

姉妹都市や友好都市等
との交流に関する情報
交換をします。

インドネシア・ボゴール市と
は学生交流について情報交換
を行い、平成30年10月にはボ
ゴールからの学生訪問団の受
入事業を実施しました。
市内中学校にて学生同士の交
流を行う等、市民の国際理解
及びグローバルな人材の推進
に努めました。
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事業名
事業内容
及び
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29年度実施結果
に基づく改善内
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年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

「JNTO外国人観光案内所カテゴリー
認定」を取得するためには、市内観
光情報に加え、近隣地域への観光情
報の提供を求められるため、(一社)
木更津市観光協会と連携し、課題を
解決し取得に向けた検討を行いま
す。
課題解決に向けた具体的な施策実施
が次年度以降となるため、一次評価B
としています。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

外国人観光客の受入れ環境の強化と
いう計画に対して、外国人案内カテ
ゴリー認定制度の認定に向けた課題
の整理に取り組み、環境整備が一歩
前進したということでＡ評価とす
る。
来年度以降は具体的な施策の実施に
取り組むこと。

総合
評価

改善策等の提言

Ａ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

観光案内板の改
修については、
より見易さを追
及すべく、最新
版のものにする
など検討を行う
とともに、案内
所で外国語対応
ができるように
改善していきま
す。

案内看板を新規で作成
する計画はありません
が、観光協会をＪＮＴ
Ｏ認定外国人案内所と
して検討し、受入環境
の強化に取り組みま
す。

「JNTO外国人観光案内所カテ
ゴリー認定制度」に関する説
明会に参加し、認定に必要な
課題等を明確にしました。

外国人観光客が、分かり
やすく観光できるため
に、観光案内板の改修な
ど外国語表示の充実を図
り、外国人観光客の誘致
促進を図ります。

外国人観光客
が、分かりやす
く観光できるた
めに、観光案内
板の改修など外
国語表示の充実
を図ります。

外国人観光客
のための外国
語表示・標識
の設置の促進

131

観
光
振
興
課

Ⅲ 1

(

3

)

①
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

市内事業者への行ったヒアリングを
基に、英語版パンフレットの作成を
行います。
また、外国人観光客が利用しやすい
パンフレットにするように努めま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

外国人観光客に
対し、各国で文
化等の違いもあ
るので、それを
考慮したうえで
作成を行いま
す。

次年度作成予定の市内
案内地図付きの英語版
パンフレット製作に向
けて、より精度の高い
パンフレットにするた
めに市内事業者へのヒ
アリング等を行いま
す。

(一社)木更津市観光協会と連
携し、英語版パンフレットの
作成に向け、飲食店等の市内
事業者へのヒアリングを行い
ました。

外国語版観光
ガイド等の作
成

外国語版観光ガイド等を
作成し、本市来訪の外国
人観光客に配布すること
により、利便性の向上及
び国際会議観光都市とし
ての受け入れ体制の整備
により、国際会議等の顧
客誘致の推進を図りま
す。

外国人観光客の
利便性が向上
し、国際会議等
に参加する顧客
の増加が期待さ
れ、国際理解と
交流の推進とな
ります。
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観
光
振
興
課

Ⅲ 1

(

3

)

①
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策
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向

具
体
的
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策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
今後も引き続き関係課に要望を行う
とともに、在住外国人が住みやすい
まちづくりを推進します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
今後も引き続き関係課に働きかける
とともに、在住外国人が住みやすい
まちづくりを推進します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

市の施設（庁内
掲示を含む）を
外国人にもわか
るような表示に
するよう引き続
き関係課に働き
かけるとともに
その他の課等も
含め検討しま
す。

市の施設（庁内掲示を
含む）を外国人にもわ
かるような表示にする
よう関係課に働きかけ
ます。

関係課に要望を行ったほか、
金田地域交流センターの施設
内表示案内については、市民
ボランティアに協力依頼を行
い、市民活動支援課からの多
言語での表示内容について校
正をしていただく等、外国人
にもわかりやすい表示の作成
を行いました。

市設置の各種案
内板にわかりや
すく英語表記を
するよう引き続
き関係課に働き
かけるとともに
その他の課等も
含め検討しま
す。

市設置の各種案内板に
英語表記をするよう、
関係課に要望します。

外国人にも暮らしやすいまち
づくりを目的として、市民課
に申請書類の英語併記を要望
するなど、関係各課に要望を
行いました。

市設置の各種案内板に、
英語表記をするよう要望
します。

外国人にも暮ら
しやすい環境と
なります。

134
企
画
課

Ⅲ 1

(

3

)

②

各種案内板等
の外国語表
示・標識の設
置の促進

市の施設(庁内掲示を含
む)を外国人にもわかる
ような表示にするよう要
望します。

外国人にも暮ら
しやすい環境と
なります。

133
企
画
課

Ⅲ 1

(

3

)

各種案内板等
の外国語表
示・標識の設
置の促進

②
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的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

外国人にも暮らしやすい環境づくり
のため、生活ガイド「多言語生活情
報」のリンクを活用し、情報提供を
行いました。
今後は本市のホームページの内容改
善に努め、在住外国人の方への情報
ページを作成し、必要な情報に簡単
にアクセスできるツールの提供を行
います。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

今後も情報提供を行うとともに、
ホームページリニューアルを検討す
るなど、さらに内容が充実したもの
となるように、努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

外国人への情報
提供の手段とし
て、生活ガイド
「多言語生活情
報」の市ホーム
ページへのリン
クを引き続き継
続し、情報提供
の充実を図りま
す。

生活ガイド「多言語生
活情報」のリンク等を
活用し継続して情報提
供します。

市ホームページに生活ガイド
「多言語生活情報」のリンク
を引き続き掲載し、情報提供
を行いました。

ホームページに多言語の
生活ガイドを掲載しま
す。

外国人にも暮ら
しやすい環境と
するための手助
けとなります。

135
企
画
課

Ⅲ 1

(

3

)

②

外国語版によ
る各種情報の
提供
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
外国籍の人の相談が増えているた
め、翻訳アプリが入ったタブレット
を活用し、面接などで活用していき
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

外国語版母子手
帳のない国の場
合、外国版母子
手帳の確保に限
りがあるため、
英語版を多く用
意して対処に努
めます。

妊娠届出時、外国語版
母子健康手帳（英語、
インドネシア語、スペ
イン語、ハングル語、
中国語、タガログ語、
タイ語、ポルトガル
語、ベトナム語）を必
要に応じ配布し、相談
に応じます。

妊娠届出時、外国語版母子健
康手帳（英語、インドネシア
語、スペイン語、ハングル
語、中国語、タガログ語、タ
イ語、ポルトガル語、ベトナ
ム語の9ヶ国語）を必要に応じ
て配付し、相談に応じまし
た。
平成30年度は、英語版4件、ベ
トナム語3件、中国語2件、タ
ガログ語1件、ハングル語1
件、合計11件を配付しまし
た。
また必要に応じて、ファミ
リーセンターヴィオラや、千
葉国際コンベンションビュー
ローなど他機関との連携を図
りました。

在宅外国人の
育児支援

外国人用の母子健康手帳
の配付をします。

外国籍の人の、
出産・子育てに
ついて悩みや不
安解消につなが
ることが期待で
きます。

136

子
育
て
支
援
課

Ⅲ 1

(

3

)

②
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

近年、多国籍の在宅外国人が増えて
います。引き続き、英語版の通知文
の送付や、早期に外国版の問診票を
完成させ、在宅外国人が安心して健
診が受けられ、子育て支援ができる
よう努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
フォーラムや研修会で情報提供がで
きました。今後も情報提供による啓
発に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

多国籍の人が安
心して健診を受
けられるよう、
日本語が分かる
方との同伴や、
英語版の勧奨通
知や問診票の作
成に努めます。

乳児健康診査、1歳6か
月児健康診査、3歳児
健康診査を、それぞれ
年36回実施します。
健診を通じて、成長・
発達の確認および子育
ての悩みや不安解消な
ど、子育て支援を行い
ます。
健診時は通訳となる人
の同行を勧め、英語版
の通知文および問診票
を作成します。

健診未受診者3ケースに対し、
英語版の通知文にて受診勧奨
し、1件受診につながりまし
た。
また、英語版の問診票につい
ては、1歳6か月児健診用の作
成に着手しました。
受診した在宅外国人に対し、
予防接種等の保健指導を実施
し、個々に応じた子育て支援
に努めました。

男女共同参画
フォーラムや研
修会で情報提供
しましたが、よ
りわかりやすい
資料の作成に努
めます。

各種研修会・講習会で
情報提供します。
また、啓発にあたって
使用するチラシ等につ
いては、わかりやすい
内容のものを配布しま
す。

男女共同参画フォーラムでの
講演に加え、研修会でも情報
提供に努めました。
　
〔第１回〕
開催日:6月24日
参加者数:45人
〔第２回(職員研修会)〕
開催日:10月5日
参加者数:81人
〔第３回〕
開催日:2月23日
参加者数:55人

仕事・家庭生
活・地域活動の
調和のとれた社
会環境づくりに
つながります。

137

健
康
推
進
課

Ⅲ 1

(

3

)

②

在宅外国人の
育児支援

乳幼児健康診査を実施し
ます。

外国籍の人の、
出産・子育てに
ついて悩みや不
安解消につなが
ることが期待で
きます。

138
企
画
課

Ⅲ 2

(

1

)

①

ワーク・ライ
フ・バランス
促進のための
啓発

研修会・講習会等で情報
提供します。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

情報紙に記事を掲載しました。
今後もよりわかりやすい表現で掲載
するよう努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
フォーラムのテーマとして盛り込む
とともに、更なる内容の充実に努め
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共同参画
フォーラムの
テーマに盛り込
むとともに、わ
かりやすい内容
で啓発に努めま
す。

男女共同参画フォーラ
ムのうち、テーマの一
つとして盛り込みま
す。

男女共同参画フォーラムにお
いて、第１回を中心に、各
フォーラムにおいて、ワーク
ライフバランスの重要性につ
いて盛り込みました。

男女共同参画情
報紙に紙面の構
成を工夫し掲載
するとともに、
内容を精査して
わかりやすい表
現に努めます。

男女共同参画情報紙に
わかりやすい表現で啓
発記事を掲載します。

男女共同参画情報紙に、「ひ
とつ働き方を変えてみよう！
～カエル！ジャパン～」とい
う記事を掲載し、働き方につ
いて見直す啓発を行いまし
た。

男女共同参画フォーラム
の内容に盛りこみます。

仕事・家庭生
活・地域活動の
調和のとれた社
会環境づくりに
つながります。

139
企
画
課

Ⅲ 2

(

1

)

①

ワーク・ライ
フ・バランス
促進のための
啓発

140
企
画
課

Ⅲ 2

(

1

)

①

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）へ
掲載します。

仕事・家庭生
活・地域活動の
調和のとれた社
会環境づくりに
つながります。

ワーク・ライ
フ・バランス
促進のための
啓発
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

保育園入園や子育てに関する情報を
ホームページの更新や情報紙の発行
により、容易に入手できるよう提供
しました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

介護保険料や負担割合証など、介護
保険制度の改正内容を周知すること
ができました。
今後も制度改正があった場合は、広
報誌やホームページを利用し周知し
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

高齢者支援サー
ビスや介護保険
に関する情報を
引き続きホーム
ページ等により
提供するととも
に、関連するパ
ンフレットやチ
ラシなどを窓口
や各公民館等で
配布に努めま
す。

高齢者支援や介護保険
制度に関する情報を
ホームページや広報に
より提供します。

高齢者支援や介護保険制度改
正に関する情報をホームペー
ジや広報きさらづを通して周
知しました。
広報きさらづ7月号には、利用
者負担割合の見直し、負担限
度額認定証の更新手続き、第
三者行為の届出等について、
掲載し情報提供しました。

保育園入園のご
案内の中で、保
育時間一覧や
Q&Aを掲載する
など子育てに関
してより詳しく
わかりやすい情
報提供に努めて
いきます。

保育園入園や子育てに
関する情報をホーム
ページの更新、子育て
情報誌の作成を行い提
供します。

保育園入園案内に「保育園の
選び方」や「入園申込み状況
(待機児童について等)」追加
掲載しました。
また、子育て情報誌
「toi,toi,toi!」を発行しま
した。
ホームページには、情報をよ
りわかりやすく提供するため
子育て応援サイトを作成しま
した。サイトでは、「明るい
子育てイメージ動画」を配信
しています。（子育て支援
課）

142

介
護
保
険
課

Ⅲ 2

(

2

)

①

育児・介護支
援サービス情
報の提供

高齢者支援や介護保険制
度に関する情報をホーム
ページや広報により提供
します。

情報を提供する
ことにより、年
齢や性別にかか
わらずに制度並
びに支援の内容
を広く周知する
ことが期待でき
ます。

141

こ
ど
も
保
育
課

Ⅲ 2

(

2

)

①

育児・介護支
援サービス情
報の提供

保育園入園や子育てに関
する情報をホームページ
や情報紙により提供しま
す。

保育園の入園情
報や子育て情報
が容易に入手で
きるようになり
ます。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
研修会で情報提供をしましたが、更
なる内容の充実に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
情報紙に記事を掲載しました。市面
の構成を工夫し、よりわかりやすい
表現で掲載するよう努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

研修会・講習会
等で情報提供に
努め、配布する
チラシ等の内容
の充実を検討し
ます。

各種研修会・講習会で
情報提供します。
また、啓発にあたって
使用するチラシ等につ
いては、わかりやすい
内容のものを配布しま
す。

研修会や男女共同参画フォー
ラムのなかに盛り込むこと
で、周知に努めました。
また、関連した各種情報を資
料掲示等により提供しまし
た。

男女共同参画情
報紙の紙面の構
成を工夫し、啓
発記事を掲載し
ます。情報紙以
外の方法による
情報提供も検討
します。

男女共同参画情報紙へ
内容を精査し掲載しま
す。情報紙以外の方法
による情報提供も実施
します。

男女共同参画情報紙へ記事を
掲載しました。また、関連し
た各種情報を資料掲示等によ
り提供しました。

研修会・講習会等で情報
を提供します。

男性の育児・介
護休業取得者の
増加が期待でき
ます。

男性の育児介
護休業取得促
進のための啓
発

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）へ
掲載します。

男性の育児・介
護休業取得者の
増加が期待でき
ます。

143
企
画
課

Ⅲ 2

(

2

)

①

育児・介護休
業制度の普
及・啓発

144
企
画
課

Ⅲ 2

(

2

)

①
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連
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主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
研修会で情報提供をしましたが、更
なる内容の充実に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

研修会・講習会
等で情報提供に
努め、配布する
チラシ等の内容
の充実を検討し
ます。

各種研修会・講習会で
情報提供します。
また、啓発にあたって
使用するチラシ等につ
いては、わかりやすい
内容のものを配布しま
す。

研修会や男女共同参画フォー
ラムの講演のなかで取り上
げ、啓発をました。
また、関連した各種情報を資
料掲示等により提供しまし
た。

145
企
画
課

Ⅲ 2

(

2

)

①

男性の育児介
護休業取得促
進のための啓
発

研修会・講習会等で情報
提供します。

男性の育児・介
護休業取得者の
増加が期待でき
ます。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

子育て支援施策や就活応援講座の開
催について「きさらづ働くママ応援
サイト」を通じて発信したことや、
市公式ホームページでの周知・ＰＲ
等を行ったことで、概ね計画に沿っ
た事業の実施ができました。
今後は、就労支援等について、関係
機関とさらに連携を強化すること
で、企業による面接会の開催等、直
接就職に結びつく場の創出等につい
て検討していく必要があります。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

ホームページリニューアルやアプリ
の構築など情報提供の環境が充実し
たものとなったが、子育て世代の女
性に対する就労支援について内容の
充実に努めるとともに、アクセス数
を向上させ、有効なツールとして活
用できるよう、今後も周知等に努め
ること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

「きさらづ働く
ママ応援サイ
ト」を子育て世
代女性に必要な
情報やサービス
を提供できるサ
イトとして、機
能や利便性を高
める必要があり
ます。また、利
用者の増加を図
るためサイトの
更なる周知・Ｐ
Ｒを行う必要が
あります。

「きさらづ働くママ応
援サイト」内コンテン
ツを一層充実させるた
め、子育て・就労支援
等の関係機関と連携を
強化し、利便性の向上
を図ります。
また、平成31年2月運
用開始予定の市独自ア
プリケーションや、再
構築によりリニューア
ルする市公式ＨＰを活
用して、サイトの周
知・ＰＲをさらに積極
的に進めます。

「きさらづ働くママ応援サイ
ト」で、子育てに関する市の
施策紹介や、子育て世代の女
性を対象とした就活応援講座
など、関係各課等と連携した
情報発信を行うなど利便性の
向上を図りました。
また、平成31年2月に市公式
ホームページのリニューアル
を行うとともに、ホームペー
ジと連動させた市公式アプリ
ケーション「らづナビ」を開
発しました。リニューアルし
た市公式ホームページでは、
トップページの見やすい位置
にサイトバナーを設置しまし
た。らづナビを周知し、利活
用を促進することでサイトの
PRにつながるものと考えま
す。

子育て世代女性
の社会参加・再
就職の促進に寄
与します。

146

情
報
政
策
課

Ⅲ 2

(

2

)

①

ＩＣＴを活用
した子育て世
代女性支援

ＩＣＴを活用した子育て
支援、キャリアアップ支
援等を行うサイトの運用
を通じ、子育てしながら
働きやすい環境づくりを
促進し、女性の社会参
加・社会進出を進めま
す。
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連
番

課
名

基
本
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標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

令和元年度中に整備予定の事業につ
いては、選定を行うことができまし
たが、令和2年度に整備を予定してい
る事業に関しては応募がなかったた
め、引き続き公募手続きを進め、事
業者を選定に取り組みます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
各種障がい福祉サービスを支給し、
障がい者の自立及び介護者の支援を
行いました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

各個人の障がい
特性に応じた介
護に係る障がい
福祉サービス支
給に努めます。

法に基づき、障がい程
度に応じ介護給付費の
支給をいたします。

介護給付費につきまして、延
べ7,354件の支給決定を行いま
した。

高齢者が介護を
要する状態に
なっても、でき
る限り住み慣れ
た地域で生活す
ることができる
ように、引き続
き地域密着型
サービスの充実
を図ります。

地域に根ざし、ニーズ
に合った地域密着型の
介護施設の整備のた
め、定期巡回・随時対
応型訪問介護看護、小
規模多機能型居宅介
護、小規模特別養護老
人ホーム、認知症高齢
者グループホームの整
備事業者を選定しま
す。

定期巡回・随時対応型訪問介
護看護、小規模特別養護老人
ホーム併設小規模多機能型居
宅介護、認知症高齢者グルー
プホームについて、それぞれ
１事業者を選定しました。

介護を必要とする障がい
者に対して、障がいの程
度に応じて介護支援サー
ビス等を実施します。

介護支援サービ
スの推進を通
じ、介護者の負
担軽減が図れま
す。

147

介
護
保
険
課

Ⅲ 2

(

2

)

②

介護支援サー
ビスの推進

148

障
が
い
福
祉
課

Ⅲ 2

(

2

)

②

身近な日常生活圏域に密
着した介護サービスの拠
点となる施設を整備充実
させ、利用者ニーズに
あった介護サービスの充
実に努めていきます。

男女ともに住み
慣れた地域で介
護サービスを受
けることによ
り、より安心し
て暮らすことが
期待できます。

介護支援サー
ビスの推進
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連
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課
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標

主
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課
題
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策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

社会館保育園乳児棟の増設により、1
歳児2歳児の受入れ人数が20名増えま
した。
乳児保育、障がい児保育、延長保育
を実施する施設を増設したことによ
り、多様化する保育ニーズへの対応
が可能になりました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

放課後学童クラブを支援すること
で、安定的な運営が図られました。
引き続き児童の健全育成を図ると共
に、留守家庭の子育てを支援してい
きます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

私立保育園1園
の創設に対して
補助を実施し待
機児童数が減少
に転じました。
また、既存の園
に加えて、当該
保育園において
も乳児保育、延
長保育を実施し
ました。
保育サービスの
向上に向け今後
も継続していき
ます。

今年度において、平成
31年4月の開園に向け
て、私立保育園1園の
新棟の増設に対し補助
を実施します。
また、当該保育園にお
いて、乳児保育、障が
い児保育、延長保育を
実施します。

私立保育園1園に補助金を交付
し、新棟の増設を実施しまし
た。
また、当該保育園において、
乳児保育、障がい児保育、延
長保育を実施します。

金田小学校区に
おいて放課後学
童クラブが開所
されていないた
め、当該地区に
クラブを新設で
きるよう努めま
す。

市内の学童保育事業者
の活動を支援（補助金
を交付）します。

放課後児童健全育成事業者に
補助金を交付し、放課後学童
クラブの運営を支援しまし
た。
新たに設置されたクラブを含
め、市内放課後学童クラブ
は、
42クラブとなりました。

150

こ
ど
も
保
育
課

Ⅲ 2

(

2

)

②

学童保育(放
課後児童健全
育成事業)へ
の支援

市内の小学校等に在籍す
る児童で、下校後家庭に
おいて監護する者がいな
い児童を保育する事業者
に対し、補助金を交付
し、児童の健全育成を図
ります。

留守家庭の子育
て援助を行うこ
とにより、多様
化する生活への
対応となりま
す。

149

こ
ど
も
保
育
課

Ⅲ 2

(

2

)

②

多様化する保
育ニーズへの
対応

公立及び私立保育園にお
いて、乳児保育、障がい
保育、延長保育、一時保
育、休日保育等を実施す
るとともに、保育園入園
待機児童の発生防止を図
るため、民間事業者によ
る保育園の建設を促進
し、保育サービスの向上
を図ります。

多様な保育ニー
ズに的確に対応
できます。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

来年度以降の男女共同参画情報紙へ
掲載できるように努め、引き続き情
報提供等による啓発に取り組みま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

今後男女共同参画情報紙への掲載を
目指すとともに、ホームページ等を
活用し、情報提供等による啓発に努
めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
研修会で情報提供をしましたが、更
なる内容の充実に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

研修会・講習会
等で情報提供に
努め、配布する
チラシ等の内容
の充実を検討し
ます。

各種研修会・講習会で
情報提供します。
また、啓発にあたって
使用するチラシ等につ
いては、わかりやすい
内容のものを配布しま
す。

研修会で情報提供をしまし
た。さまざまな機会をとらえ
て、更なる情報の提供につと
めます。

男女共同参画情
報紙の紙面の構
成を工夫し記事
の掲載に努めま
す。情報紙以外
の方法による情
報提供も検討し
ます。

男女共同参画情報紙へ
内容を精査し掲載しま
す。情報紙以外の方法
による情報提供も実施
します。

限られた紙面で「性と生殖に
関する尊厳性と健康」に関す
る記事は掲載できませんでし
たが、資料掲示等の方法によ
り情報の提供に努めました。

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）へ
掲載します。

性と生殖に関す
る尊厳性や健康
への理解が深め
られます。

性と生殖に関
する尊厳性と
健康について
の啓発

研修会・講習会等で情報
提供します。

性と生殖に関す
る尊厳性や健康
への理解が深め
られます。

151
企
画
課

Ⅳ 1

(

1

)

①

性と生殖に関
する尊厳性と
健康について
の啓発

152
企
画
課

Ⅳ 1

(

1

)

①
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連
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課
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主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

保健指導用食品サンプルを購入した
ことにより、妊婦の現状の生活に
あった保健指導が実施できるように
なりました。
今後は指導の質向上のため、健康推
進課栄養士との協働強化に努めま
す。
父親及びパートナーが来所した際に
は、妊婦疑似体験や赤ちゃん人形の
抱っこ体験などを通して、父性の獲
得への支援を行いました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

個別支援プラン
の作成の、妊婦
の食事のアン
ケートの評価を
し、保健指導に
つなげていきま
す。母子保健
コーディネー
ターの研修体制
の充実に努めま
す。

母子保健コーディネー
ターの保健指導の充実
を図り、必要に応じて
子ども家庭担当、健康
推進課と連携し、切れ
目ない支援を行いま
す。
母子健康手帳交付時の
資料、フードモデル
等、指導教材を見直
し、効果的な保健指導
を実施します。
また、父用資料の活用
や父の来所があった場
合は妊婦疑似体験ジャ
ケットの着用を通し
て、父への子育ての指
導も行います。

母子手帳を986件交付し、全て
専門職による面接を実施しま
した。
そのうち支援プランを作成
し、継続的な支援が必要な者
249人に対し、電話や面接など
で切れ目ない支援を行いまし
た。
研修会や情報共有を行うこと
で、母子保健コーディネー
ターの保健指導の充実を図
り、必要に応じて子ども家庭
担当、健康推進課と連携し、
切れ目ない支援を行いまし
た。
母子健康手帳交付時の資料作
成、栄養指導用フードモデル
を購入し、より実態にあわせ
た保健指導を実施しました。
また、父親用資料の活用や、
父親の来所があった場合は、
妊婦疑似体験ジャケットの着
用を勧め、年80件実施し、父
親への子育ての指導を行いま
した。

153

子
育
て
支
援
課

Ⅳ 1

(

1

)

②

妊娠・出産に
おける健康の
支援

母子手帳発行にあわせ、
妊娠中の体調の変化や食
事についての健康相談を
全数実施します。

妊産婦の健康に
ついての相談等
を受けること
で、悩みや不安
解消につながる
ことが期待でき
ます。
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連
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課
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基
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標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

受診勧奨を対象を拡大して実施しま
したが、全体的にやや減少傾向であ
り、初受診が伸びませんでした。
今後も個別受診勧奨を実施し、併せ
てレディースがん検診の再開、実施
回数の増加、申込み方法や開催時間
の改善等を行い、初受診者及び継続
受診者の増加を図ります。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

勧奨効果を検証
し、より効果的
な個別勧奨を次
年度以降実施す
ることで受診者
増を図るととも
に、わかりやす
い周知内容や検
診を受けやすく
する環境づくり
の改善を積み上
げていきます。

受診勧奨の個別通知を
実施します。
勧奨者の受診状況を確
認し、効果的な勧奨方
法を検討します。受診
者へアンケートを行
い、受診環境の改善を
図ります。
子宮がん検診：集団検
診5回、個別検診通年
実施。乳がん検診：24
回。検診時にﾏﾝﾓﾓﾃﾞﾙ
等を用い乳がん自己検
診法の健康教育を実施
します。
子宮頸がん予防ワクチ
ンは、予防接種につい
て広報紙やホームペー
ジ、また検診時に周知
を図ります。

年齢･受診歴に応じたがん検診
受診勧奨を実施しました。
また、マンモモデルに触れる
機会を作り自己触診の実施を
促しました。
アンケートの結果、レディー
スがん検診のニーズや受けや
すい受診条件の傾向がわか
り、改善点を検討しました。
公式ホームページに、子宮頸
がんの原因となるウイルス
（HPV）と、子宮頸がん予防ワ
クチンを接種することによる
感染の予防について、情報を
掲載し周知しました。

子宮がん検診
実施回数:5回
受診者数:4,408人

乳がん検診
実施回数:25回
受診者数:3,741人

子宮頸がん予防ワクチン接種
者数
延べ12人

女性特有のがん
の早期発見・予
防が図られま
す。

154

健
康
推
進
課

Ⅳ 1

(

1

)

②

女性特有のが
ん予防の推進

乳がん・子宮がん予防の
ための検診や子宮頸がん
予防ワクチンについて周
知します。
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連
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基
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標

主
要
課
題
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策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
補装具給付事業、日常生活用具給付
事業を通じ、障がい者の自立を支援
しました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
引き続き、男女ともに介護予防教室
への積極的な参加を促すとともに、
各種予防教室を開催します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

各種介護予防教室を開催する
にあたり、男女ともに積極的
な参加を促しました。

介護予防教室
開催回数:343回
参加者数:7,451人

補装具等を給付
するにあたり受
給者一人一人の
特性にあった支
給ができるよう
認定審査に努め
ます。

法に基づき、補装具具
やストマ等に係わる費
用の支給をいたしま
す。

障害者総合支援法に基づき、
各種事業を実施しました。

補装具給付事業
（車椅子、補聴器等）217件

日常生活用具給付事業
（ストマ等）5,013件

高齢者ができる限り介護
を受けずに健康で生き生
きした生活を送れるよう
に支援します。

男女ともに介護
予防への積極的
な参加を促しま
す。

155

障
が
い
福
祉
課

Ⅳ 1

(

2

)

①

障害者総合支
援法に基づく
自立を支援す
る各種事業の
実施

156

高
齢
者
福
祉
課

Ⅳ 1

(

2

)

①

男女ともに、介
護予防教室への
積極的な参加を
促して、引き続
き各種介護予防
教室の開催に努
めます。

わかりやすい内容のチ
ラシ等を作成・配布
し、各種介護予防教室
を開催します。

平成25年度施行された障
害者総合支援法に基づ
き、各種事業を実施しま
す。

補装具給付事
業、日常生活用
具給付事業など
を通じ、障がい
者の自立を支援
することができ
ます。

介護予防教室
の開催
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主
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具
体
的
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

中郷地区では65歳以上もまだまだ現
役で地域産業を支えているため、学
級生との日程が合わず、予定回数を
実施することはできませんでした
が、家庭内での男女の役割について
話す時間を設けることができまし
た。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

今後も参加しやすい日程などを調整
しながら、多くの方に参加していた
だける学級づくりに取り組むこと。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

157

中
郷
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

①

中郷高齢者学
級の開催

高齢者学級を開催し、高
齢者の生きがいづくりや
健康管理を進めるととも
に、自主的な活動を支援
します。

高齢者の生きが
いづくり仲間作
りを推進し、自
立を目指しま
す。

日常の生活を振
り返る機会と
し、課題の解決
に向けての学習
を行います。

月1回ペース(年間9
回）で開催、定期的に
かかわりを持つ中で、
男女共同参画について
考える機会を増やしま
す。

防災食実習、デコパージュ等
新しいことにチャレンジでき
る内容を多く設け、防災への
備え、防災時の対応等、夫婦
で役割分担しているかについ
て、考えました。

中郷みのり学級
年間開催回数:7回(5月～3月)
参加者数:26人

活動を通して男
女共同参画につ
いて理解を深
め、高齢者の自
立支援に努めま
す。

各公民館で開催しま
す。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。

高齢者の自立
支援のための
学級の開催

各公民館で、高齢者の生
きがいづくりや健康管理
を進めるとともに、自主
的な活動を支援するた
め、高齢者学級を開催し
ます。

地域における高
齢者の自立支援
のための学習活
動を支援する中
で、男女共同参
画の意識を高め
ることが出来ま
す。

公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

①
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事業名
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及び
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男女共同参画
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みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

家庭でも料理を振舞うなど、自主的
に活動する姿も見られますが、受講
者の固定化とサークル化に向けた自
立への促しが課題となります。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 障がい者の社会参加の促進、福祉の
増進が図りました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

158

富
来
田
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

①

活き生きクッ
キングの開催

老後を安心して暮らせる
ように、料理経験の浅い
男性を対象として、基礎
的な調理技術を習得し独
居に備えて自立できるよ
うな支援体制づくりに役
立てます。

高齢者男性が独
居に備えて自立
できることが期
待できます。

料理の基本を学
習し、気軽に調
理実習に参加し
興味を持っても
らうよう努めま
す。

高齢者男性を対象にし
て独居に備えて自立で
きるように、調理実習
等を年5回開催しま
す。

韓国料理・夏バテ知らず料
理・デザート作りなどに取組
み、秋の文化祭には出店する
までに至りました。
また、家族や孫などに腕を振
舞っている報告を受けてお
り、家庭での料理参画ができ
てます。

活き生きクッキング
開催回数:全5回
学級生:16人

障害者自立支援法に基づき、
各種事業を実施しました。

訓練等給付事業
延べ3,782件

コミュニケーション支援事業
延べ261回

移動支援事業
延べ6,804時間

日中一時支援事業
延べ5,033回

159

障
が
い
福
祉
課

Ⅳ 1

(

2

)

②

障害者総合支
援法に基づく
社会参加を支
援する各種事
業の実施

平成25年度施行された障
害者自立支援法に基づ
き、各種事業を実施しま
す。

訓練等給付事
業、コミュニ
ケーション支援
事業や移動支援
事業、その他支
援事業などの
サービスを利用
することによ
り、障がい者の
社会参加が図れ
ます。

法に基づき社会
参加を支援する
事業の実施に引
き続き努めま
す。

法に基づき、訓練等給
付費や地域生活支援に
係わる各種サービス費
の支給をいたします。
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計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

地域の中でつながりを持ちながら、
学級を通じ今まで培ってきた知識を
還元し、地域に貢献することができ
る人材育成をしていくことが必要で
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

160

中
央
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

中央ふれあい
学級の開催

高齢者学級を開催し、高
齢者の生きがいづくりや
健康管理を進めるととも
に、自主的な活動を支援
します。

地域における高
齢者の学習活動
を支援すること
で、男女関係な
く高齢者の社会
参加を促進しま
す。

参加者が増加
し、充実した開
催ができるよう
学級運営を工夫
していきます。
さらに、学びを
通して高齢者世
代に男女共同参
画の視点につい
て考え、理解す
る機会を作り、
活動に役立てて
いきます。

地域に住む高齢者を対
象に、生きがいづくり
や健康増進、交流を深
め、学習を地域活動に
活かすことができるよ
う、男女共同参画の意
識を高め、高齢者学級
を開催していきます。
月1回(年間11回）
開催

各公民館で、高齢者の生きが
いづくりや健康管理を進める
とともに、自主的な活動を支
援するため、高齢者学級を開
催する中で男女共同参画の意
識を高めることができまし
た。

中央ふれあい学級
年間開催回数：11回(5月～3
月)
参加者数：延べ406人
登録者数：56人

地域における高
齢者の学習活動
を支援すること
で、男女関係な
く高齢者の社会
参加を促進しま
す。

活動を通して男
女共同参画につ
いて理解を深
め、高齢者の生
きがい作りに寄
与します。

地域の実情に応じて高
齢者学級を開催しま
す。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。

公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

高齢者学級の
開催

各公民館で、高齢者が意
欲を持って学び、社会活
動参加を促進するため、
高齢者学級を開催しま
す。
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計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

男女の比率に偏りがあるので、今後
男性の増加に期待をしつつ、男女問
わない講座内容等での開催に努めま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

男女ともに参加しやすい講座開催に
努め、参加者も多い状況でした。
今後とも新規参加者の募集に努めま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

162

鎌
足
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

鎌足桜学級の
開催

高齢者を対象に、生き甲
斐づくりや健康づくりに
関する学習を行う学級を
開催します。

高齢化社会とい
われる現状を考
えながら男女別
なく事業を開催
することによっ
て、高年齢と言
われる方々を通
して男女共同参
画の意義を広め
る効果が期待で
きます。

高齢者同士の交
流と親睦を深
め、生きがいと
健康づくりの一
助となっていま
す。男女問わず
参加できる講座
内容を検討して
いきます。

年間11回(月1回）程度
開催を予定します。

調理実習、健康に関する講座
のほか、移動教室、映画鑑賞
など男女ともに参加しやすい
講座を実施しました。

鎌足桜学級
開催回数:11回
参加者数:31人

161

富
来
田
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

富来田みどり
学級の開催

日々めまぐるしく変化す
る現代社会の中で、高齢
者が健康を維持して、生
きがいのある生活を送る
ための講演等を行いま
す。

高齢者が人生の
生きがいや楽し
みを見つけるこ
とができ、社会
参加を促進しま
す。

地域が高齢化し
ており、生きが
いや楽しみを模
索し、高齢者同
士の交流を深め
る機会を提供し
ます。男女問わ
ず参加できる講
座内容を検討し
ていきます。

健康や高齢者が抱える
問題・生きがい等を含
めた内容を年10回程度
開催を予定します。

健康学習を中心に実施し、男
女共同の活動ができました。
クラフトなど手先を使う回で
は女性が男性を手伝い、身体
を動かす回では、男性が女性
に教えるなど、男女共同して
活動しています。

富来田みどり学級
開催回数:10回
学級生:55人
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みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

参加した高齢者には、互いの交流は
もちろんのこと、学びや健康増進の
場とすることができました。
しかし、新規参加者がいないなどの
懸案事項があるため、募集方法や講
座内容について再度検討に努めま
す。
なお、金田地域交流センターでも継
続実施する予定です。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

金田公民館から引継ぎ、金田交流セ
ンターにおいても事業を継続し、参
加者の増加と内容の充実に努めるこ
と。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

163

金
田
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

金田むつみ教
室の開催

高齢者の定期的継続的学
習の機会として実施し、
現代社会に適応し、健康
で生きがいを持った生活
のための学習の機会とし
ます。また、高齢者の永
年培った能力を社会に還
元する機会も設けます。

男女を問わず高
齢者が意欲を
持って学び、社
会活動に関わる
契機とします。

地域老人クラブ
と一緒に活動し
てきたが、老人
クラブ衰退とと
もに活動に支障
が出てきたた
め、新たに募集
をかけるととも
に、高齢者に生
きがいづくりの
場を提供できる
よう努めます。
男女問わず参加
できる講座内容
を検討していき
ます。

年間11回(月1回）程度
開催を予定します。
（なお、平成30年度で
金田公民館廃館となり
事業の継続について検
討します。）

高齢者の生きがいづくりや、
仲間づくりの場として、自己
紹介・雑学3回・自立支援体操
3回・移動教室を実施しまし
た。

金田むつみ教室
開催回数:8回
参加者数:延べ64人
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】
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具
体
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

工事の影響で八幡台公民館が使用で
きなかったため、少し離れた会場を
使用せざるを得ませんでしたが、多
くの参加を得ることができました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

164

八
幡
台
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

①

八幡台かえで
学級の開催

高齢者を対象に、生き甲
斐づくりや健康づくりに
関する学習を行う学級を
開催します。

男女を問わず高
齢者が意欲を
持って学び、社
会活動に関わる
契機とします。

八幡台かえで学
級で男女問わず
学習ができる内
容を検討しま
す。

八幡台かえで学級で男
女問わず学習ができる
内容を予定します。

平成30年度は八幡台公民館が
耐震補強改修工事を行った影
響で、会場を八幡台自治会集
会所にして実施しました。

八幡台かえで学級
概ね65歳以上の方を対象に、
制作体験や音楽鑑賞、悪質商
法についての学習などを行い
ました。
実施回数:10回
登録者人数:38人
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
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主
要
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策
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体
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

講座内容については、各班の班長や
その他の役員に、公民館側の企画案
を検討していただくところから運営
しています。年間を通じて、講座運
営の中で、地域・団体の牽引役と
なっていただいている男性受講生も
いますが、同様の役割を担っていた
だいている女性については、今後に
期待するところです。
男女平等に関する課題の取り組みに
ついては十分に達成できませんでし
た。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

今後も高齢者の生きがいづくりのな
かで、男女共同参画の視点にたった
学級づくりに努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

165

東
清
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

東清さわやか
学級の開催

高齢者を対象に、生き甲
斐づくりや健康づくりに
関する学習を行う学級を
開催します。

男女共同参画の
視点に立ち、自
主的な学級運営
と学習活動をす
すめ、高齢者の
社会参加を促進
します。

高齢者同士の交
流と親睦を深
め、生きがいと
健康づくりの一
助となることを
目的としつつ、
年齢的に興味・
関心の高いと思
われる内容や、
世代間との交流
の機会になるよ
うなプログラム
も取り入れま
す。

年9回程度開催しま
す。

2回の工場見学やエンディング
ノート作り、芸術鑑賞講座、
東清小の子どもとの交流等を
計画・実施しました。

東清さわやか学級
開催回数:9回
参加人数:49人
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29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
男性の参加者の増加が図れるよう、
授業の構成等に工夫するように努め
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

166

畑
沢
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

畑沢むつみ学
級の開催

高齢者の定期的継続的学
習の機会として実施し、
現代社会に適応し、健康
で生きがいを持った生活
のための学習の機会とし
ます。また、高齢者の永
年培った能力を社会に還
元する機会も設けます。

男女を問わず高
齢者が意欲を
持って学び、社
会活動に関わる
契機とします。

男性の参加が少
ない為、男性の
参加の促進に努
めます。

年間10回程度の高齢者
教室を定期的に開催し
ます。

運営方法は例年と同じく、5班
の班編成で役員、各班長を中
心に活動しました。
プログラムについては、手先
や体を動かし、楽しみながら
健康を維持できるよう、また
活動日以外でも健康への意識
が高まるような講義を入れる
など工夫しました。
役員の積極的な声かけや行動
により、全体の動きがスムー
ズになっています。
しかし、個々の積極的な運営
への意識が高まっていけるよ
う、さらに努めていく必要が
あります。

畑沢むつみ学級
開催回数：10回
参加者数：延べ人数390人
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29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

参加者の固定化を防ぎ、男性の参加
者増加を目指して、広報を通じて新
たに参加者を募集したところ、男性
の参加者の増加が見られました。
全体の参加率は良いですが、男女比
率が1:8と女性が多いため、多数の女
性の意見に偏りがちな事業内容が比
較的多くなりがちでした。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

167

岩
根
西
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

ふれあい学級
の開催

高齢者を対象にした学級
を開催し、高齢社会の課
題について学習を深め、
生きがいづくりを図りま
す。

男女共同参画の
視点に立って、
家庭内や地域で
の男女平等意識
を高めます。

高齢者間の親睦
を深めるととも
に、生きがい対
策、心身の健康
増進の一助と
なっています。
班編成を通して
役割分担や役員
づくりを行いま
したが、地域の
リーダー作り、
相互扶助の関係
作りについて
は、まだ時間が
必要です。男女
問わず参加でき
る講座内容を検
討していきま
す。

年間10回(月1回）程度
の開催を予定します。

身近なテーマから関心の高い
ものを取り入れ、開催しまし
た。
全体で一緒に考え、意見交換
できるような環境づくりをし
た。

ふれあい学級
開催回数:10回(5月～3月)
参加者数:41名（延べ246人）
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男女共同参画
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みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

学級生のアンケート結果は高評価
だった一方で、学級生の高齢化が進
み、体調を崩す方が多く、出席率が
低下していることから、適正な実施
回数を検討する必要があります。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

168

西
清
川
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

①

西清川福寿学
級の開催

高齢者を対象に、生き甲
斐づくりや健康づくりに
関する学習を行う学級を
開催します。

学級の運営等に
関わり、性別を
越えて男女共同
参画の視点をも
つことを促進し
ます。

メインテーマを
「健康で長生
き」とし、サブ
テーマを「カル
シウムと丈夫な
骨」と題して実
施します。

空調設備改修工事のた
め回数を8回に減らし
て実施します。

計画回数どおりに実施し、
「カルシウムと丈夫な骨」を
テーマに、栄養素を考慮した
献立や、骨ほね体操の実践方
法を学ぶことができました。

西清川福寿学級
開催回数:8回
参加者数:260人
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主
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具
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

事業計画どおり開催しました。
次年度も男女共同参画の趣旨を踏ま
えた開催に務めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

会議を通じて各機関同士の情報共有
がはかれていると共に、保育園・幼
稚園に対す巡回相談を通じて、子ど
もへの支援の連携がはかりやすく
なっています。
今後、巡回相談実施園を拡充するこ
とで更なる支援が図れると思われま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

169

波
岡
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

なの花教室の
開催

豊かで充実した生活を営
むために生きがいと健康
づくりをめざし、高齢者
の学習活動の支援を行い
ます。

男女平等社会の
実現に向け地域
住民の意識を高
め、高齢者の社
会参加を促進し
ます。

男女共同参画の
趣旨を踏まえ、
学習内容に配慮
し、実施をして
いきます。

年間10回（月1回）程
度の実施を予定しま
す。

高齢者を対象に、男女がとも
に参画できる交通安全教室
や、スポーツや合唱などの講
座を開催しました。

波岡菜の花教室
年間開催回数:10回(5月～3月)
参加者数:71名

170

子
育
て
支
援
課

2

(

1

)

①

子育てに関す
る関係機関と
の連携の充実

子育てに関する各関係機
関との情報交換をしま
す。

子育てのための
情報を得ること
により、安心し
て子育てができ
ます。

子どもに関わる
機関の関係者と
の情報交換は、
子育て支援・母
子保健を推進す
る上で有効であ
ることから、定
例的な会議を継
続していく必要
があります。

地域子育て支援セン
ター会議の開催、要保
護児童対策連携協議
会、保育園の園長・副
園長会議、市地域自立
支援協議会子ども部
会、特別支援連携協議
会への参加など定期的
に情報交換を行いま
す。

地域子育て支援センター会議
を年4回開催、要保護児童対策
連携協議会（毎月開催）、保
育園の園長・副園長会議（毎
月開催）、地域自立支援協議
会子ども部会、特別支援連携
協議会（年3回）への参加など
を通じて定期的な情報交換を
行いました。
また、新規事業として、保育
園・幼稚園に対して巡回相談
を9園（32回）実施し、延べ91
名の児の相談を行いました。
各保育園・幼稚園とつながり
を持つこともでき、巡回相談
以外にも園から31件の相談が
ありました。

Ⅳ

110



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
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課
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標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

子育て世代包括支援センターとして
の新規事業である産前・産後サポー
ト事業や健康推進課からの継続事業
を拡大したこども相談は、概ね順調
な滑り出しでの事業展開ができまし
た。
今後は、プレママ講座に関しては、
初妊婦だけでなく経産婦向けの講座
を開催すること、また赤ちゃん広場
に関しては、生後3ヶ月以降に地域子
育て支援センターへつないでいくた
めの方策など事業内容を検討する必
要があります。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

171

子
育
て
支
援
課

2

(

1

)

①

安心して子育
てができる施
策の推進

妊産婦訪問指導・新生児
訪問指導・乳幼児健康診
査・健康相談・健康教室
等を実施します。

各種事業を通し
て、安心して子
育てができま
す。

健康推進課をは
じめとした関係
各課と連携し、
切れ目ない支援
を強化していき
ます。

母子健康手帳の交付の
際に、すべての妊婦に
保健指導を実施し、支
援の必要な妊婦は、継
続的フォローを実施し
ます。
産前産後サポート事業
として、初妊婦対象
の、プレママ講座、生
後３ヶ月を頃までの赤
ちゃんと母のためのサ
ロンを週１回実施しま
す。
新生児・産婦・乳児家
庭全戸訪問指導とし
て、市内で出生したす
べての赤ちゃんへの訪
問を実施します。
子どもの発達の相談に
対応するため週１回こ
ども相談を実施しま
す。

母子手帳を986件交付し、専門
職による面接を実施しまし
た。
うち継続的な支援が必要な者
249人に対し、継続支援を行い
ました。
また、産前サポート事業であ
るプレママ講座や、産後サ
ポートである赤ちゃん広場を
開催しました。
新生児・産婦・乳児家庭全戸
訪問事業では、1,060人の訪問
を実施しました。
さらに、こどもの発達の相談
に対応するこども相談は、221
人の相談に対応しました。

プレママ講座
開催回数:41回
参加者数:163人

赤ちゃん広場
開催回数:46回
参加者数:268人

Ⅳ
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具
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

子育て支援課等と連携し、切れ目な
い支援体制を構築しました。
引き続き、保護者が安心して子育て
ができるために、より良い支援体制
の発展と支援の拡充に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

子育て支援課を
はじめとした、
関係各課と連携
し、切れ目ない
支援を強化して
いきます。

にこにこ健康相談・
じょうずにモグモグ教
室は年12回。7か月教
室は年24回。乳幼児健
診は乳児・1歳6か月
児・3歳児で各年36回
実施します。

全て計画通りにそれぞれの事
業を実施しました。
継続支援が必要な場合には、
子育て支援課、地域子育て支
援センター、医療機関等の関
係機関に繋ぎ、保護者の不安
の軽減や安心して子育てが出
来るよう切れ目のない支援に
努めました。また、関係機関
と定例会を設け、情報交換や
活動報告、課題について共有
の場を設けました。

にこにこ健康相談
開催回数：12回
参加者数：349人

じょうずにモグモグ教室
開催回数：12回
参加者数：136組

7か月教室
開催回数：24回
参加者数：349組

乳児健診
開催回数：36回
受診者数：961人
　
1歳6か月児健診
開催回数36回
受診者数1,094人
　
3歳児健診
開催回数36回
受診者数1,120人

172

健
康
推
進
課

Ⅳ 2

(

1

)

①

安心して子育
てができる施
策の推進

妊産婦訪問指導・新生児
訪問指導・乳幼児健康診
査・健康相談・健康教室
等を実施します。

各種事業を通し
て、安心して子
育てができま
す。

112



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策
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具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
社会の要請、参加者からの要望に応
えられるような学習内容の充実を図
ります。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
さらに充実した内容が提供できるよ
う検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

保育ボランティア入門講座を
実施しました。
ボランティアの育成を行うと
共に、現在ボランティアとし
て活動している方にとって
も、良い研修機会となりまし
た。

保育ボランティア入門講座
開催回数:全4回
参加者数：延べ42人

講座においては保育に必
要な知識の習得を図りま
す。

174

生
涯
学
習
課

2

(

1

)

①

保育ボラン
ティアの育成
及び研修機会
の充実

保育に必要な知
識を習得するこ
とによって、保
育を家庭だけで
はない、地域で
支える体制作り
が期待されま
す。

市民のニーズに
応えた研修機会
を提供します。

保育ボランティアを育
成するだけでなく、孫
育てやさまざまな機会
に役立つ講座を開催し
ます。

時代のニーズに合わせた、子
ども･子育てに係る様々な学習
内容を提供しました。

開催回数:全4回（希望者は保
育ボランティアの実習）
参加者数:42人

11月26日 あなたもできる保育
ボランティア！～保育グルー
プこあらの会の活動から～
12月10日 子どもと絵本～絵本
の選び方と読み聞かせ～
1月18日 子育て支援で大切に
したいこと～保育現場からの
アドバイス～
1月29日 配慮が必要な子ども
の理解～子育て支援者とし
て、知っておきたいこと～

173

生
涯
学
習
課

2

(

1

)

①Ⅳ

Ⅳ

保育ボラン
ティアの育成
及び研修機会
の充実

「保育ボランティア養成
講座」を開催し、社会教
育施設で実施される各種
学級講座において保育活
動を実施します。

保育に必要な知
識を習得するこ
とによって、保
育を家庭だけで
はない、地域で
支える体制作り
が期待されま
す。

保育グループこ
あらの会と引き
続き連携を深
め、円滑な運営
のために助言を
します。

公民館等での保育付学
級の運営が充実するた
めに保育ボランティア
の活動に協力し、求め
に応じて助言します。
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事業名
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及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
今後もこあらの会の活動に協力し、
求めに応じ支援を行います。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

保育ボラン
ティアの育成
及び研修機会
の充実

保育グループ「こあらの
会」と連携を深め、保育
体制の充実をめざしま
す。

保育体制を充実
させることによ
り、保育を地域
で支える体制作
りが期待されま
す。

保育グループこ
あらの会と引き
続き連携を深
め、円滑な運営
のために助言を
します。

保育グループこあらの
会の活動に協力し、必
要に応じて助言しま
す。

保育グループこあらの会が毎
月１回実施している定例会に
出席し、公民館等での保育の
状況を把握すると共に、必要
に応じて改善策について助言
することで、保育活動が円滑
に進むよう支援しました。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。

175

生
涯
学
習
課

2

(

1

)

①

公
民
館

Ⅳ 2

(

1

)

①

乳幼児をもつ
母親の交流機
会の提供

各公民館で、乳幼児と親
の交流と情報交換・学習
の機会を提供します。

交流を深める中
で、男女共同参
画の意識を高め
ていきます。

Ⅳ

各地区により状
況が異なること
もあり、地域の
特徴に合った取
り組みをしてい
きます。

地域の実情に応じて各
公民館で開催します。
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主
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施
策
の
方
向
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体
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

参加者が80組を超えるなど、平成29
年度から地域課題事業として取り組
み、親子の交流や情報交換、学習の
場として提供することができまし
た。
なお、金田地域交流センターでも継
続して実施します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
今後も引き続き、条例等に基づき、
ひとり親家庭等に医療費助成金を支
給します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

176

金
田
公
民
館

Ⅳ 2

(

1

)

①

金田なかよし
クラブの開催

乳児・幼児と親の交流と
情報交換・学習の機会と
して定期的に実施しま
す。少子化の中で孤立化
する親への支援体制づく
りに役立てます。

少子化の中で孤
立化・密室化す
る子育て環境を
改善し、安心し
て子育てが出来
る地域づくりに
役立てます。

クラブ生が相互
で役員を選出
し、事業内容も
吟味しながら計
画を立て実施し
ているので、今
後も現状維持で
運営を行いま
す。また、年々
参加者が増えて
いるため、公民
館事業の中で
も、地域課題事
業として焦点を
当てて行う方針
です。

年間23回(月2回）程度
の開催を予定します。
（なお、平成30年度で
金田公民館廃館となり
事業の継続について検
討します。）

地域開発とともに転入者が増
加する中、孤立しやすい親子
の交流の場として,リトミック
4回、ベビーマッサージ2回、
読み聞かせ3回、健康相談1
回、その他13回を実施しまし
た。

金田なかよしクラブ
開催回数:23回
参加人数:延べ800人

177

子
育
て
支
援
課

Ⅳ 2

(

1

)

ひとり親家庭
等への医療費
等の助成

②

ひとり親家庭等に医療費
等の一部を助成し、福祉
の増進を図ります。

ひとり親家庭等
の経済的負担と
精神的不安の軽
減を図るととも
に、自立促進を
図ります。

条例等に基づ
き、ひとり親家
庭等に引き続き
医療費助成金の
支給に努めま
す。

条例等に基づき、ひと
り親家庭等に医療費助
成金を支給します。

木更津市ひとり親家庭等医療
費等の助成に関する条例に基
づき支給しました。

実助成者数:804人
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具
体
的
施
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
今後も引き続き、児童扶養手当法に
基づき、手当を支給します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
引き続き、貸付申請の受付や、必要
時に相談対応を行います。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

178

子
育
て
支
援
課

Ⅳ 2

(

1

)

②

母子・父子家
庭等への児童
扶養手当の支
給

母子家庭等の生活の安定
と自立を助け、児童の福
祉増進を図るため、手当
を支給します。

児童扶養手当法に基づき手当
を支給しました。

受給者:1,046人

179

子
育
て
支
援
課

Ⅳ

ひとり親家庭の母等への貸付
を含めた経済相談の対応によ
り、生活の安定を図りまし
た。

母子・父子自立支援員による
母子・父子・寡婦福祉資金貸
付相談件数
52件

ひとり親家庭等高騰職業訓練
促進資金貸付
入学準備金:2人
就学準備金:2人

2

(

1

)

②

母子家庭等へ
の各種援護資
金の貸付

母子家庭等への経済的自
立を支援するため、県の
貸付事業に対し各種援護
資金貸付申請の受付事務
を行います。

母子家庭等の経
済的自立と生活
意欲の助長とな
ります。

母子家庭等への
経済的自立を支
援するため、引
き続き貸付資金
の受付事務やそ
の他制度の紹介
等の相談援助に
努めます。

母子家庭等への各種援
護資金貸付申請の受付
事務やその他制度の紹
介等の相談援助を実施
します。

母子家庭等の生
活の安定と自立
を助けます。

児童扶養手当法
に基づき、引き
続き手当を支給
に努めます。

児童扶養手当法に基づ
き、手当を支給しま
す。
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男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

今後も引き続き、母子及び父子並び
に寡婦福祉法施行令に基づき自立支
援給付金を支給します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
引き続き、必要に応じ入所支援をし
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

平成30年度については、該当
ありませんでした。
なお、昨年度からの継続入所
世帯については、定期的な施
設訪問を実施し、自立にむけ
た相談対応を行い、年度中に
退所となりました。

180

子
育
て
支
援
課

Ⅳ 2

(

1

)

②

母子家庭への
自立支援給付
金の支給

母子家庭の母に教育・技
能訓練給付金を支給し就
業を支援することによ
り、生活の安定を図りま
す。

母子家庭等の経
済的自立と生活
意欲の助長とな
ります。

母子家庭等の生
活の安定を図る
ため、親に教
育・技能訓練給
付金を支給し就
業を支援するこ
とに努めます。

自立支援教育訓練給付
金、高等職業訓練促進
費を給付します。

母子及び父子並びに寡婦福祉
法施行令に基づき支給を行い
ました。

受給者
自立支援教育訓練給付金:2人
高等職業訓練促進給付金:10人

母子家庭等で、経済的事
情等により、児童の監護
が十分果たせないと認め
られる場合、母子生活支
援施設に入所させ、その
自立助長を図ります。

施設に措置する
ことにより、経
済的・精神的不
安解消を図ると
ともに、障害や
問題の解決の場
を与えます。

181

子
育
て
支
援
課

Ⅳ 2

(

1

)

②

助産施設及び
母子生活支援
施設への入所
に関する支援

母子生活支援施
設への入所に関
する相談・申請
手続きの支援に
引き続き努めま
す。

施設入所が必要な世帯
や個人の相談・申請手
続きの支援を行いま
す。
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及び
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男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

現時点で8施設の避難所運営マニュア
ルが完成いたしました。今後も引き
続き、全施設に避難所運営マニュア
ルが完成するよう作成協力等を地域
住民に対し依頼していくとともに、
避難所における女性等への配慮等を
盛り込んだマニュアルとなるよう
に、講習会等を開催しながら支援し
ていくこととしたい。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

避難所運営マニュアルの作成や、男
女共同参画の視点に立った講習会の
開催など男女共同参画の推進に努め
られたことから、Ａ評価とする。
引き続き、残りの施設の避難所運営
マニュアルの作成と講習会の開催に
取り組むこと。

総合
評価

改善策等の提言

Ａ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

地域の実情に応じた避
難所運営マニュアルと
するため、公民館及び
地域住民（自治会、自
主防災組織、民生委
員、地区社会福祉協議
会及びまちづくり協議
会等）に協力依頼し、
行政と地域が一緒に
なってマニュアルを作
成します。
また、女性に配慮した
避難所運営をテーマと
する講習会を開催しま
す。

182

危
機
管
理
課

Ⅳ 3

(

1

)

①

避難所におけ
る男女共同参
画の促進

避難所における女性等へ
の配慮等を盛り込んだ避
難所運営マニュアルの作
成を検討します。

女性に配慮した
避難所運営が行
われます。

避難所別の避難
所運営マニュア
ルの作成に努め
ます。
また、女性に配
慮した避難所運
営が行われるよ
う普及啓発を行
います。

公民館及び地域住民（自治
会、自主防災組織、民生委
員、地区社会福祉協議会及び
まちづくり協議会等）に協力
依頼をしました。
また、「男女共同参画の視点
から地域防災を考える」を
テーマに講習会を開催しまし
た。
参加者数：52人
女性比:53.8％
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男女共同参画
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29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

公
民
館

3Ⅳ

(

1

)

①

地域課題の解
決に向けた事
業の実施

各公民館主催事業やまち
づくり協議会の課題解決
に向けた取り組みの中
で、男女双方の視点に配
慮した事業の実施をしま
す。

男女共同参画の
視点に立って、
継続的学習を行
う中で、男女平
等意識を高めま
す。

地域の実情に応
じて市内共通の
課題に取り組む
中で、市民参画
による運営に
よって市民力が
向上するよう取
り組みます。

地域の実情に応じて市
内共通の課題に取り組
む中で、市民参画によ
る運営によって市民力
が向上するよう取り組
みます。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。
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事業名
事業内容
及び
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29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

市民参画による防災の取り組みに
は、男女の区別なく進める課題と、
男女差を考えて取り組む課題があり
ます。
令和元年度中に、委員会を中心に各
小中学校ごとのマニュアルを作成す
る予定です。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
男性女性に限らず、参加者の意見に
耳を傾けて講座づくりに努めまし
た。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

地域課題の解
決に向けた事
業の実施

少子高齢が顕著な中郷地
区において、健康寿命の
増進と世代間交流を目的
に事業を開催します。

65歳以上の方が
もつ性別役割分
担の概念を改め
るよう働きかけ
ます。

男性が参加しや
すい環境整備、
継続しやすい雰
囲気づくり、講
座の中での役割
について配慮し
ます。

中郷ウォーキング講座
を実施、講師からの働
きかけを積極的に行
なっていきます。

夫婦での参加も多く、お互い
の家庭での役割が話題になる
ので、男女の役割について参
加者同士で考える時間を多く
持つことができました。

中郷ウォーキング教室
年間開催回数:5回(10月～3月)
開催場所：首都圏ウォーキン
グコース
参加者数：37人

184

中
郷
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①

183

中
央
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①

中央市民講座 地域課題の一つである防
災について取り組み、継
続的学習を行う中で、男
女の区別なく地域活動に
積極的に取り組む人材を
育成していきます。

男女共同参画の
視点を持ち、市
民講座を開催し
ていきます。

防災という地域
課題に男女の区
別なく取り組む
ことができるよ
う学習を進める
中で、市民参画
による運営に
よって市民力が
向上するよう取
り組みます。

継続的学習に参加する
講座生と地区内の区長
や区の代表とともに、
小中学校の避難所運営
について学習し、とも
に考える仲間を作り、
地域で防災について行
動していく人材育成に
取り組むため、市民講
座を開催します。
地区在住の成人を対象
中央市民講座、月1回
(年間3回～5回）開催
します。

地域課題の一つである防災に
ついて取り組み、継続的学習
を行う中で、男女の区別なく
地域活動に積極的に取り組む
人材を育成することができま
した。
また、地域住民主体の避難所
運営のため、避難所ごとの運
営マニュアルを作成する委員
会が発足しました。

中央市民講座
準備会:1回（10月）
講座:4回（12月～3月）
参加者数:35人(延べ81人)
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29年度実施結果
に基づく改善内
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年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

市民が自らできる事業を考え、組織
作りに至っています。一方で、この
取組を広げていくためには、異年齢
交流を図るなどさらなる広がりが必
要です。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

185

文
京
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①

未来思考船 少子高齢化社会を迎える
にあたり、今、私たちは
何を主体的に行っていく
べきなのかの座談会を開
催します。

集まったみんな
で話し合いから
関わりを深める
ことにより、男
女差別なく地域
課題を考える機
会となります。

運営の中で出て
きた課題を次年
度の活動に反映
します。

市広報などを利用し
て、広く市民を集い、
市施策を正しく理解
し、座談会を通して、
私たちのできる活動を
考える機会とします。
また、様々な意見を持
つ市民が語り合い相互
に理解を深め、未来に
向けた活動意欲を高め
ます。

計6回の座談会のなかで、市民
が様々な思いを語り合い、こ
のまちを未来へ繋げることを
考え、木更津高校の生徒との
異年齢による意見交換などを
実施しました。
また、太田山公園に思いを寄
せる参加者が、具体的に活動
することを考え、「太田山公
園をきれいにする会」を発足
し、活動内容は、市民活動支
援課による審査で、補助金の
交付を受ける団体として承認
を受けるまでに至りました。

未来思考船
開催回数:6回
参加者数：延べ52人
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施
策
の
方
向
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事業名
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及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

講座内容については、各班の班長
や、その他の役員に、年度初めに集
まっていただき、公民館側の企画案
を検討していただくところから運営
しています。
年間を通じて、講座運営の中で、地
域・団体の牽引役となっていただい
ている男性受講生もいますが、同様
の役割を担っていただいている女性
については、今後に期待するところ
です。
男女平等に関する課題の取り組みに
ついては十分に達成できませんでし
た。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
今後も学級の運営にあたり、男女共
同してとりくめる内容等に努め、そ
の推進を図ること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ

２次評価を踏まえて取り組むこと。

186

東
清
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①

健康講座 免疫を高めることで健康
管理に役立てる講義や
ウォーキング教室など、
生活の中での実践に役立
てる健康講座と、医師・
栄養士等、幅広い専門家
の講義を組み合わせ、地
域と家庭の健康課題に取
り組んでいきます。

生活の基本であ
る家庭内から健
康を考えること
で、相互理解を
深めることが期
待できます。

これから地域の
課題となってい
くであろう、認
知症の予防に重
点をおいたプロ
グラムを検討
し、「脳を若く
保つためのト
レーニング」
「運動機能を維
持するためのト
レーニング」に
分けて、開催し
ています。ま
た、認知症とは
高齢者だけでは
なく、若年者で
も起こり得るこ
と、本人だけで
なく介護する周
囲の問題でもあ
ることから、多
くの年齢層に向
けての啓発的内
容となる講話も
企画していま
す。

とうせい認知症予防教
室
パートⅠ　脳若編
（脳若トレーニング、
シニアカフェ）
パートⅡ　運動編
（ウォーキング、ふま
ねっと体操）

講話

平成30年度については、パー
ト1、パート2の他に拡大講演
会を実施しました。
交通安全、消費生活講座、健
康関連教室など、高齢者が直
面しがちな問題を中心に取り
上げています。
また、シニアカフェは単身の
高齢女性が調理から食事まで
共に行うことで交流する機会
となりました。

とうせい認知症予防教室
開催回数:9回
参加者数:85名
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29年度実施結果
に基づく改善内
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年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

工事の影響で八幡台公民館が使用で
きなかったため、少し離れた会場を
使用せざるを得なかったが、大勢の
参加を得ることができました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

広く地域内に声をかけ、男女や年齢
に関係なく、多くの方に防災や地域
づくりの大切さを周知することがで
きました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

「八幡台小学校区まち
づくり協議会」の事務
局として、地域活動の
更なる推進を支援しま
す。

「八幡台小学校区まちづくり
協議会」の事業として、防災
講習会の実施や、上烏田・八
幡台・羽鳥野地区ミニ文化祭
にて、備蓄倉庫の展示を行
い、地域活動の推進を行いま
した。

188

八
幡
台
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①

「八幡台小学
校区まちづく
り協議会」へ
の支援

「八幡台小学校区まちづ
くり協議会」の事務局と
して、地域課題に地域を
あげて取り組みます。

男女を問わず、
街づくりに主体
的に関われるよ
うに支援しま
す。

地域づくりに向
けて、上烏田、
八幡台、羽鳥野
の三地区の交流
を更に推進しま
す。

187

八
幡
台
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①

「いつまでも
元気！健康講
座」の開催

健康についての学習と、
その情報を地域に還元す
る事業を実施します。

男女を問わず健
康について学習
する機会を設け
ます。

前年度の学習し
た内容を文化祭
の場で有志が自
主発表を行いま
す。

健康について男女に関
係なく学習し、地域に
還元できるよう働きか
けを行います。

平成30年度は八幡台公民館が
耐震補強改修工事を行ったた
め、会場を八幡台自治会集会
所として実施しました。

いつまでも元気！健康講座
今回はテーマを「血圧」と
し、血圧が高くなる原因やそ
の症状、予防の為の食事や運
動習慣等、体系的に学習しま
した。
実施回数:5回
登録者数:16人
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主
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課
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方
向

具
体
的
施
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

防災についての講習会や、福島の魚
介を使った料理教室など、男女や年
齢に関係なく参加しやすいプログラ
ムを組むことができました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
研修の実施により男女共同参画の周
知・啓発を図りました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

「八幡台小学校区まちづくり
協議会」との共催で実施しま
した。

親子で防災教室
起振車に乗って災害時の想定
などを行う防災講習会や、福
島県の魚介を使った調理と東
日本大震災の講話を行いまし
た。
開催回数：2回
参加者数：延べ167人

189

八
幡
台
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①

「親子で防災
教室」の開催

親子で防災について学
び、ひいては地域で活動
することの大切さを学ぶ
機会とします。

男女や年齢に関
係なく、防災に
ついて学ぶ機会
を設けます。

防災という地域
課題を男女や年
齢に関係なく学
習することがで
きるような内容
を展開します。

「親子で防災教室」を
「八幡台小学校区まち
づくり協議会」の協力
を得て実施します。

施策担当部署と
の密な連携を取
ることと、より
多くの情報を収
集することによ
り、毎年確実に
事業実施へ結び
つけます。

施策担当部署との密な
連携を取り、事業を実
施します。

190
職
員
課

Ⅴ 1

(

1

)

①

男女共同参画
施策担当部署
との連携

施策担当部署と連携した
事業(職員研修等)を推進
します。

男女共同参画の
周知・啓発が図
られます。

企画課と連携し、10月5日に男
女共同参画推進のための市職
員研修会を実施し、81名の参
加がありました。
また、2月6日に㈱東京電力パ
ワーグリッド木更津支社にお
いて女性活躍推進研修を実施
し、12名の女性職員が参加
し、東京電力の女性社員の方
たちとの意見交換ができまし
た。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

計画の進行管理について推進委員会
で意見を伺いました。次年度は第2回
として市内企業との意見交換を実施
するように努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

来年度はもっと早い時期に開催し、
進行管理について委員からの意見等
を聴取しできるように努めるととも
に、木更津市男女共同参画推進委員
会が充実したものとなるよう、開催
内容の充実を図ること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

推進委員会のなかで、国・県等の情
報提供を行う時間や資料を配布する
など、情報提供のしかたについて検
討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
今後も適宜、必要に応じて国・県等
から得た情報等について、提供に努
めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

推進委員に対して、必要に応
じて国・県等の現状の動きな
どの情報提供までは行いまし
たが、今後内容の充実に努め
る必要があります。

191
企
画
課

Ⅴ 1

(

1

)

①

木更津市男女
共同参画推進
委員会の充実

男女共同参画の促進に関
し、市長の諮問に応じ、
調査、審議するととも
に、その実施について建
議します。

本市の男女共同
参画施策の推進
につながりま
す。

男女共同参画推
進計画（第4
次）の促進に向
け助言・提言を
行います。引き
続き団体・企業
との意見交換を
行い委員会の充
実に努めます。

男女共同参画推進計画
（第4次）の進行管理
の実施にあたり総合評
価を行うとともに計画
の推進について助言・
提言を行います。

11月27日に第1回男女共同参画
推進委員会を開催し、男女共
同参画共同推進計画の平成29
年度の進行管理について助
言・提言をいただきました。
しかしながら、予定していた
第2回の開催が日程調整等がう
まくいかず、実施に至りませ
んでした。

192
企
画
課

Ⅴ 1

(

1

)

①

木更津市男女
共同参画推進
委員会の充実

委員へ国・県・他自治体
などの情報提供を行いま
す。

本市の男女共同
参画施策の推進
につながりま
す。

男女共同参画推
進委員へ国・
県・他自治体な
どの情報提供を
引き続き行い、
内容の充実に努
めます。

男女共同参画推進委員
へ国・県・他自治体な
どの情報提供を行いま
す。
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主
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題
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の
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具
体
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
庁内連絡会議を開催し進行管理にお
ける2次評価を行いました。更なる内
容の充実に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
庁内連絡会議を開催し情報提供を行
いました。進行管理とあわせて情報
提供の内容の充実に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

193
企
画
課

Ⅴ 1

(

1

)

①

木更津市男女
共同参画施策
庁内連絡会議
の充実

各部等の庶務担当課長等
で構成し、本市における
男女共同参画に関する施
策の総合的かつ効果的な
推進を図ります。

本市の男女共同
参画施策の推進
につながりま
す。

庁内連絡会議設
置要領によると
委員は各部等の
庶務担当課長で
構成しています
が、各部等の意
見をより反映さ
せるため委員の
選出方法の見直
しを検討しま
す。

庁内連絡会議を開催
し、男女共同参画推進
計画（第4次）の進行
管理における2次評価
を行い、施策の総合的
かつ効果的な推進を図
ります。
また、委員の選出方法
を見直するため庁内連
絡会議設置要領を変更
します。

木更津市男女共同参画施策庁
内連絡会議を10月30日に開催
し、平成29年度の進行管理に
おける2次評価を行いました。
また、庁内連絡会議設置要領
を改正し、委員については、
「各部等の庶務担当課長（7,6
級職）」としていたところ、
「各部等の長が推薦する課長
または課長相当職（7,6級
職）」と改め、部長推薦によ
る委員選出に変更しました。

194
企
画
課

Ⅴ 1

(

1

)

①

木更津市男女
共同参画施策
庁内連絡会議
の充実

木更津市男女共同参画施策庁
内連絡会議を10月30日に開催
し、進行管理を実施しまし
た。
国・県・他自治体などの情報
提供については、必要に応じ
その都度提供を行っており、
平成30年度の連絡会議では、
その必要がないことから特段
の情報提供は行いませんでし
た。

委員へ国・県・他自治体
などの情報提供を行いま
す。

本市の男女共同
参画施策の推進
につながりま
す。

必要に応じて庁
内各課へ情報提
供するととも
に、委員に向け
ての情報提供の
充実にも努めま
す。

委員へ国・県・他自治
体などの情報提供を行
います。
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連
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課
名
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標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

市民意識調査は実施がありませんで
した。内容について検討するととも
に、他の調査に項目のひとつとして
盛り込むことを検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
今後市民意識調査の実施を行う際に
は、内容に盛り込むように検討する
こと。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

団体等との意見交換について、職員
同士の意見交換会を実施することが
できましたが、推進委員会での開催
について検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

推進委員会で市民、団体、企業等と
の情報交換会等を開催するように、
努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

②

市民意識調査を実施する
際、男女共同参画に関す
る事項を盛り込みます。

市民意識調査は実施しません
でしたが、今後の実施される
場合に盛り込みたい内容につ
いて、検討しました。

情報の提供に努めましたが、
男女共同参画推進委員会にお
いて市民・団体・企業等との
情報交換を行うことができま
せんでしたが、職員課主催で
女性職員同士による意見交換
会を、㈱東京電力パワーグ
リッド木更津支社と実施しま
した。

195
企
画
課

Ⅴ 1

(

1

)

①

市民の男女共
同参画に関す
る意識調査の
実施

今後の男女共同
参画施策を推進
する上での基礎
資料とします。

市民・団体・
企業等との情
報交換の充実

男女共同参画推進委員会
において、市民、団体、
企業(商工会議所)等の代
表と情報交換を行いま
す。

市民・団体・企
業等との情報交
換、及び連携が
図れます。

男女共同参画推
進委員会におい
て市民・団体・
企業等との情報
交換ができるよ
う、幅広く相手
先を探すととも
に内容の充実に
努めます。

男女共同参画推進委員
会において、市民、団
体、企業（商工会議
所）等の代表・担当者
と情報交換を行いま
す。

市民意識調査に
加え、他の調査
などに盛り込め
ないか可能性を
探ります。毎年
でなくても実施
できるよう検討
します。

市民意識調査を実施す
る際、男女共同参画に
関する事項を盛り込み
ます。

196
企
画
課

Ⅴ 1

(

1

)
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
県及び他自治体の状況を踏まえて本
市にあった適切な条例を目指して情
報収集に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
今後も県等の動向を踏まえ、情報収
集に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

相談内容に応じて各所管部署が窓口
となり、必要な対応をしている現状
をふまえて、総合的相談窓口の役割
について慎重に検討していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
総合的な相談窓口の設置について、
今後も検討を重ね、情報収集等に努
めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

(仮称)木更津
市男女共同参
画条例制定に
向けての検討

(仮称)木更津市男女共同
参画条例制定に向けての
検討をします。

本市の男女共同
参画施策の推進
につながりま
す。

条例制定に向け
県及び他自治体
の条例制定状況
等の情報収集を
引き続き行いま
す。

県及び他市町村の状況
を見据えて、本市に
あった条例作りを目指
し今後も情報収集に努
めるとともに、条例案
検討に向けた準備をし
ます。

条例制定に向けての調査、研
究及び検討のため、県及び他
自治体の条例制定状況等の情
報収集をしましたが、条例案
の検討には至りませんでし
た。

197
企
画
課

Ⅴ 1

(

1

)

③

男女共同参画
に関わる総合
的相談窓口の
設置

男女共同参画に関わる総
合的相談窓口を設置しま
す。

総合的な相談窓
口の設置によ
り、一層の男女
共同参画への推
進となります。

男女共同参画に
関わる総合的相
談窓口の設置に
ついて検討する
ため、引き続き
情報収集に努め
ます。

相談内容に応じて、各
所管部署が窓口となり
必要な対応をしている
現状を踏まえ、総合的
相談窓口のあり方を慎
重に検討していきま
す。

男女共同参画に関わる総合的
相談窓口の設置について検討
するため情報収集に努めまし
たが、設置の検討には至りま
せんでした。

198
企
画
課

Ⅴ 1

(

1

)

④
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具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

男女共同参画情報紙の構成を工夫
し、記事の掲載に努めます。引き続
き、ホームページに掲載するととも
に、その他の方法による情報提供を
検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
ホームページ等を活用し、今後も計
画について周知に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
研修会やフォーラムで計画の周知を
図りました。今後も周知に努めま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

市民への計画
の周知と意識
の高揚

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）で
計画を周知します。

計画を積極的に
推進するための
理解が深まりま
す。

男女共同参画情
報紙の紙面の構
成を工夫し、記
事の掲載に努め
るとともに、情
報紙以外の方法
による情報提供
も検討します。

男女共同参画情報紙で
計画を周知します。情
報紙以外の方法による
情報提供をします。

紙面の都合により、記事は掲
載できませんでしたが、ホー
ムページには第４次男女共同
参画計画を掲載しており、平
成29年度実施結果と平成30年
度事業計画についても掲載し
ました。
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市民への計画
の周知と意識
の高揚

各種研修会、講習会で計
画を周知します。

計画を積極的に
推進するための
理解が深まりま
す。

新規採用職員研
修や男女共同参
画フォーラム等
で計画を引き続
き周知します。
わかりやすい資
料等内容の充実
を図ります。

各種研修会・講習会及
び男女共同参画フォー
ラムにおいて計画の周
知を図ります。わかり
やすい資料の提示をし
ます。

男女共同参画フォーラムや職
員研修において、計画の周知
を行いました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

行政資料室に配置し、誰でも閲覧で
きるようにしています。今後も進行
管理結果と合わせて、資料を置くよ
うに努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
計画の進行管理について市ホーム
ページで公表しました。より見やす
い表記に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

計画の推進に
ついて市民・
団体・企業等
への周知

行政資料室に配置し、閲
覧できるようにします。

計画を積極的に
推進するための
理解が深まりま
す。

行政資料室に配
置し引き続き閲
覧できるように
努めます。

行政資料室に配置し閲
覧できるようにしま
す。

行政資料室に木更津市男女共
同参画計画と各年度ごとに計
画の進行管理結果を配置し、
誰でも閲覧できるようにしま
した。Ｃまた、ホームページ
にも同様に掲載しておりま
す。
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計画の推進に
ついて市民・
団体・企業等
への周知

市ホームページに推進状
況を公表します。

計画を積極的に
推進するための
理解が深まりま
す。

計画の進行管理
等について、引
き続きホーム
ページに掲載し
ます。よりわか
りやすい表記に
努めます。

計画の進行管理につい
て市ホームページに掲
載、公表します。推進
委員会の開催状況等に
ついても公表します。

木更津市男女共同参画計画第
４次の進行管理について、市
ホームページに掲載し、公表
しました。また、朝日庁舎の
行政資料室にも資料を置いて
公開しています。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

29年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H30)

計画事業の実施状況(H30) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H30)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

男女共同参画情報紙の構成を工夫
し、記事の掲載に努めます。引き続
き、ホームページに掲載するととも
に、その他の方法による情報提供を
検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
今後もホームページ等を活用し、計
画の周知に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

次年度は3次評価まで速やかに実施で
きるように努め、事業実施結果の点
検・評価・検証を実施し、改善策を
協議し、今後の計画推進に反映する
よう努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
1次評価から3次評価まで、速やかな
進行管理を実施できるよう努めるこ
と。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ
２次評価を踏まえて取り組むこと。

計画の推進に
ついて市民・
団体・企業等
への周知

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）に
推進状況(概要)を公表し
ます。

計画を積極的に
推進するための
理解が深まりま
す。

男女共同参画情
報紙の紙面の構
成を工夫するな
ど、掲載を検討
します。その他
の公表方法も検
討します。

男女共同参画情報紙に
推進状況（概要）を公
表します。

紙面の都合により、記事は掲
載できませんでしたが、ホー
ムページには第４次男女共同
参画計画を掲載しており、平
成29年度実施結果と平成30年
度事業計画についても掲載し
ました。
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計画の推進状
況の把握

毎年度、事業実施結果の
点検・評価・検証を行
い、改善策を協議し、推
進状況とあわせて公表し
ます。

計画を積極的に
推進するための
理解が深まりま
す。

第4次計画の初
年度である平成
29年度事業の進
行管理について
新たにＰＤＣＡ
サイクルを活用
して行います。
初年度であるこ
とから公表には
わかりやすい内
容・表記とする
よう努めます。

平成29年度の事業実施
結果の点検・評価・検
証を行い、改善策を協
議し、推進状況とあわ
せて公表します。
市ホームページにわか
りやすい内容で公表し
ます。

年度終了後に速やかに各課に
よる評価（1次評価）を行いま
したが、庁内連絡会議による
評価（2次評価）、推進協議会
による評価（3次評価）の実施
が秋頃となってしまいまし
た。
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